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　　　プロローグ




　魔ま獣じゆう区く。

　広大な森に棲すみついた魔獣たちの気配を感じつつ、その縄なわ張ばりを侵おかさぬよう細心の注意を払って進んでいく二人の女。

「ここのはずだけど……」

　赤い髪かみの女が足を止める。

　二人が行き着いたのは、森の奥深くに湧わいた泉。頭上遥はるか遠くから届く太陽の光が、水面に煌きらめきを与えていた。

「何か感じる？」

「特に……と言うか、今まで何度も来ていますし、その時と比べても違いは無いのです」

　赤髪のニムの問い掛けに、青い髪の少女メルが首を横に振ふる。

「そりゃそうよね。……ったく、試験場の奴やつら、魔獣生態調ちよう査さだか何だか知らないけど、ホント余計なもん見つけてくれたわ……」

　ニムは大きく溜ため息いきを吐はきながら、忌いま々いましげに泉を眺める。

　──先せん般ぱん、この魔獣区において、研究機関による魔獣の生態調査が行われた。

　魔獣区をいくつかのエリアに分けて毎年実施されるその調査では、種族ごとの魔獣の趨すう勢せいや、生息分布の変化、新種の存在などを調べている。

　その調査場所の一つが、この直ちよつ径けい２００メートルほどの泉。

　底が深いため、去年までは調査員の安全も考こう慮りよし、水深十数メートルまでで潜せん水すい調査を切り上げていた。

　だが、今年から調査に本ほん腰ごしを入れ始めた研究機関は、知識・体力・魔ま力りよくの三さん拍びよう子し揃そろった調査員をこの地区に派は遣けん。それまで無かったことにされていた最深部の調査に成せい功こうしたのだが──。

「その結果見つけたのが、魔獣じゃなくて封ふう印いんだったとはね……」

　水底にあったのは、魔力が固定化された巨きよ大だいな魔ま法ほう陣じん。

　それは調査の結果、この世界とは別次元の世界へと通じる間かん隙げきを封じ込めたものと見られているが──。

「今まで発見されなかったってことは、つまりこの封印がメチャクチャ安定してるってことでしょ？　百年だか千年だか知らないけど、その間、変わらずそこにあったんだから」

「封印に使われている魔力自体はとても大きな──少なくとも、あたし一人では到とう底てい無理なくらいの魔力が注そそがれているらしいのです。だからこそ、安定していると言えるのかもしれないのですが」

　ニムの言葉に答えたメルが、思い出したように話題を繫つなげる。

「何だかアレみたいですね、勇者とエルフェンのお伽とぎ噺ばなし」

「何よそれ」

「勇者と恋仲のエルフェンが魔ま王おうに狙ねらわれて、異世界にエルフェンを逃がしたっていう話なのです。一度は聞いたことくらいあるんじゃないのですか？」

　年齢的にも精神的にも、ニムより俄が然ぜん若いメルがお伽噺を諳そらんじる。




　この世に転送魔ま法ほうが生み出される以前、強大な魔ま力りよくを持った女性のエルフェンがいた。

　守しゆ護ご魔法に優すぐれたそのエルフェンは、勇者とともに魔王を倒そうとしていたが、魔王がエルフェンの魔力を求め、彼女を攫さらい喰くらおうとした。

　彼女と恋仲にあった勇者は、すぐに魔王を追い、途中、魔ま獣じゆうが巣す食くう森にて二人は剣を交えることとなる。

　エルフェンを奪うばい合う勇者と魔王。だが、両者がぶつけ合った強大な魔力により、大きく抉えぐれた地面の穴の底に、異世界へと繫つながる次元の間かん隙げきが生まれていた。

　自分が魔王に魔力を奪われれば、もはや魔王を止められる者はいない。そう考えていたエルフェンは、勇者が魔王を食い止める間に、その穴を通じ、異世界へと渡った。

　そんな彼女の想いを、勇者はしかと感じ取っていた。

　こちらの世界に残った勇者と、あちらの世界に渡ったエルフェン。二人は魔王の隙すきを突つき、穴に向かって互たがいの魔力をぶつけ合い、異世界に繫がる道を封ふう印いんした。




「その後、こちらの世界で勇者は魔王を倒し、一方、あちらの世界に渡ったエルフェンは、身み籠ごもっていた勇者の子を産みました。めでたしめでたしなのです」

「いや、それ全然めでたくないじゃない。勇者とエルフェンが別れたままでしょ」

「魔王を滅ほろぼすという観点から見れば、これ以上ないくらいのハッピーエンドなのです。生物学的に見ても、勇者の遺い伝でん子しは残るのでＯＫということなのではないでしょうか」

「ずいぶん無む味み乾かん燥そうなお伽噺ね…………で、何？　それで言う封印された穴っていうのが、この泉の封印だって言いたい訳わけ？」

「だったら素す敵てきだなあ、というお話なのです。フィクションだと思われていたお伽噺の欠片かけらが、今この時代に残っている訳ですから」

「その話を聞く限り、悲恋の恨うらみしか残ってないと思うけどね」

　そのうちエルフェンの幽ゆう霊れいでも出てくるんじゃないの、とニムがメルを脅おどかす。

「ま、それが本当だろうと何だろうとどうでもいいわよ。そんな大だい規き模ぼの封印なんて、よほどのことが無い限り──いや、よほどのことがあったとしても残り続けるだろうし、放っておいても大だい丈じよう夫ぶでしょ？　その封印解とけるくらいの魔力を使えるのなんて、それこそ今は亡なき勇者とか魔王とか、そんなレベルの話なんだろうし」

「基本的にはそうなのです。ただ、念のため、パトロールは定期的に行うようにとのお達しが国から来ているので……」

「パトロールしてどうすんのよそんなもん。解とける時は解ける。それだけでしょ。うちでどうこうできる話じゃないのに……」

「今のところ、あちらの世界で魔ま力りよくが高まる満月の日にも、封ふう印いんの状態を確認しろとのことなので……とりあえず十二日後ですね」

「はあああ…………ったく、面めん倒どうくさい仕事ばっか増えるんだから……」

「しょうがないのです。今回の調ちよう査さで、ここの泉はあの死海に繫つながっているとも言われたので……」

　死海とは、一言で例えれば、海の魔ま獣じゆう区く──と表すことができる。

　魔力の滞たい留りゆうしたその海には多くの魔獣が群むれており、周囲は魔獣区同様、結界で覆おおわれている。

　今回、この魔獣区の泉の水底の横穴から、死海の海水成分が僅わずかに流入しているとの調査結果が出ていた。

「この泉の封印が解けるほどの魔力が生み出されれば、ここと繫がる死海の結界にも何らかの影えい響きようを及およぼす──という恐おそれが」

「分かった分かった。もう報告書で何回も読んだわよ。結果として、あっちの世界に魔獣がどんどん流れ込んでいくから危険ってことでしょ。魔獣区の魔獣だけならまだしも、死海の魔獣なんて対処できないからね。命がいくつあっても足りないわよ」

　溜ため息いきを吐はきながら、ニムは踵きびすを返し、泉に背を向ける。

「──まあ、万に一つ……ううん、億に一つの可か能のう性せいでしかないけどね」

　今後、試験場からの文書が来たら、読む前にシュレッダーに掛けた方が良いかなと思案しつつ、ニムは歩を進めていた。
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　進路希望調ちよう査さ票ひよう。

　夏休み明けに配くばられた一枚の紙きれを見ながら、来くる栖すが話しかけてきた。

「苅かり羽ばくんは進路どうするの？　どんなモブ的な職業に就つくの？」

「何で脇わき役やくに限定すんだよ。もうちょっと俺おれの未来に希望感じろや」

　職業に貴き賤せんは無いんだから、モブ的な職業とか言っちゃダメなんだぞ。

「ってか、お前はどうすんだよお前は」

「寝てるだけでお金が入ってくるのが一番良いよね」

「簡かん単たんだ。自分に保険金掛けて頭殴なぐってもらえ」

「はあ……。苅羽くんは考え方が暴力的だよ。結けつ婚こんしたら相手はＤＶまみれだよ、ＤＶ」

「俺めがけて聖せい剣けん振ふり回す奴やつに言われたくねーよ。お前のは悪意の無い暴力だから、それはそれで性た質ちが悪いんだぞ」

「過ぎたことをいつまでも言うのはやめよーよ。『古い怨うらみとテンプラ油は水に流すのが一番だ』って、私のお祖じ父いちゃん言ってた」

　お前の祖父ちゃん環かん境きよう破は壊かいの第一人者。

「つーかさ、俺別に就しゆう職しよくしねーし。大学進学だ」

「そうなんだ。大学で何勉強するの？」

　単に素直なのか、それとも「無知の知」でも気取っているのか、嫌いやな質問をしてくる。

「いや、別に何がしたいって訳わけでもないけどさ……」

「ふーん……変なの」

　確かに変だけど。でも今や、俺みたいな奴が一いつ般ぱん的てきなんじゃないだろうか。だからと言って、自分を正当化する理由にはならないが。

「お前はどうすんだよ。就職か進学か」

「私？　私は────」




　──そんな話をしたのが、もう二は十つ日か以上前のこと。

　以来、この話題はあまり好き好んでするもんじゃないなと思った。

　あの日渡された一枚の紙きれはどうしようもないくらい現実で──。

　来栖たちと海に行ったことも、夏祭りに行ったことも、そして、魔ま獣じゆうなどというものに立ち向かったことも──そんな思い出の全てが、何の変へん哲てつもない薄うすっぺらなプリントに吹き飛ばされてしまいそうだった。




　──俺、何をしたいんだっけ。




　第一志望欄らんの「空白」は、俺の頭の中そのものだった。

　大学進学とは言ったものの、来くる栖すのストレートな質問を受けてから、もう一度考えてみた。

　そもそも、何かやりたいこと、俺おれにあっただろうか。

　来栖と出会って、魔ま獣じゆう退たい治じに巻き込まれて、何となく一いつ緒しよにバカやって──。

　それだけだ。

　俺自身は、異世界に行きたい訳わけでも、魔獣を退治したい訳でもなかった。今後もきっとそうだ。俺はこの世界で、もしかしたら大学行って、いつかは就しゆう職しよくして──。

　それだって、行きたい大学がある訳でも、就つきたい職業がある訳でもない。

　ただ何となく、みんなと同じようにレールの上を走ろうとしている。




　──進学希望。




　そう書いて、昨日きのう俺は調ちよう査さ票ひようを提出した。

　調査票が配られてもう二は十つ日か以上が経たつが、内容に難なんがあるため再提出を迫せまられる者や、そもそも何も書けずに途と方ほうに暮れる者も若じやつ干かんいる。誰だれとは言わないが、異世界の勇者の血を引く女生徒などがその代表格だ。

　今いま頃ごろ、生徒指導室で担任の説教でもくらっているのだろう。

　そんな彼女を待たず、俺は放ほう課か後ごの夕焼けを目に映しながら、一人学校を去る。玄げん関かんを出てすぐ、残暑の生なま温ぬるい風が、グラウンドから体育会系部員たちの声を運んできた。

　視線を移すと、茶色い土の上を疾しつ走そうする陸上部の面々が見える。

「──やりたいこと、か」

　グラウンドと同じく茶色い前まえ髪がみを摘つまむ。

　俺は退部届を出すのが二年の部員の中で誰だれより早かったが、一年半前に入部届を出したのも誰より早かった。

　そう言えばこれだけは、自分の意志だった気がする。







　──翌よく日じつ。

　九月もそろそろ終わりを迎むかえ、ランニングに適した気温になっていた。

　夏の熱気を失い涼すずしくなり始めた風は、熱を持った頰ほおを心ここ地ち良く撫なでる。

　部活をやめて半年──ジョギングをするだけで、体力が落ちたことを実感した。そう言えば、ウェアを着て走るのすら数ヶ月振ぶりだろうか。

　朝の市立公園のランニングコースは、まだ人が少なく静かだ。

　そんな中、カーブの向こうからこちらに向かって走ってくる人影が一つ。

　接地の度たびに揺ゆれる黒い髪は、この距きよ離りからでも女性を連想させる。衣服はスポーツウェアではなく、下に袴はかまを穿はいて胴どうには剣道の防具をうそでしょまだそんなことしてんのあいつ。

「あれ、苅かり羽ばくん？　奇き遇ぐうだね」

　袴と防具を身に着けた来くる栖す麻ま央おが俺おれの目の前で足を止めた。

「お前……まだそんな恰かつ好こうでランニングしてんの？」

　勇者の姿を模もしたトレーニングと称し、剣道着で公園を走り回る彼女と遭そう遇ぐうしたのは春先のことだ。

「まだ──ってどういう意味？　これは私の日課だよ？」

　きょとんとした顔で来栖が俺を見み据すえる。

　彼女と会った春先──当時はまだ俺も陸上部をやめたばかりで定期的にここを走っていたが、それから一ヶ月もしないうちにジョギングもしなくなった。その間もずっと来栖はこんなことを続けていたらしい。

「勇者は体が資本だからね。鍛きたえておかないと」

　ファンタジーに憧あこがれ、フィクションに頭を毒された残念少女。しかしその実、彼女は本当に異世界の勇者の血を引く人間でもある。

　今まで何度か魔ま獣じゆうの類たぐいが異世界からやって来たが、その度に来栖が聖せい剣けんを手にして奴やつらを退たい治じしていた。

　そんな経けい緯いもあり、今や来栖は体を鍛えることに義務感めいたものを感じているのかもしれない。ただ、聖剣を持てば魔ま力りよくによって身体能力が底上げされるのだから、関係ないんじゃないかと思う。言わないけど。

「苅羽くん、珍めずらしいね、こんな朝早くにこんな所走るの久しぶりなんじゃない？」

「まあな」

「そんな体鍛えてどうするの？　ジョブをモンクにでもするの？　ムキムキになるの？　げえーっ」

「勝手に想像して吐はくな！　ならねえよ！」

「良かったあ。苅羽くんが薬漬づけになったらどうしようかと思ったよ」

「言っとくけどボディビルダーがみんなドーピングしてる訳わけじゃねーぞ」

　自身も剣道部所属でありながら体育会系に偏へん見けんを持つ少女。せっかくだからと、俺は彼女と一いつ緒しよにランニングを続ける。

「──戻もどろうと思ってさ」

　子供が走るのと大差無い、ゆったりとしたペースで足を運びながら、彼女に話し掛けた。

「戻るって？　どこに？」

「陸上部」

　言葉を返すと、来栖は目を点にしてこちらを見つめた。

「え？　何で？」

「何でって──。もともと俺おれは陸上部だった訳わけだし、またちょっとやってみたくなったって言うか……」

「でも、顧こ問もんの先生と喧けん嘩かしてるんでしょ？　茶ちや髪ぱつじゃダメだって──」

　来くる栖すの言うとおり、俺が部をやめたのは顧問とのつまらない諍いさかいのせいだ。地毛が茶色の俺と、理由はどうあれ部内で茶髪を許さない顧問。双そう方ほうの言い分が見事に平行線を辿たどり、俺は相手を説得することも、自分を納なつ得とくさせることもできず、退部届を出した。

「別に苅かり羽ばくん間ま違ちがってないもん。せっかく異世界の魔ま力りよくによって茶髪を生まれ持ってるんだから、それを理解しない人を相手にする必要なんてないよ」

「え、俺の髪って魔力とか関係してたの？」

「細かいことはいーんだよ」

　長期連れん載さいで初期設定を忘れた漫まん画が家かみたいなことを言う。

「でも、顧問の言うことも分からない訳じゃないんだ。俺の地毛がどうあれ、第三者から見れば、一人茶髪の奴がいるっていうのはやっぱり評価下がるんだ。そういう見方の是ぜ非ひはともかくとして、な」

「物分かりの良いこと言ってる……」

　親の迎むかえが遅くなった保ほ育いく園えん児じのようないじけた目で、来栖がこちらを見る。

「染そめてもいいと思ってるんだ、俺」

「染めるって、え？」

「修学旅行終わったら、黒く染めて部活に戻もどる。こうして走ってるのは、部活の練習についていけるように、また体力戻すためなんだよ」

　来栖の足音が止まった。気付いて、数歩先で俺も足を止める。

「部活戻ったら、あんまり放ほう課か後ご遊べなくなるな」

　部活だけじゃない。受験対策だって本格的に始まる。

　それを思えば、やっぱり俺にとってのリアルは、この世界の、この街だ。学校生活を中心とした小さな世界に、大きな比重がある。

「来栖も剣道部員なんだし、たまには顔出せよ。幽ゆう霊れい部員なんて勿もつ体たい無いぞ」

「別に苅羽くんが言うことじゃないでしょ。勿体無いかどうかは私が決めるもん」

「まあそーだけどさ……」

「ふん、そうやって大人おとなぶった風なこと言ってたって、どーせ苅羽くんのことだから、またすぐにやめちゃうよ。『来栖～、新しい魔ま法ほう出してよ～』って言って泣きついてくるんだよ」

　金曜七時のアニメみたいにキャラ改変された。

「──とにかく」

　そう言って、来栖は不満げな表情を一いつ層そう強めた。

「そんな先のことばっかり考えたって良いこと無いよ。明日あしたのことは明日考えればいーの」

　そう続けて、彼女は再度走り出す。

　並んで走る俺おれから見るその横顔は、どこか怒っているような、納なつ得とくいかないような、何とも言えない色を浮かべていた。







　京都──深い歴史を今なお残している古都。

　長い年月を経へた物には、霊れい力りよく、魔ま力りよくといった類たぐいの超常的な力が宿る。

　街のいたる所に歴史的建造物を残したその空間は、いわば魔力の集結地。

　だから京都には、異世界に通じる扉とびらがあり、強力な魔ま獣じゆうがそこを通じて現れる。

「──よって、私は京都に聖せい剣けんを持っていくことを提案します」

「お前そういうことホームルームで言うなよ。絶対だぞ」

　放ほう課か後ごの教室。

　イスに腰こし掛かけている来くる栖す麻ま央おの横で、俺も彼女同どう様よう座りながら言葉を吐はいた。

「そうだね、事前に聖剣の存在をバラしておくよりも、実際に魔獣が出てきた時に初めて聖剣の存在を明かした方がドラマチックだもんね。『来栖さんが勇者の末まつ裔えいだったなんて……』みたいな感じになるもんね」

「お前が思い描えがくみんなの反応間ま違ちがってるよ。ご都つ合ごう過ぎるだろ」

「はいはい、苅かり羽ばくんの常識人アピールはいいから」

「言っとくけど、お前が魔獣倒すところなんて、客観的に見れば女子高生が刃は物もので動物斬きりつけてるだけだからな。『来栖さんならいつかやると思ってました……』みたいな反応しか返ってこねーよ」

「…………つまり、すでに私は、魔獣を倒す勇者であることを期待されている？」

「天然に見せかけて解かい釈しやく捻ねじ曲げるのやめろや。お前、今ちょっと考えただろ」

「ちょっと何言ってるか分かんないです」

　急に敬語になり、ごまかしの愛あい想そ笑いを浮かべる来栖。こいつ最近ずるくなった。

「──ってゆーか、実際どうすんの、修学旅行」

　俺と来栖が向かい合うその横で、和かず佐さ単ひとえがしびれを切らしたように口をひらく。

　赤いメガネと長い茶ちや髪ぱつ、頭の横に作ったお団だん子ごがトレードマークの和佐さん。来栖とは違い、ファンタジーに頭を毒されている訳わけでも無く、麗うるわしの常識人だ。

　ただし、彼女も彼女で異世界の魔ま王おうの血を引く人間だという事実がある。いつぞや魔王として目め覚ざめかけた時は、俺も来栖も殺されかけた。美少女に殴なぐられるのはご褒ほう美びだと思っていた時期が俺にもありましたが、思い直しました。

「多分うちらだけでしょ、自主研修の予定何にも決まってないの」

　十月の空気のように、彼女は冷気を含ふくんだ言葉を紡つむいだ。

　来週に迫せまった高校生活の一大イベント、修学旅行。京都・奈良・大阪を巡めぐる三泊四日の旅路。その中には生徒のみによる自由行動も設定されており、事前に行動計画を提出しなければならない。

「いや、だから俺おれは、他の班と同じように、適当に寺とか神社とか回ればいーんじゃねって、前から言ってるだろ」

「異世界に通じるパワースポットを探すのは？」

　来くる栖すが即そく座ざに口を挟はさむ。言わずもがな、こじれているのは全部こいつのせいだ。

「無いわよ、無い無い。そんなもの無い」

　和かず佐ささんが頭のお団だん子ごを揺ゆらしながら全否定。

「言っとくけど、さっき来栖さんが言ってた京都の前提も全部間ま違ちがってるわよ？　古都だからって魔ま獣じゆうがいる訳わけじゃないし、異世界に通じる扉とびらがある訳でもないから」

「そんなの行ってみないと分かんないじゃん。和佐さん京都行ったことあるの？」

「無いけど」

「じゃあ──」

「分かるわよ！　行ったこと無いけど分かるわよ！　異世界への扉なんて無いから！　信じて！　お願いだから修学旅行くらい何のトラブルも無い平へい穏おん無ぶ事じなイベントにさせてよ！　来栖さんがその気になると本当に何か起きそうで嫌いやなの！　マジで！」

　切実な叫さけびだった。

「苅かり羽ばからも何か言ってよ！」

「え、俺？」

　いきなり和佐さんから援えん護ご射しや撃げきを求められた。

　一方の来栖を見れば、お前は一体どっちの味方なのだと言わんばかりのジト目が突つき刺さる。

「とりあえず、俺は寺とか神社とかでいーって。それにほら、来栖の言うパワースポットとやらもさ、そういう場所なら意外とあるんじゃねーの。神様とか仏様とか、超常現象の巣そう窟くつみたいなもんだろ」

「言われてみれば確かに……」

　顎あごに拳こぶしを当てて納なつ得とくする来栖。

「魔獣を倒して、魔ま王おうを退しりぞけて、異世界人のテロを阻そ止しして──ついには神様と対決かあ……。どんどんスケールが大きくなっていくね！」

　必ずしも神様と勝負する必要は無いと思うのだが、どうしてこうもアグレッシブなのだろう。何かを殴なぐらないと生きていけない生き物なのだろうか。

　和佐さんは和佐さんで死んだ目をこちらに向けているが、これでも丸く収まった方だと思うので褒ほめてほしい。いいじゃん普通に京都っぽいとこ行けば。来栖との交こう渉しようがこじれた結果、変にガチな心しん霊れいスポットとか連れて行かれるよりもよっぽど良い。

「まあ、俺おれは別に神社にも寺にもさほど興きよう味みは無いから、他の案があるなら聞くけど──」

「あれ、意外と罰ばち当たりなこと言うんだね苅かり羽ばくんは。モンクの名が廃すたるよ？」

　来くる栖すが人差し指を立てて諌いさめてくるが──、

「廃るも何もまだ栄えてねーよ。いつ俺が修しゆ行ぎよう僧そうになった」

「信しん仰こう心しんは重要な要素だよ？　お守りだって、装そう備び品ひんの一種としてよく設定されてるでしょ？」

「お守りっつったってなあ……。日ひ頃ごろから何に祈いのりを捧ささげてる訳わけでも無いのに、都つ合ごうの良い時だけ俺を守ってくれるとも思えないし、あんま有あり難がたみを感じたことが無いんだよな、あれ」

　無む論ろん、自分で金を出して買おうとしたことも無い。巫み女こさんを目の前にしてあんなことやこんなことを妄もう想そうできるくらいには罰当たりで薄うすい信仰心なのだ。

「じゃあ今度、私がお守りの素晴らしさを教えてあげるよ」

「はいはい。期待しないで待ってるぞ」

　さて、俺と来栖が話している横では、まだどことなく不満と不安をない交ぜにした表情の和かず佐ささんがこちらを見ているが──。

「まあ和佐さんはさ、もしどうしても嫌いやなら、俺たちの班じゃなくて鈴すず木きさんの班に混ぜてもら──」

「うるっさいわね。誰だれもそこまで言ってないでしょ。そんなこと考えなくていーから」

　和佐さんが慌あわてたような早口を繰くり出す。次の瞬しゆん間かんには、「一いつ緒しよに行くから……もう」と唇くちびるを尖とがらせていた。

「──あ、そう言えば苅羽くん、今年の修学旅行にはもう一つお楽しみがあるんだよ」

　思い出したように来栖が人差し指を立てる。

「お楽しみ？」

「修学旅行は今月の六日から九日までの三泊四日。──で、八日っていうのが満月──それも、皆かい既き月げつ食しよくの日なの。これはもう、魔ま力りよくの高まりとか、異世界への扉とびらとか、破は滅めつへの序じよ章しようとか、期待せずにはいられないよね」

「お前、今までの話聞いてたか？　そんなに和佐さんを怒らせたいの？　バカなの？　死ぬの？」

「でもでもっ、月食だよ？　赤い月だよ？　この上なく何か起こりそうじゃん！」

　八日と言えば、スケジュール上は大阪にいる日だ。午前中は大阪城を見て回って、午後からは──。

「ＵＳＪのアトラクションで昂たかぶった心が、月食によりひらかれた異世界の扉へと誘いざなわれるなんて──最高の修学旅行だよね、うんうん」

　来栖がしみじみと独ひとり頷うなずいている。

　そうだ、午後からはユニバーサル・スター・ジャパン──通称ＵＳＪでの自由行動だった。数々のアトラクションとキャラクターに溢あふれるそこは、来栖のように夢見がちな冒険者にとって、きっと心躍おどる場所だろう。

「つっても、月食って夜だろ？　その頃ころにはもうみんなホテルに戻もどってるはずだし、ＵＳＪの余よ韻いんも何も残ってねーと思うけどな」

「それはホテルに戻らなければ済む話だよ。集団行動の和を乱すのは得意だから任せて」

　クラスの輪から外れている現状をここまでプラスに転化できるのは才能かもしれない。

「せっかくだから天てん保ぽう山ざんの大だい観かん覧らん車しや乗ろうよ。一番高い所から月食見て異世界の匂いを感じようよ」

「何で大阪行ってまで異世界の雰ふん囲い気きを味わう必要があるんだよ。そんなことばっか言ってるとまた和かず佐ささんが怒るぞ、ほら──」

　と、赤あか縁ぶちメガネの女生徒を指差してみたが、彼女は俺おれの挙動など目に入っておらず──、

「そっか……大観覧車ね……そういうのもあるわよね……」

「和佐さん？　何ブツブツ言ってんだ？」

「──え？　──あ、ううん、な、何でもない、から！　気にしないで！」

　俺に気付いた和佐さんは、急に慌あわてた様よう子すで首を振ふった。

「観覧車好きなのか？」

「は!?　別に!?　誰だれかと乗りたい訳わけじゃないんだけど!?」

「何言ってんだ？」

「ああああああ！　何でもない！　忘れて！　忘れろ！」

　パニクりつつも脅きよう迫はくしてきた。情じよう緒ちよが安定しない病気なのだろうか。

「はーい、メガネ団だん子ごちゃんのツンデレ頂きましたー」

　教室の扉とびらがスライドする音。その直後に放たれた女生徒の声。

「げっ」

　扉の方へ顔を向けるや否いなや、和佐さんがいち早く顔を歪ゆがめる。

　そこにいたのは毒ぶす島じまナナ──俺たちと同じ真ま坂さか高校二年の女子。ただ、同じなのはそれだけだ。

　彼女は何を隠かくそう異世界人。天才的な頭脳を持った科学者であり、異世界では魔ま獣じゆうをデータ化する研究を行っていた。

　そのまま異世界で好き勝手やってくれていれば良かったのだが、研究の危険性を指し摘てきされた彼女は、「じゃあ場所を移してやればいいんでしょ」と、異世界からこちらの世界へ拠きよ点てんを移してきた。

　その結果、つい数ヶ月前に大トラブル。データ化していた魔獣が実体化され、魔獣退たい治じに来くる栖すや俺が駆かり出された恰かつ好こうとなった訳だ。

　そして、今では普通に女子高生としてこの世界に溶け込んでいる毒島さん。和佐さんを気に入っているのか何なのか、やたらと彼女に絡からむため、当の和佐さんは閉口気味だ。

「何しに来たのよあんた……。クラス違うでしょ」

　そんな和かず佐ささんの声など聞こえていないかのように、毒ぶす島じまさんは微び笑しようを浮かべながらお団だん子ご少女の横に立つ。

「和佐さん寂さびしいかなと思ったから来てあげたのに。何だかんだ言ってイジられたい派でしょう？」

「大きなお世話よ」

「そんなこと言って……。今だって、観かん覧らん車しやっていうワードに過か剰じように反応して、同じクラスの男子生徒と一いつ緒しよに乗──」

「あんたちょっと黙だまってなさいよマジで」

　顔を赤くする和佐さん。頭のお団子から湯ゆ気げが立つ。

「ちなみに、あたしが最近仕入れた情報によると、天てん保ぽう山ざんの大観覧車に乗った男女は末永く幸せになるという噂うわさがあったんだけど、メガネ団子ちゃんはもしかして苅かり」

「あー！　あー！　あー！　だから口閉じなさいって言ってんでしょ!?」

「ツンデレキャラの割に、最近デレ成分が多過ぎないかなあ？　デレツンデレデレくらいの割合になってる気が」

「うっさいうっさい！」

　メガネを蒸じよう気きで曇くもらせる和佐さんと、その様よう子すを見て満足げに笑う毒島さん。噴ふき出すと同時に、黒く長い髪かみと大きな胸が揺ゆれる。もっと笑って毒島さん。体を揺すって。

「あらあら和佐さん、こんなことでそんなにも動どう揺ようしてたら、入試の面接で爆ばく死ししてしまうのでは？」

　毒島さんが呟つぶやいた瞬しゆん間かん、和佐さんの表情が一気に引き締しまる。

「あ、また顔変わった。メガネ団子ちゃん百ひやく面めん相そう」

「あんた……何でそれを……」

「あたし情報通だから。パソコンをハックすれば全生徒の進路調ちよう査さ票ひようくらいすぐにアクセスできるもの」

　無む邪じや気きに笑う毒島さんだが、それ情報通じゃなくて犯罪者って言うんですよ。

「──面接？　進路調査？」

　来くる栖すがきょとんとした顔で和佐さんを見る。

「あと、小論文もあるのかな？」

　毒島さんが付け足す。その三つの単語で俺は何となく想像がついたが、来栖はまだそこまで至っていないようだ。

「まだ言ってなかったの？」

　来栖に続き、今度は毒島さんが意外そうな顔で和佐さんを見た。

「いや、だって、今まであんまそういう話にならなかったから……」

　バツ悪そうに言葉を紡つむぐ和かず佐ささん。

「推すい薦せんで行くのか？」

　察して、俺おれが口を挟はさむ。和佐さんは「ん」と小さく頷うなずいた。

　そんな俺たちの様よう子すを、来くる栖すはクエスチョンを浮うかべながら眺めている。俺と和佐さんの顔を何度も見返し、小動物のように首を忙せわしなく動かしていた。

「入試だよ、大学入試。推薦で行くから、面接があるんだろ」

　俺が解説してやると、来栖はやっと合が点てんがいったように「入試……！」と喉のどの奥から声を出した。

「推薦って……何、そのチートコード!?」

　来栖はイスから立ち上がり、仲間の裏切りを咎とがめるように和佐さんを見み据すえる。

「み、みんなはセンター試験でふるい落とされて、卒業式も間近の二次試験で合ごう否ひを突つきつけられるっていうのに……、なのに和佐さんは、秋口には合格を決めて一人高みの見物の、す、す、推薦入試!?　ずるいよ！　裏ワザが過ぎるよ！　どれだけ課金したの!?」

「課金とか言わないでよ！　誰だれもお金積つんでないから！」

　裏口入学の嫌けん疑ぎを否ひ定ていする和佐さん。まあ女の子ってお金以外にも払える物あるけどね。でも和佐さんは胸の膨ふくらみ的にそこまで疑われることも無いね。良かったね。

「けど、意外ではあるな」

「苅かり羽ばまで何よ。何か不満なの？」

「いや、内申点良かったんだなと思って」

「特別良い訳わけじゃないわよ。普通に授じゆ業ぎよう受けてただけだし」

　とは言うものの、基本的に外見がギャルギャルしいので、第一印象から行けば推薦が狙ねらえる位置にいるとは思えない。

　ギャル系の女子とかマジで生きてる世界違うからね。基本的な会話の応答が「ウケる」で完結するあの文化は笑いの沸ふつ点てんが低過ぎると思います。あいつらそのうち過呼吸で死ぬんじゃないだろうか。

　ただ、和佐さんはギャル界の真ま面じ目めというか、真面目界のギャルというか──ちゃんと毎日掃そう除じ当番守るし、きちんと一方向に揃そろえて黒板消し掛けるし、プラスチックと燃もえるゴミ分けるし、この前ペットボトル洗わないでゴミ箱に捨てたらガチ気味に説教されたし、おこなの？　エコなの？

「そう言えば、和佐さん授業中、静かだよね。よく私と苅羽くんに『うるさい』って注意してくるし」

　来栖の言葉も、もっともだ。毎回綺き麗れいにノート取ってるし、宿題やってくるし、これで胸大きかったら完かん璧ぺきじゃないですかやだー。

「──で、どこ受けるんだよ」

　和かず佐ささんに尋たずねる。

　うちの高校は特別に偏へん差さ値ちが高い訳わけではないが、推すい薦せんで行くとなればそれなりに候こう補ほはある。先せん輩ぱいでも県内外の国公立に推薦で行った人は何人かいるし、私立となればもっと多いだろう。

　女子だと一人暮らしに憧あこがれる人も少なくないと聞くし、和佐さんも県外の大学に行くのだろうか。

　東京都内であればまだ近いが、変に遠い所に行ってしまえば、きっと会う機会も無くなる。

　──なんて、こんなことを考えていると、一年半後という少し先の未来が、急に近くに来たように思えてしまう。

　そんな俺おれの思いを汲くみ取ったのか、和佐さんは眉まゆを八の字に下げて、切せつなげに口をひらいた。

「──真ま坂さか市立大学」

「すぐそこ！」

　俺の家からケータイで呼び出せる近さだった。

「な、何よ！　いーでしょ別に！　公立だから学費安いし！　教員免許取れるし！」

「え、和佐さん教師になるのか」

　ギャルじゃない。やはり何一つギャルじゃなかった。

「何その顔、悪い!?」

　悪くない。超イジめたい。あと五年遅く生まれていれば、教育実習の和佐先生にちょっかい出せたのに。惜おしい。

「何よ、みんなしてバカにして……」

　ムッと頰ほおを膨ふくらませる和佐さんだが、俺としてはどことなく安心してしまった。真坂大なら、一応俺の志望校候補にも入っている。まあ入っているだけで、模も試しの判定が良い訳わけではないのだけれど。

「面接あるから、髪かみも黒くしないとなあ……」

　和佐さんが自分の髪を摘つまみ、名残なごり惜おしそうに見つめる。

「髪の毛なんていーじゃん」

　教室に響ひびいた冷たい声こわ音ね。来くる栖すのその声は、どことなく沈んでいる。

「別に染そめたりしなくていーよ。せっかく綺き麗れいな色なのに。異世界の金きん髪ぱつエルフキャラみたいな明るい茶色なのに勿もつ体たい無いよ。エルフは超ちよう優ゆう遇ぐうされるキャラだよ？　空飛べるし、ロリだし、なのに巨きよ乳にゆうが多いし」

　和佐さん何一つ持ち合わせてなかった。

「いや来栖さんね……そういう問題じゃないから」

　呆あきれた和佐さんが、背もたれから背中をずり落とす。

「そう言えば、俺も黒くしようかと思ってんだよ、髪」

「え、何で？」と和佐さん。

「修学旅行終わったら、陸上部に戻もどろうと思ってさ。前に髪かみの色でゴタゴタしたから、いっそ黒くしてやろう──って」

「この時期に再入部？　受験だから部活やめるって人ならいるけど……苅かり羽ばも変わってるわね」

「最後くらい、やりたいことやっとこうって思ったんだよ。この半年、何だか来くる栖すたちに流されてばっかりな気がしたから」

「『たち』って何よ？　それ、わたしも入ってる訳わけ？」

　和かず佐ささんが抗こう議ぎの目を向けてくるが、実際、結けつ構こう楽しんでたように見えるのは俺おれの気のせいだろうか。異世界行った時もノリノリで聖せい剣けん振ふってたワンシーンがあったのを俺は忘れない。

「もー！　だから髪かみの毛とか部活だとか、そんなのいいってば！　自然体でいーんだよ自然体で！」

　割り込む来栖。今度は先ほどよりも速度を乗せて、地面ではなくこちらに言葉をぶつけてきた。

「苅羽くんも何『最後』とか言ってるのさ！　まだ全然最後じゃないよ！　まだ二年の秋だよ!?　高校卒業まであと一年以上もあるのに！」

「何キレてんだよ。ってか、修学旅行が終われば最後みてーなもんだろ。大きなイベントなんてもう無いし、あとは受験勉強するだけ──」

「そんなことないよ！　それこそ、また魔ま獣じゆうがこっちの世界に来るかもしれないし、何なら、またみんなで異世界に行ったりできるもん！」

「いや、たとえできるとしても、そんな時間すら惜おしくなるって言ってんだよ。きっとお前だって、来年の今いま頃ごろには机にかじりついてるって」

「そんなこと……ないもん」

　それまでの大きかった声が途と端たんにしぼむ。周囲の空気がしっとりと重みを帯びていた。

「ちなみに、毒ぶす島じまさんはどうすんだ？」

　何となくいたたまれなくなり、話題の矛ほこ先さきを来栖から移す。あ、でも毒島さんは、すでに大学とかそういうレベルの学力じゃないんだっけ？　研究機関出てたしな。

「あたしは……どうしようかな。モンキチで色々やった経験生かして、ソシャゲで起業でもしちゃおうか？　ＧＲ●Ｅの倒し方知らないでしょ？　あたしはもう知ってるよ」

　やはり俺たちとはレベルが違った。面接される側ではなく、する側だ。

「苅羽くん、来る？　社長秘書として横に置いてあげる」

　妖よう艶えんさを醸かもした笑顔を向けてくる毒島さん。気のせいか、何か良い匂いする。秘書になれば毎日これが味わえるのか。

「なに真ま面じ目めに考えてんのよ気持ち悪い」

　ハエの交尾でも見るような目で和佐さんが吐はき捨てた。笑顔も良いが、こういうなじられ方も嫌きらいではない。色んな人と付き合うと、自分の色んな嗜し好こうに気付ける。やっぱりコミュニケーションって大事（意識高い）。




　ただ──。




　唇くちびるを嚙かみ、黙だまってこちらを見る来くる栖すの表情だけは、やけに心を締しめ付けてくるような気がして──。

　この感情が何なのかは、彼女と半年コミュニケーションを重ねた今もよく分からない。

「苅かり羽ばくん」

「どうした来栖」

「修学旅行のことなんだけど」

「うん」

「聖せい剣けん、どうやって持っていけばバレないと思う？」

　修学旅行に人殺しの道具を持っていく必要は無いんだよと諭さとすのに、このあと三十分ほどの時間を要した。

　──そして、修学旅行がやってくる。







　東京から京都に向かう新幹線。

　真ま坂さか高校二年生で埋うめ尽つくされた車内の喧けん騒そうを聞きながら、俺おれは午前の晴れた空の光を窓まど越ごしに浴びている。

「何で毒ぶす島じまさんがいるのよ。あんたクラス違うでしょ。友達いないの？」

　俺の前──向かい合わせになった座席で、和かず佐ささんが毒づく。

「友達はいるとかいないとかじゃないと思う。ただそこにあるかけがえのないもの──それが友達ということなの」

　和佐さんの隣となりに座る毒島さんは、それっぽく聞こえるけど全く中身の無い抽ちゆう象しよう的てきなことを言ってお茶を濁にごしていた。

「ふうん……なら別にいいけど」

　語ご彙いと論理思考力に乏とぼしい和佐さんが納なつ得とくしてしまった。毒島さんの無む駄だだらけの言葉に圧あつ倒とうされたようだ。

　和佐さんみたいな人が大学行くと、サークルの手て八はつ丁ちよう口八丁な先せん輩ぱいに押し負けてすぐにお持ち帰りされてしまうのではないだろうか。お父さん心配です。

「ねーみんな、トランプしよう、ファンタジートランプ」

　来栖はガサゴソとバッグを漁あさると、何の変へん哲てつもないトランプを取り出した。

「何だ、ファンタジーって」

「みんなが暇ひまにならないように、私が昨日きのう一いつ生しよう懸けん命めい考えたんだよ。ファンタジーババ抜きとか、ファンタジー大だい富ふ豪ごうとか、ファンタジー神経衰すい弱じやくとか」

　昨日考えたと言うだけあって、ネーミングの練ねられてない感が凄すごい。

「ファンタジーババ抜きは、ジョーカーをババじゃなく魔ま王おうとみなして遊ぶゲームだよ」

　聞いてないのに説明し始めたぞこいつ。やる気満々だ。誰だれか止めろ。

「ルールは？」

　聞いちゃった。和かず佐ささん聞いちゃった。何でそんな聞き上手なの。コミュニケーションスキル発はつ揮きしなくていいから。

「ルールは普通のババ抜きと一いつ緒しよだよ。ババを魔王って呼ぶだけ」

　ネーミングだけじゃなくて中身も全然練られてなかった。

「まあ他にすることないからいいんじゃない？」

　毒ぶす島じまさんが相変わらずの微び笑しようを浮うかべて肯こう定ていする。確かに、どんなクソゲーでも暇ひま潰つぶしにはなる。そしてクソゲーはクソゲーなりに、大人数でやれば下くだらなさで笑えてくるものだ。

　早さつ速そくカードが配られると、いの一番に毒島さんが声を上げた。

「あらー、魔王来ちゃった魔王。やっぱり魔王ってクソ」

　どうやら手て札ふだにジョーカーこと魔王が入っていたらしい。それとも、噓うそを吐ついて場を混こん乱らんさせていくスタイルだろうか。

「要らないなあ、どっかいかないかなあ魔王。一人だけ推すい薦せん狙ねらって内申点稼かせいでた魔王とかホントないわあ」

「ちょっと」

　隣となりの和佐さんが歯ぎしり混じりに毒島さんを睨にらむ。

「あらら、どうかしました、和佐お嬢じようさん」

「どうかしましたじゃないわよ。何こっちチラチラ見ながらケンカ売ってんのよ」

「あたしは和佐さんのことだなんて一言も言ってないですよお。そりゃ和佐さんは魔王の血を引くお方かもしれませんけど、別にそんな……ねえ？」

　毒島さんがゲームを始めた理由が分かった。この人ただ和佐さんイジりたかっただけだ。

「やっぱりババ抜きダメよ！　他のゲームじゃないとダメ！」

「じゃあファンタジー大富豪かな」

　和佐さんの反対を受けた来くる栖すが、カードを回収しながら答えた。

「今度はどういうルールなのよそれ」

「最下位になった人は、凋ちよう落らくした魔王として無む一いち文もんから次のゲームが始まるの」

「何であんたのゲームはそんな魔王に厳きびしいのよ。何か恨うらみでもあんの？」

「だって私勇者だし……」

　もっともな意見だった。







　それからも毒ぶす島じまさんによる和かず佐ささんイジりを交えたトランプは続き、そろそろゲームにも飽あきてきた時分──。

　和佐さんのまぶたが重力に逆らえなくなっていた。

　とろんとした表情で、うつらうつらと頭が小さく上下動を繰くり返す。

　そう言えばここ最近、学校ではよく京都の散さん策さくマップとか広げていたし、授じゆ業ぎよう中も珍めずらしく眠ねむそうにしていた。昨日きのうも夜遅くまで調べ物をしていたのかもしれない。

　本格的に和佐さんが眠りに入った頃ころ、名な古ご屋や駅の停車アナウンスが聞こえた。

　からかい相手が脱落した毒島さんは車内のトイレへと席を立ち、来くる栖すは速度を緩ゆるめる列車の窓から外を眺めている。

「あ、ヴィジエンコーラ！」

　列車が止まった瞬しゆん間かん、やおら来栖が叫さけび出した。

「声でけーよ。和佐さん起きちゃうだろ」

「起きていいよ！　むしろ起こすべきだよ！　ほら苅かり羽ばくんあれ！　あの自じ販はん機き！」

　来栖が窓をコンコンと指でつつくが、具体的に何を指しているかは分からない。

「あの自販機の中に、今話題の『ヴィジオネア・エンデ』二十周年アニバーサリー版のコーラがあるんだよ！」

　ヴィジオネア・エンデというのは、古くから続く人気ＲＰＧの一つで、それこそ来栖がファンタジー堕おちした原因の一つである。

　今年で誕たん生じよう二十周年を迎むかえたタイトルであり、最近よくＣＭなどで色々な製品とコラボしているのを見かけていたが──。

「あんなもん、地元でも買えるだろ」

「違うんだよ！　あれは名古屋限定バージョンなんだって！　味み噌そ煮に込こみうどんフレーバーのコーラで、パッケージのイラストも違うの！」

「買ってもいいけど俺おれは飲まねーぞ。自分で処理しろよ」

「欲しいのはパッケージだから、中身は捨てればいーの」

「高校生が真顔でそういうこと言うんじゃありません」

　現代社会の闇やみを吐はき捨てた来栖は、一いち目もく散さんに席を立ち、ホームの自販機へと向かっていった。

　──きっと飲まされるんだろうなあ。

　八はつ丁ちよう味噌を生み出した名古屋人を恨うらんでいると、窓の外に来栖の姿が見えた。

　まずスマホのカメラで自じ販はん機きを写したのち、千円札を入れるのに手こずり、お釣つりをホームにばら撒まき、その釣り銭せんを自みずから蹴け飛とばして自販機の下に入れてしまったあたりで、さすがに俺も腰こしを上げた。

「なに一人で面おも白しろいことしてんだよ」

　新幹線から降おり、自じ販はん機きの下に手を伸ばす来くる栖すの後ろから声を掛けた。

「あ、苅かり羽ばくん、助かったあ……」

　振ふり向いた来栖が俺おれの膝ひざにすがりつく。

「何でもっと早く来てくれないの？」

「自販機でコーラ買うくらい三十秒で済むだろーが。逆に何でここまで手こずってるのか知りてーよ」

「初めから苅羽くんが来てくれてればこんなことにはなってないんだよ。パーティ崩くずして単独行動させた苅羽くんの責任だよ」

　単独行動に走ったのはこいつであり、俺がそれを促うながした事実は一つも無い。

「私は散らばったお釣つり拾うから、苅羽くんは自販機の下の百円玉をお願い」

「しれっと面めん倒どうな方俺に押し付けてんじゃねーよ」

　まあ俺の方が腕は長いだろうから、適材適所と言えなくもない。納なつ得とくはできないが理解くらいはしてやろう。来栖と付き合う中で覚えた俺なりの処世術だ。胃が痛い。

　──それにしても。

　意外と取りづらいぞこの百円玉。

　来栖が苦戦していたのもよく分かる。ちょうと取れそうな位置にあるのだけれど、アスファルトのひび割れに挟はさまっていて思うように取り出せない。

　こういうのは痒かゆい所に手が届きそうで届かないもどかしさに通じるものがある。孫の手を使えばすぐに届くのだけれど、なまじそのままで届きそうだから道具を使わずに意地になってしまうあの感じ。

「苅羽くん」

　頭上で来栖の声が聞こえたが、今はそれどころじゃない。ガイアがもっと俺に取り出せと囁ささやいている。

「苅羽くん！」

「待て！　もうちょっとだから！」

「苅羽くんってば！」

「取れた！　取れた取れた！」

　這はいつくばった姿勢から、顔を頭上の声の主へ向ける。

　するとそこには、背後の線路を見み据すえる来栖と、すでに発進している新幹線の姿。

　どんどん速度を上げる新幹線。過ぎ去りし車両が生み出す風が、頭上の女子高生のスカートをたなびかせる。

「苅羽くん……新幹線、行っちゃった」

　茫ぼう然ぜん自じ失しつの来くる栖すの声。

　俺おれはと言えば、桃もも色いろのスカートの中身を、ただひたすらに見つめていた。







「次の新幹線乗って来いってさ」

　ケータイを耳元から離はなし、隣となりに座る来栖に告げる。

　駅のホームのベンチ。俺と来栖は並んで座り、早さつ速そくのトラブルに気を滅め入いらせていた。

　先ほどまで乗っていた新幹線に置いて行かれた俺たちだったが、改札で駅員に事情を話したところ、立ち席にはなるが、次の列車で京都駅まで乗っても良いらしい。

　それを今しがた担任の教師に伝えたところ、引いん率そつ役の教師一人を京都駅に残してもらえるそうだ。他の生徒たちは一ひと足あし早く今日きようの目的地である奈良に行き、遅れて俺と来栖が合流する流れ。

「大して慌あわてる必要も無いな。すぐに次の来るし」

「うん……ごめんね……」

　珍めずらしく来栖が素直に謝あやまってきた。

「ずいぶん殊しゆ勝しようだな」

「だって、せっかくの修学旅行なのに……」

　ぶっちゃけ、変に異世界沙ざ汰たに巻き込まれるのに比べたら、これくらいのトラブルを処理する方が百倍良い。

「お詫わびに、これ飲んで……」

「そのコーラは要らない」

「私も……」

「お前語尾に三点リーダ付ければしおらしさが出ると思うなよ。上う手まいこと押し付けようったってそうはいかないからな」

「まあまあ、気持ちだから、気持ち」

「嫌いやだ、嫌だから。缶かんを開けるなって！」

「私も飲むから。私も飲むから苅かり羽ばくんも飲もう？　ね？」

「要らない。金払ったのお前なんだから悪いよ。俺は要らない要らないってえええ！」

　無理やり口元にコーラを流し込まれる。

「うわ！　味み噌そ！　味噌だこれ！　弾はじける味噌！」

「どこ行くの苅羽くん？」

「トイレ！」

　ベンチを飛び出し、ホームの階段を上のぼってトイレに駆かけ込む。

　──口をゆすぐこと五分。

　やっと濃のう厚こうな味み噌その風味が消えてきたところでホームに戻もどる。

　口直し用に甘い缶かんコーヒーを一本買って電光掲けい示じ板ばんを見れば、間もなく新幹線が到着する頃ころ合あい。

「──ん？」

　その掲示板の下──。

　そこには先ほどから変わらず座っている来くる栖す──と、その隣となりには見覚えの無い制服の男子。明らかにうちの高校ではない。

「ってかさ、自分どこ高？　修学旅行？」

　栗くり毛げ色の頭と、ブレザーの下に来たパーカー。ヘリウムガスのように軽い口調。彼の言葉は、明らかに来栖に向けられていた。

「俺おれも修学旅行なんだけど、さっき罰ばつゲームで自じ販はん機きのジュース買いに行ったら、マジで新幹線発車しててさ。超ウケたわ」

　何がウケちゃったのかよく分からないが、男はケラケラ笑っている。対して来栖は、怪け訝げんな瞳ひとみでその様よう子すを静かに眺めていた。

「でも、こういう乗り遅れ？　みたいなのもマジ青春じゃね？」

　単に公共交通手段に適応できてないだけだよ。青春を田舎いなか者ものの巣そう窟くつみたいに定義してんじゃねーよ。

「ってかさ、名前、教えてくれない？」

　おいマジか。

　さっきからもしやと思っていたが、まさかこれナンパか。

　──いや、まあ確かに、傍はた目めから見ればそうだよ。贔屓ひいき目めに見なくても容姿は整っているんだ、あいつは。

　見慣れてしまったのと、性格を思い知らされているのとで忘れがちになるが、基本的にはそうなんだ。中身を知らない他校の生徒ならきっと食いつく。

　幸い、来栖の人見知りとコミュ障が発はつ揮きされており、まだまともに目を合わせようともしていない。

　そもそも、こういうチャラ男はあいつの守備範はん囲い外がいのはずだ。恐おそらく。多分。ですよね？

「あれ？　それヴィジエンじゃね？　地域限定発売っしょ？」

「そうなの！」

　そうなの、じゃねーよ！

　いきなり満面の笑み浮かべてんじゃねーよ！

　共通の話題出てきたからっていきなり警けい戒かい心しん解といちゃダメでしょ！

「味噌煮に込こみうどんフレーバーとかマジ初見だわ」

「ねっ、ねっ、私も初めて見た」

　さっきまでの警けい戒かい心しんは何だったの？　心の鍵かぎガバガバでしょ。

　──待て待て。

　思いのほか早く距きよ離りが縮ちぢまってしまったぞ。こういう時はどうする？

　出て行くべきだろう。

　お前、どこの馬の骨だ──みたいな感じで。もしくは、なに人の女に手ぇ出してんだ、みたいな。いや、でも今の表現おかしいな。別に俺おれと来くる栖すは──。

「ってかさ、それ一口貰もらって良い？」

　チャラ男が味み噌そコーラを指差す。

「是ぜ非ひ。全部あげる」

　善ぜん意いに見せかけた来栖の悪意。あいつもあいつで相当ひどい。

　何か一イベント始まったし、もうちょっと様よう子すを見ていよう。決して出ていきたくない訳わけじゃないけど。別に怖こわくなんかないけど。

「うわ！　何これ激げきマズっしょ！　ヤッベ！」

　ヤバいを連呼しながら、またケタケタ笑うチャラ男くん。味覚と感情の結び付きがイカれている。

「あ、つか、ごめん、俺そういうの気にしないけど、間接キスっぽかった？」

　ごめんと言う割に、大して悪びれずにチャラ男が言う。その言葉の裏には色々な駆かけ引きがあるような気がして、密ひそかに俺の心がざわついた。

「間接キス？　あ、そうだね、苅かり羽ばくんとだね」

「は？　誰だれ？」

「私、まだ飲んでないし」




　ファインプレー！




　ざまーみろチャラ男。

　お前はきっと来栖の唇くちびるを求めていたんだろうけどそうはいかねーぞ。

　うっかりを装って距離を縮めていこうとする卑ひ怯きような手は通用しねーんだぞ。

　しかし来栖、さっき「自分も飲む」って言ったくせに、結局飲む気はさらさら無かったらしい。あの野や郎ろう。

　ともかく、出ていくならここだ。相手の思おも惑わくが外れてちょっと空気が弛し緩かんしているこのタイミング。

　さすが俺。計画的。きっとこうなると思っていた。すぐに飛び出すだけが男気ではない。戦略というのも重要なのだ。けっして序じよ盤ばんでタイミングを逸いつした訳わけじゃないけど。ないけど。




「──悪い、待たせた？」




　来くる栖すとチャラ男の会話が途と切ぎれたところを見み計はからい、俺おれは二人の前に姿を現した。今まで覗のぞき見ていたことを悟さとられないよう、自然を装い、来栖に声を掛ける。

「苅かり羽ばくん！」

　立ち上がる来栖。同時に、隣となりの男も席を立つ。

「かりば……？　これが？」

　俺と唾だ液えきの交換を済ませたチャラ男くんは、最初の来栖よろしく怪け訝げんな目を俺に向けた。ってか初対面で人のこと「これ」とか言うな。無む邪じや気きな留学生かテメー。

　──新幹線到着のアナウンスがホームに響ひびく。

　その声を聞きながら、俺は来栖とチャラ男の間に割って入り、次の言葉を頭の中で復ふく唱しようする。

　──どこの馬の骨だお前。どこの馬の骨だお前。どこの馬の骨だお前。

「あの、手前どもの来栖に何かご用でしょうか？」

　気付いたら揉もみ手になっていた。人間って不ふ思し議ぎ。

「別に……ってかあんたに関係無くね？」

　俺たちと制服も違えばキャラ系統だって正反対のお前に言われたくねーよ。関係ねーのは明らかにお前だよ。

「いや、関係無いことはないというか……」

　実際に出てくるのはこういう当たり障さわりの無い言葉だったりする。俺だって無む駄だに自分を危険に晒さらしたくない。怖こわい。おうち帰りたい。

「何？　その子はあんたの何だっつーの？」

　同級生だよ。制服見て分かれよ。水み戸と黄こう門もんの正体見抜くより楽だぞ。

　──まあ、彼が聞きたいのはきっとそういうことではないのだろう。

　それくらいは、何となく分かる。

「何と言われれば、まあ──」

　歯切れの悪い言葉。

　何なのだ。俺は来栖の何なのだ。クラスメイトだ。

　しかし、そんなありのままのことを言ったって相手が納なつ得とくするだろうか。

　新幹線が風を切る。

　風が舞うホーム。

　後ろでは、来栖の体温を感じた。

　──どうせ、もう会うことも無い奴やつだろうから。

　一いつ瞬しゆん、そんな考えが頭をよぎる。

　だからという訳わけではないのかもしれないが、その言葉は、自分でも信じられないくらいスッと出てきた。




「彼女──みたいなもんだよ」




　新幹線の扉とびらがひらいた。

　車掌のアナウンスが響ひびくホームで、俺は後ろにあった彼女の手を取る。

「行くぞ」

「──え？　あ、う、うんっ！」

　目の焦しよう点てんが合っていない来栖。

　彼女の手を引いて、俺は足早に新幹線のデッキへと向かうのだった。







　──それからは、特に問題なかったと思う。

　無事京都駅に着き、教師とも落ち合い、みんなを追いかけて奈良へと向かう──。

　そうして今は奈良公園。

　無数の鹿しかと緑に囲まれて、南中した太陽の日差しを浴びている。

「鹿だよ苅かり羽ばくん！　鹿！　モンスター！」
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「毎度毎度、呼称が物ぶつ騒そうなんだよな……」

「角つの生はえてる！　部位破は壊かいできそう！」

「やるなよ。犯罪だからな。前科持ちになるぞ」

　みんなとトランプをしていた時に比べて、声もアクションも大きい来くる栖す。

　傍はたから見ている和かず佐ささんと毒ぶす島じまさんも、目を点にさせていた。

「ねえ苅かり羽ば。来栖さん、朝と比べてやけに元気良くない？」

　和佐さんの問い。

　さっきの新幹線の件が来栖をそうさせているのだろうか、などと考えてみるが、確証も無いうえ、説明がこの上なく面めん倒どうになりそうなので適当にごまかす。

「いや、あいつ動物好きだから。魔ま獣じゆうとか」

「いや、動物と魔獣は違うでしょ？」

「違わない。鹿だって、魔ま力りよくさえあれば魔獣だよ。ただ魔力が無いだけで魔獣と差別するのは可哀かわい相そうだろ」

　なるほどね、とだけ言って、和佐さんは会話を終了し、さっさと鹿にせんべいをやりに行った。今ので納なつ得とくするとか和佐さんヤバいな。怪あやしいスカウトとか絶対引っ掛かっちゃうよ。

「──で、何があったの？」

　和佐さんが俺おれから離はなれた直後、今度は毒島さんが距きよ離りを詰つめてきた。

「何がって──何だよ？」

「だって、麻ま央おちゃん明らかにほっこり系女子になってたじゃない？」

「ほっこり？」

「今でこそ大だい分ぶいつもどおりになってきたけど、ついさっきまで目の焦しよう点てん合ってなかったもの。何も無い所見つめてボーっとしてるかと思いきや、いきなり純じゆん粋すいな乙女おとめ面づらして『ふふっ』て笑うし。『どうかした？』って聞いたら『ないしょ……』って言いながら口元覆おおいながら顔背そむけて……。正直『キモッ』て思った」

　そこまで言うことないだろ。毒島さん、時々発言が黒いんだよな。

「別に俺は何にもしてねーよ」

「じゃあもう一回麻央ちゃんに聞いてこよーっと。『苅羽くんから全部聞いたぞー、このこのー』って言って返答を待とーっと」

「ちょっと待て。待って」

　この女、フットワークが軽過ぎる。

「何？　何でもないんでしょ？　麻央ちゃんに聞かれると不ふ都つ合ごうなの？」

　笑いながらこんなことを言ってくるのだから、本当に良い性格をしている。

「あいつが事実をどう伝えるのか不安なんだよ。あいつに聞くくらいなら俺から説明するから」

「初めっからそうすればいいのに～。苅羽くんってば本当にチェリーボーイなんだから」

　俺おれが童どう貞ていなのを何な故ぜ知っている。証しよう拠こ出せ証拠。

　──まあ、それは置いといて、だ。

　回想──。




　──チャラ男にあること無いこと言って新幹線に乗り込んだ直後。

　来くる栖すは右も左もよく分からないような顔して、黙だまって俺に右手を引かれていた。

　恐おそらくは一いつ緒しよに乗り込んできたであろうチャラ男に出会わないよう、最後方の車両のデッキに移動した俺は、そこでやっと来栖に声を掛けた。

「──ったく、一いち難なん去ったと思ったらまた一難だったな。世の中には色んな男がいるもんだ」

　冗じよう談だんめかして話してみるも、来栖は相変わらずどこを見ているのか判はん然ぜんとしない。

　さっき買ったばかりの冷たい缶かんコーヒーをうなじにピタリと押し当ててみると、来栖はやっと「うひゃい！」と声を上げた。

「ななな、なに苅かり羽ばくん!?　──っていうか、ここどこ!?　駅は!?　あれ!?」

「意識飛び過ぎだろ……。これから京都まで行って、乗り換かえて奈良で合流すんだよ」

「あ、そう、ですか……」

　何で敬語になるんだよ。妙みような雰ふん囲い気きになるからやめろ。

「苅羽くん……」

「何だよ」

　硬こう直ちよくした表情が動き出したと思ったら、いつの間にか来栖の顔に赤みが差している。

　やや、間。

　無言の空間に耐たえ切れず、俺は手元の缶コーヒーを開け、口に流し込む。砂さ糖とうの甘さがクリームの脂し肪ぼう分と相まって、濃のう厚こうなカロリーが口の中を支配する。

「勘かん違ちがいしてるかもしれないけど、私と苅羽くんはまだ付き合っては……」

　新幹線が揺ゆれた。遠心力に負けて、壁かべに頭を打ち付ける俺。

「わわわわ分かってる！　それは分かってて言ったんだよ！　戦略的行動！　作戦！　だからそんなマジな返答を、だな──」

「え!?　作戦!?　た、タクティクス!?」

「そう！　あのな！　あの男が求めていた答えっていうのは、つまり俺とお前が恋愛関係にあるかどうかっていうことで、そういう関係なら身を引いてやるよ、っていう一種の定型句みたいなものなんだよ！　だから実際に俺とお前が付き合ってるかどうかっていうのは二の次で、あの場面はとりあえず俺たちが付き合ってるということにしておくのが最も効率的で後あと腐くされの無いたった一つの冴さえたやり方だった訳わけだ！」

　まくし立てるように言葉が出てきた。

　言い終えた時には頰ほおに汗あせが伝っていて、どうして俺はこんなに必死になって弁べん明めいしているのだろうという虚きよ無む感かんと、もっと別の言い方があったんじゃないだろうかという焦しよう燥そう感かんに襲おそわれる。

「──あ、そう、だったんだ、よね、だよね。──ハハ、何かすっごくスラーって自然に言うから、苅かり羽ばくんどうしちゃったんだろうって、思って、しまって、です」

　額ひたいに汗を滲にじませながら、彼女は両手でパタパタと顔を扇あおいでいた。

「勘かん違ちがい、ハハ、恥はずかしいね、へへ」

　マイペースな来くる栖すらしからぬ焦あせった笑顔で、目をしばたたかせている。

「か、苅羽くん、それくれる？　喉のど渇かわいちゃった」

　ひったくるようにコーヒーを手にした彼女。中身を口にすると同時に、ペロッと舌を出す。

「思ってたより苦いっ」

「え？　冗じよう談だんだろ？　ブラックじゃないぞ？」

「私、コーヒーは激げき甘あまのが好きなんだよ。喫きつ茶さ店てんとかでもコーヒーに砂さ糖とう五本は入れる。甘いのって幸せ」

　昭和前期の金持ちみたいな幸福論を語りつつ、彼女は相変わらず舌を出しながら、コーヒーを俺おれの手に戻もどしてきた。

「苅羽くんにあげる。全部飲んでいいよ」

「言われずともそうするよ。ってか元々俺のだ」

　理り不ふ尽じんな思いを胸に抱いだきながら、俺は缶かんの口元を見る。

「…………んー」

　思わず唸うなるような声が出てしまった。

「どうかした？　苅羽くん？」

「いや、これ──」

　間接キスですね。

　──と言わずとも、この二秒後、察した来栖と顔を赤らめ合うことになってしまうのである。




　──回想終わり。

　これが事の顚てん末まつ。

　俺がそれを話し終えた時には、毒ぶす島じまさんが半ば呆あきれたような顔で俺を見ていた。

「それで終わりなの？」

「何だよその顔。逆にこれ以上どう続かせりゃいーんだ」

「だってそれ、もうひと押しすれば落ちたんじゃないかなあ？」

「落ちる？」

「麻ま央おちゃんが」

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、俺は持っていた鹿しかせんべいを地面に落とした。

「な訳わけねーだろ。あいつは異世界以外興きよう味みねーよ」

「そう？　でも麻ま央おちゃん言ったんでしょ？　『まだ付き合っては』いない、って。あたしからしてみれば、まだ、ってどういう意味？　って感じ。じゃあこれからは──」

「んなもん言葉の綾あやだろ。大した意味はねーよ」

「本気で言ってるの？」

　毒ぶす島じまさんが瞳ひとみを大きくひらいて、顔を覗のぞき込んでくる。

「当たり前だろ。俺おれはこういうことで勘かん違ちがいや勇いさみ足はもう二度としない」

「男の子なんて、勘違いしてナンボでは？」

「言っとくけど毒島さんにも責任あるからな！　中学の時の陰いん謀ぼうはもとより、この前の天体観測だって──」

「それはもう終わったことでしょう？　それとも苅かり羽ばくん、あたしとお付き合いしてみる？」

「はあ!?」

「天体観測での苅羽くんの勘違い──勘違いじゃなかったことにしてあげてもいーけど？」

　毒島さんは俺の右腕にキュッと腕を回すと、その豊満なマシュマロを押し当ててきた。

「──っだから！　そういうのが信用ならねーんだよ、毒島さんは！」

　慌あわてて彼女の腕を振ふりほどき、鹿しかせんべいを拾う。

「まあ麻央ちゃんや和かず佐ささんはこういうことしないものね」

　笑顔に微かすかな憐れん憫びんを含ふくんで、毒島さんが俺を見る。

「でもさ、苅羽くんは実際にその時が来たらどうするの？」

「その時？」

「あたし──は無いとしても、麻央ちゃんや和佐さんがそういう態度を見せてきたら、苅羽くんはどっちを選ぶの？」

「──んなもん、考えるだけ無む駄だだろ。そんな未来、俺には見えねーよ」

　俺が溜ため息いきを吐はくと、毒島さんは何か汚きたないものでも見るような視線を突つき刺してきた。

「何だよ。だってしょうがないだろ。中学──いや、小学生の頃ころから今まで、そういうこととは無む縁えんだったんだし。俺の恋愛経験なんて、勝手な勘違いと告白しないまま終わる失恋しか無かったんだよ」

「じゃあ、苅羽くんの気持ちは？」

「今度は何だよ……？」

「苅羽くんは、麻央ちゃんと和佐さん、どっちが良いの？」

　ま──ったこの女は……。

「だからそういう勘違いに結び付きそうなことは──」

「勘違いでもいいんじゃないの？　誰だれかを好きになるのなんて普通のことでしょ？　それをむやみやたらに押し殺して、苅羽くんそれでいーの？」

「うるせーな、そんなの俺おれの勝手だろ。そっちこそ急にどうした？」

　会話が止まる。周囲の生徒の笑い声が穏おだやかに響ひびいていた。

「この前、みんなで話してたでしょう、進路のこととか。きっとみんな、いつまでもこのままじゃいられなくなるから」

「理由になってねーよ。進路の話とこれと、何も関係ないだろ」

「関係あると思うよ。何がキッカケになるかなんて分からないもの」

　それに──と、毒ぶす島じまさんは言葉を繫つないだ。

「実は苅かり羽ばくん、そんなに悪い男じゃないよ」

　どこまで本気か量はかれない言葉。ただ、彼女の笑みは薄うすい。

「そりゃどーも」

「──主体性は無いけどね」

「一言余計なんだよ。褒ほめるか貶けなすかどっちかにしろや」

　途と端たんに噴ふき出す毒島さん。これだから本心が読めないんだ、この人は。

「あたし、修学旅行の目標できちゃった」

「──あ？」

「教えてほしい？」

「聞くだけで呪のろわれそうだ。やめとく──痛いてえ！」

　強めに脇わき腹ばらを小こ突づかれた。

「あたしトイレ行ってくる」

　俺に一発かますや否いなや、毒島さんはその場を後にした。

　──急に何を言い出してくるかと思えば、予想外に青春めいた話だった。元はと言えば新幹線に置いてけぼりにされたからこんな話になったのかと思うと、チャラ男の「乗り遅れも青春」という言葉も真理なのかもしれない。

　──まあ、一つハッキリしてることと言えば、

「毒島さんはねーな」

　俺、からかわれてるだけだもん。二ヶ月前なら分からなかったが、今や相談相手にはなっても、恋愛対象にはならない。

「なに話してたの？」

「どわっ！」

　いつの間にか背後にいた来くる栖す。振ふり向けば眩まぶしいほどの笑顔。

「──聞いてたか？」

「毒島さんがトイレ行くってとこだけ」

「なら良し。それが全てだ」

「今までずっとおしっこの話しかしてなかったの？」

　決めつけるなよ。もしかしたら大きい方の話もしてたかもしれねーだろ。

「──あ、そうだ苅かり羽ばくん、見て見て！」

　来くる栖すがカシャカシャと小さな紙かみ袋ぶくろを鳴らす。見れば、鹿しかせんべいの入っていた包ほう装そう紙しだ。

「これがどうかしたか？」

「これね、鹿せんべいを粉こな々ごなに砕くだいたのが入ってるの」

　満面の笑みで紙袋の中身を見せつけてくる。「次はお前がこうなる番だ」とでも言いたいのだろうか。

「私の発明！　好きな時に魔ま獣じゆうとエンカウントできる魔ま法ほうの粉！」

　なに言ってんだろう。違法な方の魔法の粉でも打っちゃったんだろうか。

「あれ、まだこんなとこいたの、苅羽？」

　俺おれが来栖の言葉に疑問符を浮かべていると、一通りせんべいをやり終えたのか、和かず佐ささんが戻もどって来た。

「何よ、まだ全然おせんべい減ってないじゃない」

「これ意外とおいしーよ」

　来栖が俺の袋からせんべいを取り出し、バリバリと食い出した。

「いや食うなよ。ってか自分のどーした自分の」

「だから、もう砕いて粉にしちゃったんだってば────あ、そうだ、早さつ速そく使ってみる？」

　来栖が再度紙袋の口を開ける。

「何よそれ──うわ」

　袋を覗のぞき込む和佐さん。まさか中身が粉だとは思っていなかったのか、驚きよう愕がくの声を盛大な呼気とともに吐はき出してしまった。

　和佐さんの眼がん前ぜんに舞い上がる鹿せんべい。当然それは、鼻び腔こうの奥に入り込む。

　そして──。

「ハックション！」

　今度は和佐さんの顔だけではない。袋を持っていた来栖も巻き込んで、鹿せんべいの砂すな嵐あらしが舞った。

　そしてこの時、俺はようやく来栖の言葉の意味に気付く。

　鼻を利かせてワラワラと集まって来た奈良公園の鹿の群むれ。

　鹿せんべいとあればどこまでも貪どん欲よくに食らい尽つくす無む慈じ悲ひな草食獣。

「「ちょ──え!?」」

　戸と惑まどいの声を上げる来栖と和佐さん。

　それもそのはず、髪かみの毛からつま先まで鹿せんべいにまみれた彼女たちは、今や鹿にとっては食料以外の何物でもない。

　二人の少女がシカの大たい群ぐんに囲まれる。

「ちょっと来くる栖すさん、何やったのよ!?」

「いや、やったのは和かず佐ささんだよ！　私は作っただけだもん！」

「作ったって──何だったのよあれ！」

「魔ま法ほうの粉こな」

「はあ!?」

「鹿しかせんべい砕くだいたの」

「バカじゃないの!?」

「アイテムに罪は無いよ！　罪を生むのはいつだって、道具を扱あつかう人間の方だよ！」

「何それっぽいこと言ってんのよ！　鹿に囲まれて言うセリフじゃ──あっ!?」

　和佐さんの頰ほおが、鹿に一ひと舐なめされる。

「うわ鹿の口って凄すごく臭くさい！」

　和佐さんの横で叫さけぶ来栖は、髪かみの毛をムシャムシャ食はまれていた。

　そこから先は阿あ鼻び叫きよう喚かん。

　為なす術すべのない二人の少女がただ鹿に蹂じゆう躙りんされていく。

「あれ、苅かり羽ばくん、なに見て──」

　トイレから戻もどって来た毒ぶす島じまさん。目の前の惨さん劇げきを見て数秒──俺おれに問い掛けた。

「苅羽くんは、こういうのが好きなの？」

「違ちげーよ！　誤ご解かいを生む言い方すんな！」

「あ……てっきりそういう性せい癖へきの持ち主なのかと思って」

　性癖とかいう言葉を使うな。途と端たんに生々しくなっちゃうだろ。

　俺は鹿に舐なめ回されている二人のもとに向かい、自分の持っていた鹿せんべいを囮おとりにして鹿を別の場所に誘ゆう導どうした。

「──大だい丈じよう夫ぶか？」

　地面に腰こしを落としている来栖に手を差し伸べる。鹿の唾だ液えきにより、数分前より大だい分ぶ瑞みず々みずしい肌はだになっていた。

「うう……聖せい剣けんさえあればこんなことにはならなかったのに」

「いや、そっちの方がダメだから。殺しはＮＧ」

　えー、と不満気な声をあげつつ、俺の手を取る来栖。握られた手は仄ほのかに温かい。

「……ありがと」

　腰を上げた彼女は、俺の目を見てポソっと呟つぶやいた。いつもと少し違うその上うわ目め遣づかいの表情は、俺の返答を詰つまらせるのに十分な破は壊かい力りよくで──。

「ねえ」

「うおっ！　え、あ──何だ和佐さんか」

　俺たちの横で、毒島さんの助けを借りて立ち上がっていた和佐さんは、首を傾かしげてこちらを訝いぶかしんでいた。

「やっぱり何かあった？」

　和かず佐ささんの顔は、確信的だった。

　先ほど俺おれに来くる栖すとのことを問い詰つめてきた毒ぶす島じまさんと共通するものがある。

「何かって──何が？」

　自分でも苦し紛まぎれだったとは思う。でも、この言い方しか無いとも思う。

　和佐さんの質問の意図だって、明確に示されている訳わけではない。この人の指す「何か」という言葉の意味だって、変に取り違えてしまえばドツボにはまる。

「────何でもない。忘れて」

　一いつ瞬しゆん言葉を詰つまらせたかに見えた和佐さんだったが、後に続いた言葉はたったそれだけだった。

「わたし、ちょっと顔洗ってくる。鹿しかのヨダレでべっとべと」

　キュッと唇くちびるを結んだ和佐さんは、小走りでその場を後にした。

「あんなに慌あわてて、どうしたんだろうね、和佐さん」

　俺の横で、癖くせっ毛をぴょこんと跳はねさせながら来栖が言う。

「よっぽど鹿臭くさかったんだろ。ってか、お前も結けつ構こう凄すごいぞ」

「え、噓うそ!?　そんなに!?」

　来栖が「嗅かげ」と言わんばかりに頭を突つきつけてくる。嗅ぎます。

「──臭くせーわ」

「噓!?　私もちょっと行ってくる！」

　一いち目もく散さんに駆かけ出す来栖。行くのはいいが、一体どこに何しに行くつもりなのか。公園でシャンプーはできねーぞ。

「麻ま央おちゃん、そんなにニオイした？」

　来栖がいなくなった直後、残った毒島さんが首を傾かしげて尋たずねてきたが──。

　噓でも本当でも、「良い匂いでした」なんて言えねーだろ。







　──その夜。

　奈良から京都へと日中に移動していた俺たち修学旅行生は、京都市内の旅館に宿泊していた。

　俺は男子六人の相あい部べ屋や。

　以前陸上部で一いつ緒しよだった藤ふじ岡おかという生徒もいて、俺としては割と居い心ごこ地ちの良い部屋だ。

　風ふ呂ろにも入り、あとは就しゆう寝しんまで自由に過ごすというところ。そんな折、その藤岡が急に顔を引き締しめた。

「みんな……聞いてくれ……」

　畳たたみの中央に座した藤ふじ岡おか。

　俺おれたちの誰だれより整った容姿。男女からの人気が根強い彼が一言呟つぶやくだけで、会話の主導権は全て彼に委ゆだねられる。

「どうした藤岡」

　俺の言葉を皮切りに、他四名の男子たちも次々と声を上げた。

「ついに彼女と別れたのか。俺にくれ」

「いや待て、こっちにもくれ。おっぱいだけでもいい」

「お前が以前付き合ってた小こ林ばやしさんを紹しよう介かいしてくれ。中古なんだから安くしろよ」

「実は、お前の妹を紹介してほしいとずっと思っていた」

　口々に吐はき出される男子たちの欲望。ちなみに藤岡の妹は小学生です。

「落ち着けみんな。あと佐さ々さ木きは死ね」

　藤岡がピシャリと言い放つ。ちなみに佐々木はロリコンです。

「そのやる気さえあれば十分だ。みんな、俺の提案を気に入ってくれると思う」

「提案？」

　藤岡を除く俺たち五人は揃そろって息を吞のむ。

　そんな俺たちの目を見み据すえて、藤岡はおもむろに人差し指を伸ばし、上空に突つき立てた。




「これから女子の部へ屋や行く人、この指とーまれ！」




　──静せい寂じやく。

　そして──。




「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」




　一いつ斉せいに藤岡の指に群むらがる同どう胞ほうたち。

「なんてことだ！　行けるのか!?　俺たち行けるのか!?　なあ藤岡！」

「どうやった!?　どうやって約やく束そくを取り付けたんだ藤岡さんよ!?」

「さすがリア充グループの長おさ！　藤岡様！」

「藤岡義に兄いさん！　妹さんを自分に下さい！」

　一人話が通じていない奴やつがいたが、藤岡の提案は絶大な希望を伴って同胞に受け入れられた。

「あれ、苅かり羽ばは？」

　相変わらず片腕を上げたままの藤岡が、不ふ思し議ぎそうにこちらを見る。

「ずいぶん落ち着いてんな？」




「──いや、俺おれは別に行かなくても……」




　俺がそう答えた瞬しゆん間かん、またしても静せい寂じやく。

　みんなが白い目でこちらを見ていた。

「あー、そうか、そういうことか」

「苅かり羽ばはなー」

「あれか」

「あれだな」

「それだ」

　藤ふじ岡おかを中心に頷うなずき合う男子たち。

「何だよ、その反応……」




「──来くる栖す麻ま央おがいるもんな」




　五人揃そろった声が、その名を呼んでいた。

「ばっ──お前ら！　別に来栖はそういうのじゃねーから！」

「でも、お前いっつも来栖といるじゃん」

「それに隣となりの席だし」

「昼ひる飯めし一いつ緒しよに食ってるし」

「よく二人で帰ってるし」

「この前、休みの日に街歩いてるの見たし」

　心なしか、みんなの声も目も冷たい。視線だけで「死ねばいいのに」と言われているかのようだ。

「あと、和かず佐さもだよな？　ゴールデンウィークくらいから急につるむようになった」

　藤岡が追い打ちを掛けてくる。お前は彼女いるんだからこれ以上攻め込んでくんじゃねーよ。

「付き合ってんの？　もしや二刀流か？　和佐と来栖、どっちが本命？」

　茶化すように藤岡が言うが、その他男子の目はマジだ。返答を誤あやまれば殺される。

「違う違う違う！　お前らが思っているようなことは何もない！　何も──」

　と言いながら、午前中の名な古ご屋や駅での出来事が頭をよぎる。でも、あれだって実質はノーカウント。他校の生徒を追い払うための方ほう便べんだ。

「じゃあ、何な故ぜオレたちと一緒に女子部べ屋やに来ない？」

　藤岡の質問に、グッと喉のどが詰つまった。

「──まあ、来るも来ないも苅羽次し第だいだけどな」

　俺が理由を考えていると、やけにあっさり、藤岡は追つい及きゆうをやめた。それは元陸上部のよしみか、それとも──。




「ちなみに、行く部へ屋やは『桜さくらの間』──来くる栖すと和かず佐さがいる部屋だったなあ、確か」




　そう言う藤ふじ岡おかは、明らかに面おも白しろがっていた。

　だが、俺おれは行かないぞ。今さら行くとか絶対に言わない。どうせ明日あしたになればまた一いつ緒しよに行動するのだ。別に今このタイミングで会いに行く必要なんて全く無い。

　部屋を出ていこうとする五人。そんな彼らの会話だけが、広い部屋に響ひびく。

「オレ思うけど、和佐って意外と親しみ易やすくてポイント高いよな」

「分かる。実は案外狙ねらい目だったりしてな」

「あれで結けつ構こう優やさしいんだよな。そこかしこに、いたわりの素そ振ぶりが見えるっていうか」

「来栖の方もさ、中身よく分からんけど、見た目は良い」

「ああ、性格度外視すれば間ま違ちがいなくトップクラスの──」




「待て」




　気付けば、俺は声を上げていた。




「俺も行く」




　恥はじも外がい聞ぶんも無い。

　けれど、飢うえた狼おおかみどもと一人のロリコンがあの部屋に行くのを、俺は黙だまって見過ごせない。

　浴衣ゆかたの帯を整え、俺は同どう胞ほうたちの輪に入る。

　彼らは、全て見み透すかしたような下げ卑びた笑顔で俺を迎むかえてくれた。死ねばいいのに。







　──さて、部屋を出て間もなく、俺たち男子六人は無事に女子部屋に到着した訳わけだが。

「あ、来栖さーん、彼氏来たよー」

　桜の間に入った途と端たん、そんな女子の声が盛大に響ひびき渡った。

　そして湧わき起こる笑いと歓かん声せい。

　男子部屋で受けたのと同どう様ようの辱はずかしめを、今度は女子部屋でも味わうこととなった修学旅行一日目の夜。

　桜の間に集まったのは、浴衣姿の男六人と女六人。すでに畳たたみの上には六人分の布ふ団とんが敷しかれており、それらを半ば座布団代わりに、俺たちは円を囲うように座っていた。

　さて、俺おれの右みぎ隣どなりに連れてこられたのは来くる栖す麻ま央お。俺が部へ屋やに入るや否いなや囃はやし立てられたせいか、はたまた風ふ呂ろ上がりのせいなのか、湿しめった髪かみから覗のぞく頰ほおは妙みように赤い。

　そして、俺たちのちょうど向かい側に座っているのが、お団だん子ごを崩くずした和かず佐ささん。

　恐おそらくは先に女子たちでトランプをやっていたのだろう。和佐さんは手に持っていた一枚のカードの端はしを、爪つめで潰つぶすようにピキピキと摘つまみ、冷ややかな目で睨にらみを利かせてくる。行き場の無いエネルギーをトランプにぶつけているようで、睨まれている側としては、何だか噴ふん火か前の火山を見ているような心持ちだ。

　だが、不ふ機き嫌げんな様よう相そうを見せているのは彼女だけで、その他の女子たちは概おおむね快こころよく俺たちを迎むかえ入れてくれた。

　ひとえに藤ふじ岡おかの人じん徳とく、もしくは心ばかりにと俺たちが売店で買って来たジュースや菓か子しのおかげだろう。

　ここまでは、まだ問題と呼ぶべきほどの問題は無かった。




　──事件は、その一時間後。




　桜さくらの間はトランプ──大だい富ふ豪ごうで盛り上がりを見せていた。

　と言うのも──。




「じゃあ、この勝負に負けたら告っちゃおう」




　なんてことを、女子の一人が言い出したからだ。

　経けい緯いはありがちと言えばありがち。

　ゲームを始めた当初は、買ってきた菓子を勝敗に応じてただ分け合うだけだった。だが、次し第だいに配分する菓子も尽つき、じゃあ今度は何を賭かけようかという話になる。

　どんなゲームも一時間やれば少しずつ飽あきが回ってくる。だが、その勝敗に賭ける品がより大きく、より重く、徐じよ々じよにエスカレートしていくならば、その飽きは中毒性へと姿を変える。

　そして、高校生に賭けられるものなど限られている。それが修学旅行の夜のテンションに委ゆだねられているならなおさらだ。




「好きな人を暴ばく露ろってー、それがこの部屋にいるなら告り！」




　一いつ瞬しゆん、みんなが苦笑いをした。

　そりゃそうだ。少なくとも俺たち男子に限って言えば、とても大事な問題である。

　この部屋には藤岡の恋人がいて、藤岡を除く男子五人のうち二人が彼女に好意を抱いだいている。さらに藤ふじ岡おかの元カノである小こ林ばやしさんも同席しているが、小林さんは未いまだに藤岡のことが好きで、こちらの男子にも一人、小林さんを好いている奴やつがいる。

　そして俺おれはと言えば──。

　言えば──。

　まあ──。

　とにかく、この部へ屋やに集まった人間関係は、こと色恋沙ざ汰たに関して言えばぐちゃぐちゃなのである。唯ゆい一いつ気楽なのはロリコンの佐さ々さ木きくらいだろう。




　けれど──。




　次の瞬しゆん間かんには、この異様なテンションに飲み込まれた人間たちが、大きな歓かん声せいでこの賭かけを受け入れていた。

　戸と惑まどう俺。隣にいる来くる栖すも、そして向かいの和かず佐ささんも、「へ？　へ？」と顔を左右にキョロキョロ振ふっていた。

　だが──。

　場の雰ふん囲い気きが、固まってしまっていた。

　もう決定を覆くつがえせる状じよう況きようではない。読んだ空気は一いつ瞬しゆんのうちに、俺の背中に重くのしかかっていたのだ。

　そして──。




「あがりー！」




　藤岡の声が響ひびく。

「じゃあお三方、頑がん張ばってくれ！」

　彼の声は、一時間前よりもずっと──ずっとずっと、愉ゆ快かいな興こう奮ふんに満ちていた。

　残されたのは俺、来栖、そして和佐さんの三人。

　三人とも、汗あせだくだった。

　三人とも、顔が引きつっていた。

　先ほどまでの異様な場の昂こう揚ようは姿を消し、あるのは張りつめた緊きん張ちよう感かん。

　藤岡のあがりを最後に、声が消えていた。

　一枚、また一枚とカードが減っていく。

　そして、カードが少なくなるほど、自分が優ゆう位いにあるのか、そうではないのかということが如によ実じつに感じ取れてしまう。




「あ──がりっ！」




　声を上げたのは来くる栖す。

　カードの残り枚数が少なくなった今現在で最強の数字となったＫキングを出して場を流し、最後に最弱の３を出して上がった。

　場がリセットされ、俺おれの先手でゲームが再開される。

　隣となりで来栖の疲れ切った深呼吸を聞きながら、俺は改めて手持ちのカード二枚に目をやった。

　Ｑクイーンと６。

　もう出し方は決定事項だ。俺と同じく、和かず佐ささんの手持ちカードも二枚。

　俺は現状の手持ちで最強のＱクイーンを出し、和佐さんがＫキングを持っていれば和佐さんの勝ち。持っていなければ俺の勝ち。

　俺の後ろで勝負を見守っていた藤ふじ岡おかやその彼女が、いそいそと和佐さんの方へ移動する。逆に、和佐さんの後ろにいた佐さ々さ木きや小こ林ばやしさんたちが俺の方に来た。

　なるほど。今、手持ちのカードを見比べれば、どちらが勝つかは一いち目もく瞭りよう然ぜん。決着をいち早く知ろうとするその心理は大いに分かる。

　フッと息を吐はいて俺がＱクイーンに手を掛けたその時、和佐さんは何を思ったか、手持ちのカード二枚を伏せ、布ふ団とんの上に並べて置いた。

「……何のつもりだ？」

「ギャラリーの方が先に勝敗が分かるなんて嫌いやだもの」

　先に上がった連中の動きが気に入らなかったようだ。まあ、その気持ちも分からないではない。

　ただ、残念ながら、俺にはすでに決着が見えていた。

　和佐さんの前に置かれた二枚のうちの一枚。その隅すみに微かすかに付いた傷。

　それは先ほど、俺が部へ屋やに入って間もなく、彼女が爪つめで付けてしまっていたものだ。そして、この一時間のうちに把は握あくした限りでは、そのカードはＫキング。

　彼女はＫを持っている。

　今、俺がＱを出せば、即そく座ざに彼女はＫを出して場を流すだろう。そして最後に、余った一枚のカードを出して終了。彼女の勝利。

　──まあいい。

　どうせみんな、俺が来栖と和佐さんのどっちに告るか──なんて思っているのだろう。

　毒ぶす島じまさんといい、誰だれも彼も勝手なこと言いやがって。

　こんな所で告ったりする訳わけねーだろ。

　適当に──それこそ藤岡の妹にでも告って、冗じよう談だん混じりに終わらせてやる。空気が読めれば読める奴やつほど、本心では、きっとそれを望んでいる。みんな何だかんだ文もん句くを垂たれながらも、絶対安心するはずなんだ。

「これが通れば──勝ち」

　俺おれはそう言ってＱクイーンを出す。

　ほら、出してこいＫキング。

　もう消灯時間だ。俺が泥どろを被かぶっておひらき。これでみんな幸せだろ。

　そして、和かず佐ささんはおもむろに口をひらいた。




「──パス」




「はい、俺の負──」

　──え？

　パス？

　今、パスって──？




「出せない。わたしの負け」




　ちょっと待て。

「おい、そんな訳わけ──」

　そう言って彼女の手て札ふだに手を伸ばそうとするが──。

「あーもう！　負けるとかマジであり得ないし！」

　和佐さんはいち早く手札に手を付けると、脇わきに寄せていた捨て札の山へと、その手を滑すべらせた。元の手札は今や、五十枚を超こえるカードに紛まぎれ込んでしまっている。




「──さ、やればいーんでしょ……やれば」




　誰だれに言われるでもなく、和佐さんが立ち上がる。

　その瞬しゆん間かん、室内にはどよめきが湧わき立った。

　上気する和佐さんの顔。

　いつの間にか瞳ひとみが潤うるみ、照明の光が揺ゆれるように反射していた。

　そんな彼女の目は──。

「わたしは……」

　俺の目を見み据すえていて──。

「わたしが好きなのは──」

　吸い込まれてしまいそうなほど綺き麗れいな瞳に、俺は身動きが取れなくなってしまい──。




「──待って！」




　その声は、俺おれのすぐ隣となりからだった。

「ストップ！　和かず佐ささんストップ！」

　立ち上がり、拳こぶしを強く握りしめた来くる栖すがそこにいた。

　みんな、魔ま法ほうから覚さめたようにきょとんとした表情で、何が起きたのか分からないとは、まさにこのことだ。

「来栖さん……何で──」

　動どう揺ようしたのか、和佐さんが震ふるえる声で応答した直後──。




「消灯時間過ぎてるよ！　何してんの！」




　隣の部へ屋やから聞こえてきた女教師の怒声。

　そう言えば、すでに消灯時間から十五分が経過していた。

「ヤバッ！　どうする!?」

「帰る！　帰るぞ！」

「バカ！　今出て行ったら確実にバレるだろ！」

「電気消せ！　電気！」

　照明が消え、急に視覚が制限される。その分、聴ちよう覚かくだけはやたら鮮せん明めいになった。

　すでに教師の足音がこちらへと向かってきている。

　もう廊ろう下かには出られない。

　かと言って、あと数秒でこの部屋に男子全員が隠かくれる方法など──。

「苅かり羽ばくん入って！」

　来栖──？

　何が起きたのか分からないまま、気が付けば俺は──。

「（苅羽くん！　もっとこっち寄って！）」

「（ふぐぅ!?）」

　一枚の布ふ団とんの中──その空間を来栖と共有していた。




「消灯だよー。寝てるかーい？」




　扉とびらが開いた音の直後、教師の声がした。ただし、布団に遮さえぎられて、大だい分ぶくぐもってはいる。

　──非常事態だった。

　ただ、それは教師が見回りに来たという意味ではなく──。

　俺おれの顔面のゼロ距きよ離りに、来くる栖すの白い胸がある現状についてだ。

　──ボディソープの匂い。

　それだけで、頭がおかしくなりそうなほど。

　そして、無理やり布ふ団とんにねじ込んだ彼女の体からは、浴衣ゆかたがはだけ、今にもその胸元が露あらわになりそうだった。

　──さすがにマズいだろ……！

　理性。理性。

　ショートしている頭の中でも、驚おどろくくらい冷静な一部分がある。それに従い、俺は彼女の柔やわ肌はだから顔を離はなそうとするが──、

「（動いちゃダメ！　先生まだいるから！）」

　俺の頭の上で、来栖の声。

　同時に、さっきから俺の後頭部に回されていた彼女の手に力が入る。結果、またしても俺の顔は、彼女の胸へ胸へと押し込まれるのだ。

　──無理だ。

　もたない。理性も、常識も、何もかもが脳の中でとろけていく。

　今、俺が首を少し動かすだけで、存分に彼女の柔らかさを感じることができる。それは間ま違ちがいないし、仮に実行したとしても、この状じよう況きようであればいくらでも言い訳わけがききそうな気もする。
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　下げ種すだ。

　下種だけども──。

　残った一いつ片ぺんの理性は、下げ卑びた欲望がとっくに侵おかしてしまっていた。

　この状況なら、

　もう、

　しょうがない──。

　俺おれはボディソープの匂いに誘さそわれるがまま、彼女の胸に顔を──。




「（苅かり羽ばくん──）」




　────！




　来くる栖すの声に、俺の理性が戻もどる。

　そして、自分がしようとしていたことに対し、今さら、心しん臓ぞうの鼓こ動どうがドクドクと警けい告こく音おんを鳴らしていた。

「（苅羽くん？）」

「（あ──、どうした？）」

「（あのね……）」

　頭の上で、来栖の呼気を感じる。温かな空気は、さっきから続く俺の発はつ汗かんをさらに促うながした。




「（さっき、和かず佐ささん……何て言おうとしたんだろうね……）」




　温かかった背中の汗あせが、一いつ瞬しゆんで冷たくなった。

　脳の冷静な一部が、途と端たんに大きく広がっていく。

「（さあ…………な）」

　そう答えるのが精せい一いつ杯ぱい。

　あの時、彼女が何を思ってあの行動に走ったのか。

　今の俺にはもう、客観的な推すい理りはできなくなっていた。

　そして──。

　ドアが閉まり、教師の足音が遠ざかっていくのが分かった。

　危機、去りゆく。

　安あん堵どが体中を駆かけ巡めぐった瞬しゆん間かん、来くる栖すはポツリと呟つぶやいた。

「（私、どうすれば良かったんだろう）」

「（──え？）」

　聞き返そうとしたその時には、部へ屋やの電気が灯ともり、来くる栖すは布ふ団とんから脱していた。

　続けざま、周囲の布団がもぞもぞ動き、中から出てくる男女の姿。

　皆みな、思い思いの安あん堵どの言葉を交わしていたが、その内容は俺おれの耳には入ってこない。

　俺はずっと、直前の来栖の言葉を、頭の中で反はん芻すうしていた。







[image: Ⅱ．お守り買った結果]







　──翌よく日じつ。

　この日は、自主研修という名の自由行動。班行動で、京都の街中を自由に散さん策さくするというもの。

　しかし──。

「何で早さつ速そくはぐれてんだよ！」

　散策一発目の清きよ水みず寺でら。

　定番スポットというだけあって人も多い。そして、人が多ければはぐれ易やすい。

　それは分かる。でもさ、いくらなんでも早過ぎるでしょ。

「ねえ苅かり羽ば、ケータイ通じた？」

　人でごった返す清水の舞台を後にしながら、俺おれの横で和かず佐ささんの声がする。

「ダメだ。全然掛からない」

「わたしも。……何で？　人多いから？」

「いや、普通に通話してる人もいるしな……。あいつらのケータイ、電源入ってないか、電池切れたか……」

　ついさっきまでは四人一いつ緒しよに行動していた。

　なのに、いきなり毒ぶす島じまさんと来くる栖すの姿が消えていた。

　ちょっと目を離はなした隙すきに、だ。

　清水の舞台から絶景を見下ろしていた俺の横には、パシャパシャとスマホで写真を撮とる和佐さんがいて──。

　ちょっと離れた所には、高い所が苦手という毒島さんと、異世界へのワープホールを探すためにわちゃわちゃ動き回っていた来栖。

　ともすればどこかに行ってしまいそうだった勇者の行方ゆくえは毒島さんに任せ、俺と和佐さんは名所を楽しんでいたのだが──。

「おかしい」

　来栖はともかく、あの毒島さんだぞ？

　用意周しゆう到とうで、俯ふ瞰かん的てきで、何でも手の内で転がしてしまう毒島さんがはぐれる？

　──その時、俺のケータイに着信音。

「電話？」と和佐さん。

「いや、メール」

　差出人は──毒島さん。

　希望と、そして心の隅すみにあった僅わずかな不信感を胸に、俺は文面を確認する。




『昨日きのうは麻ま央おちゃんと過ごしたみたいなので、今日きようはメガネ団だん子ごちゃんと過ごしましょう。修学旅行で、アタックチャ～ンス！』




「クソが！」

　俺おれは叫さけびながらガラケーを閉じた。

「どうしたの？」

　歩きながら、相変わらず俺の横に付いていた和かず佐ささん。

　──何と言ったものだろう。

「誰だれから？　来くる栖すさん？　それとも毒ぶす島じまさ──」

「迷めい惑わくメールだった」

　本当のことなんて言える訳わけなかった。

　ってか、あの人は本当に何考えてんだよ。

「そしてどうして繫つながらない!?」

　あっちからのメールは届いたのに、こちらからは何度毒島さんのスマホに掛けても繫がらない。そしてそれは、来栖に対しても同どう様ようだった。

　これはもう間ま違ちがいなく、毒島さんの企たくらみだ。

　回線が繫がらないのも、毒島さんの手によるものだとすれば納なつ得とくできる。

　相手は、魔ま獣じゆうをデータ化して回線に乗せるような技術者だ。予あらかじめ俺たち三人の携けい帯たい端たん末まつに何か仕掛けていたのかもしれないし、異世界の技術でも使って、一方的に回線を支配しているのかもしれない。

　この状じよう況きようで来栖がスマホの電源を切っているとも思えないし、俺も和佐さんもあちらとやり取りできないのは不自然過ぎる。

　でも、何のために──？

　その時、またしても毒島さんからの着信。




『でも、何のために──？　と思った苅かり羽ばくん！　このお節せつ介かいなあたしの修学旅行の目標は、この期間中に麻ま央おちゃんと和佐さんのどちらかを選ばせることです！』




「心を読むな、心を！」

「さっきからどうしたの苅羽？」

「いや、その、最近の迷惑メールは読心術まで兼かね備えてるみたいでな……はは」

　笑ってごまかすが、本当にこの性た質ちの悪いメールはどうにかならないのか。送り主の性格の悪さがよく出ている。

「ねえ苅羽、これからどうしよっか？」

「どうしよっかって……」

　確かにどうしよう。

　このまま来くる栖す・毒ぶす島じまコンビを探すか？　探せるか？　探そうとしても、毒島さんに逃げる意志がある以上、すぐに撒まかれてしまうのではないか？

「──そうだ、修学旅行のしおり」

「え？」

「冊さつ子しになったしおりあっただろ？　あれに班ごとの自主研修スケジュールが書いてあったはずだ。とりあえずあのとおりに行動すれば、もしかしたら──」

　落ち合えるかもしれない。

　少なくとも、この状じよう況きようで合流しようとすれば、来栖だってそう考えるだろう。毒島さんに妨ぼう害がいされる可か能のう性せいはあるが、彼女だって来栖の意見をそうそう無む碍げにはしないはず──。

「でも苅かり羽ば、スケジュールって言っても……」

　和かず佐ささんがバッグの中から小さな冊子を取り出して、俺おれに見せた──が。

　俺たちの班のページには、ガイドブックから書き写した神社や寺の名前が羅ら列れつされているだけで、何時にどこに行くという基本的な情報さえ記されていなかった。

「こんな適当だったっけ？」

「最後まで揉もめたからね。誰だれかさんたちのせいで」

　和佐さんはそう言うが、少なくとも一番揉めていたのは来栖と和佐さんだった。

「くそ……緩ゆる過ぎるだろ、うちの学校……」

　思えば、今日きよう毒島さんが俺たちと一いつ緒しよに自主研修をスタートさせていたのもおかしい。あの人クラス違うからね。

「しょうがない……。とりあえず、俺らは俺らで行くか」

「あっちの二人はどうするの？」

「大だい丈じよう夫ぶだろ。スマホで地図は見れるし、最低限の常識だって…………ある」

　恐おそらく。多分。できれば。そうであってほしい。

「女の子二人だけって危なくない？」

「どちらかというと、あの二人に何かしようとした奴やつの体が危ない。来栖にしろ毒島さんにしろ、誰かに殺されるより誰かを殺す危険性の方がよっぽど高い」

「……まあ……そうかもね」

　納なつ得とくする和佐さん。

　冷静に考えてみると、俺たちって結けつ構こうアブない人と一緒に過ごしてたんだな。「危険だと思っているうちは安全」とはよく言ったものだ。

「じゃあ……行こっか」

　横に並んでいた和佐さんが、少しだけ前に出る。

　──と同時に、俺の制服の袖そでを摑つかんで、クイッと引っ張って来た。小さな意志が、衣服を通じて俺の肌はだに触ふれる。

　真ん前で揺ゆれる彼女の髪かみの毛からは、優やさしい甘さが漂っていた。そして、髪の隙すき間まから覗のぞく頰ほおは、気温に比してやや赤い。

　──拍はく動どうが少し速まる。

　彼女の赤い顔を見ると、どうしても昨日きのうの夜の出来事が思い起こされてしまう。

　大だい富ふ豪ごうに負けた彼女が、立ち上がって言おうとした言葉。

　そもそも本当に負けていたのかすら怪あやしいあの勝負。

　だとすれば何な故ぜ、彼女はそんなことをしたのか。

　聞きたい気もするし、聞きたくないような気もした。

　対して和かず佐ささんは、昨日のことなど無かったかのように、日常的な振ふる舞いを見せている。

　そんな彼女を見ていると、俺おれが気にし過ぎなだけなのかとも思えてきた。

　それならそれでいい。

　俺はあくまでいつもどおりに、彼女と歩いていけば良いのだ。きっと。恐おそらく。多分。







　──さて、俺たちが次に向かったのは、北きた野の天てん満まん宮ぐう。

　俺は別にどこでもよかったのだが、和佐さんが絶対にここは外せないというのでやって来た。確かに俺主体性無いな。

「ここ、学問の神様が祭られてるっていうんで、有名な所らしいわよ」

　すっかり水先案内人となった和佐さんは、半歩俺の先を行き、随ずい所しよで解説をする。

「あんまりお近づきになりたくない神様だな」

「でも、わたしたちも受験あるでしょ？　そうも言ってられないし」

　確かに。

　こういう先を見み据すえている人間がいると、現実を突つきつけられると同時に、自分が日々無む駄だ飯めしを食い漁っているような人間に思えてきて辛つらい。

「どうかした？」

「いや、やっぱりちゃんと準備してきた人は違うなって思ってさ。推すい薦せんなら余よ裕ゆうだろ？」

　ずいぶんと大きく豪ごう勢せいな楼ろう門もんを抜け、周囲の観光客を避よけながら歩く。

「余裕ってことは無いわよ。わたし国語苦手だから小論文とか不安だし、面接だって……」

「面接は問題ないだろ。国語はヤバいけどな」

「えっ、やっぱりヤバいって思う!?」

　割と気にしていたらしく、和佐さんの表情が凍こおった。まあ来くる栖すと違い、自覚している分まだ救いがあるというものだ。

「まだ一年も先の話だろ。今からやればどうとでもなる」

　今からどう足あ搔がいたところで、すでに推薦のすの字も出てこない俺からしてみれば、彼女の心配はとても些さ細さいなものに思えた。

　今まで頑がん張ばって来なかった人間は、今まできちんと頑張ってきた奴やつに太た刀ち打うちできない。毎日一定以上の水準を保ち過ごしてきた和かず佐ささんが得ようとしているものは、俺おれや来くる栖すにとってはもう手に入れられないものなのだ。

「もう……そんな顔しないでよ。暗い話がしたかった訳わけじゃないんだから」

　和佐さんは足を止め、両手を腰こしの後ろに回して俺を見た。

「せっかく二人で来てるんだから、楽しまないと」

「それはまあ……そうだな」

「四人でいる時とは、また雰ふん囲い気き違うでしょ？　そういうのも、わたし……感じてみたいかなって思うの」

　和佐さんは唇くちびるを軽く巻き込み、チラリと上うわ目めでこちらを見た。頰ほおから耳にかけて、広こう範はん囲いに赤く見えるのは気のせいではないだろう。

「それって、どういう──」

「べ、別に、深い意味は無いの！　ただいつもと何となく違う感じがするっていう、ホント、それだけよ!?」

　和佐さん名物、お団だん子ごからの水すい蒸じよう気き。どういう仕組みになっているのか、お団子解ほどいてみたい。

「ほら、もう行く！」

　自分で勝手に止まったくせに、いつまで止まっているんだと言わんばかりの強引さ。

　そしてまたしても、俺の袖そでの端はしをちょんと摘つまみながら、彼女は俺の半歩先を歩く。

　彼女の強気な弱気が、俺の拍はく動どうを少しだけ速める。

　──そして、歩くこと数十分。

　鳥とり居いをくぐり、その先の階段を上がると、本ほん殿でんがあった。

　和佐さんはガイドブック片手に、十メートル進むごとにあれやこれやと解説をするため、時間の割に歩いた距きよ離りはさほど無い。

　正直、俺は神社の歴史だとか建物の意味合いだとかいうものにさして興きよう味みが無いので、和佐さんの言葉にそう熱心に耳を傾かたむけていた訳ではなかった。

　ただ、見るからにたくさん付ふ箋せんのついたガイドブックは彼女のバカみたいに真ま面じ目めな性しよう分ぶんを表していたし、けれどもこちらから突つっ込んだ質問をすると途と端たんに「えっ、えっ」と困った表情を浮かべる彼女の姿が何だか面おも白しろくて、気付けば俺はずっと和佐さんを見ていた気がする。

　本殿の横──和佐さんがとある建物の前で足を止めた。

「ちょっと待って。見たい」

　彼女が進んだ先は授じゆ与よ所しよ──いわゆるお守りの類たぐいを売っている場所だった。

「へえ、意外と種しゆ類るいあるんだな、お守りって」

　頭上に立てかけられた看かん板ばんには見本のお守りがあり。その下には値段が書かれている。

「これくらい普通じゃない？　これが学業のお守りで、こっちが縁えん結び、でもってこっちが交通安全で、あれが──」

　和かず佐ささんが一夜漬づけの知識を再生し始めた。これ始まると長いんだよな。

「つまんなそうな顔して……。そう言えば、あんまり興きよう味み無いんだっけ？」

　和佐さんが唇くちびるを尖とがらせつつ聞いてきた。話したら止まらない割に相手の反応に敏びん感かんなんだよな。俺おれの聞き上手レベルの低さが早くも露ろ呈ていした。

「いや、別につまらないなんてことは……あ、ほら、あれ、あのお守りいーんじゃねーか、安産祈き願がん」

「妊にん婦ぷの友達でもいるの？」

　ギャグだったのに真顔で返されちゃったよ。ってか、この年で友達が妊婦だったら色々と重過ぎるだろ。俺だって話題くらい選ぶ。

「もっと違う反応を期待してたんだけどな……」

「何よ、違う反応って」

　いや、もっとこう……あるじゃん。

　勝手に勘かん違ちがいして「誰だれがあんたなんかと！」みたいなのとかさ。あるいは、あたふたしながら「ちょっとそういうのはまだ早いんじゃないかな!?」みたいなのも良かったと思いますけど。

「まったく……なに考えてんだか」

　先ほどの和佐さんの質問から数秒の沈ちん黙もく。それを破ったのも、溜ため息いき混じりに言葉を吐はいた彼女だった。

　俺は何も言っていないが、どうやら色々と察したらしい。

　気付けばはんなりと頰ほおが上気し、お守りを見るため上方に位置していた視線は、いつの間にか恥はずかしそうに地面へと向けられていた。

「………………ばか」

　消え入りそうな声で、それは微かすかに俺の耳元に届いた。

　──女の子だ。

　これ、女の子だ。

　鳥とり肌はだが立つときにも似たむず痒がゆさが、一気に背中を走り抜ける。

　耳の中を優やさしく通り抜けて行った彼女の声は、いつしか麻ま薬やくのように脳を快感で撫なで回していた。

　瞬しゆん間かん、風か邪ぜでもひいていたかのように熱を感じる。

　体温が一気に両頰へ結集し、爽さわやかさとベタつきが同居したような汗あせが滲にじんできた。

「────苅かり羽ば？」

「悪い、ちょっと風に当たってくる」

　和かず佐ささんのもとを離はなれ、参道の中央へ移動する。

　そもそもが屋外なのだから風に当たるも何もないのだが、とにかく今は頭を冷やしたかった。けれど、彼女の隣となりにいてはそれも不ふ可か能のうだ。ただただ彼女と離れる必要があったのだ。

　和佐さんが予想を超こえる反応を見せてきたものだから、俺おれの体も予想外の反応をしてしまったらしい。

　──ダメだ。

　これは良くない兆ちよう候こうだ。

　毒ぶす島じまさんと星を見に行った時もこれでやられたんだ。落ち着け俺。同じ轍てつを踏ふむな。勘かん違ちがいは厳げん禁きんだぞ。

「大だい丈じよう夫ぶ、苅羽？」

　深呼吸して気を落ち着けていると、和佐さんが新たに手の平よりも小さい紙かみ袋ぶくろを二つ持って戻もどって来た。

「貧ひん血けつとかじゃないよね？　風か邪ぜ？　熱あったり──」

「いや、ホント大丈夫だから！」

　俺の額ひたいに伸ばされる彼女の手から後ずさりしつつ、慌あわてて答えた。動どう揺ように次ぐ動揺。自分でもびっくりするくらい挙きよ動どうが不自然だ。

「大丈夫ならいいけど──はい、これ」

　若じやつ干かん首を傾かしげながら、和佐さんが紙袋の一つを俺に渡してきた。

「何だ、これ？」

「あげる」

　続けざま、「開あけないの？」という彼女の言葉に促うながされ、紙袋を開けると──、

「お守り？」

「そ。学業成じよう就じゆのね」

「──何で？」

「苅羽は進学でしょ？　目め指ざせ現役合格」

　和佐さんはいたずらな笑みを浮かべ、メガネを指先で押し上げた。

「お守りなんて意味無いって思うかもしれないけど……でも、すがれるものにはすがってもバチは当たらないんじゃない？　わたしなんかは、後になって手を尽つくさなかったのを後こう悔かいしちゃうタイプだから……」

「とりあえず持っとけ、ってか？」

「そーそー。少なくともわたしは、来年──厳げん密みつに言えば再来年、苅羽の暗い顔を見るのは嫌いやだから」

　推すい薦せんで年をまたぐ前に合格を決めれば「再来年」にはならないのだが、どうやら俺は「今から推すい薦せんとか狙ねらえる訳わけない」カテゴリーに分ぶん類るいされているらしい。まあそのとおりだけど。

「ここ学業の神様で有名な所だし、せっかく来たなら買っておいてもいいじゃない」

　そう言えば、さっきそんな解説を聞かされたっけ。しかし学業だ健康だ金運だと、神様も人間よろしく分業制が進んでいるらしい。万能感が薄うすれてみみっちいと思えなくもない。

「それ千円だっけ？　金払うぞ」

「いーの。わたしのお節せつ介かいだから。貰もらっといて」

「そういう訳わけにもいかねーよ。代わりに俺おれも和かず佐ささんの分を──」

　言いかけて、彼女がすでにもう一つ紙かみ袋ぶくろを持っているのを再認識。似たようなお守りばかりいくつもあってはさすがに迷めい惑わくだろう。

「昼ひる飯めし代、俺が出すっていうのは？」

「──よろしいっ」

　相そう好ごうを崩くずし、幸せを目め尻じりに溜ためた彼女。

　伸ばした人差し指で俺の鼻をちょんと小こ突づくと、意い気き揚よう々ようとガイドブックでオススメランチをおさらいし始めた。

　互たがいの顔が本に遮さえぎられる。

　真っ赤に血が上のぼった自分の顔を見られずに済み、俺はそっと胸をなでおろしていた。

　その一方で──。

　来くる栖すの顔が、妙みように思い浮かぶ。

　あいつ、毒ぶす島じまさんと何食いに行くんだろう。

　ちゃんと行きたい所、行けているだろうか。逆に、危なっかしい場所行ってないだろうか。見たいもの見て、食いたいもの食って──ちゃんとできているだろうか。

　何だか、罪悪感めいたものが腹はらの底に沸わいた感がある。

　別に悪いことをしている訳ではないのだけれど──。

　このまま旅館であいつと会ったら、どこか申し訳なく思ってしまいそうだ。

「和佐さん、ちょっといいか？」

「何？」

「待ってて。すぐだから」

　俺は踵きびすを返し、さっきまで和佐さんのいた授じゆ与よ所しよで、学業成じよう就じゆのお守りを一つ購こう入にゆうした。

「何よ、わたしの買ったのじゃ不満？」

「違う違う。お土産みやげだよ。自分用じゃなく」

「ふーん。ま、いーけど」

　ご飯はん行こ、と言う和佐さんの足取りは、とても軽かろやかだった。







　──午後五時。

　和かず佐ささんと旅館に戻もどってすぐ。一階ロビーにて。

「あれ、苅かり羽ばくんが異世界から戻ってきてる!?」

　恐おそらくは、俺おれと同じくまだ着いて間もない来くる栖すが驚きよう愕がくしていた。

「何で？　どうして？　毒ぶす島じまさん何で？」

　目を大きくしたままの表情で、来栖は隣となりで笑う女生徒に尋たずねる。

「うーん……きっとスキルで増ぞう幅ふくさせた魔ま力りよくが境界点と共きよう振しんして、異世界と現世界の融ゆう合ごうが一時的に促そく進しんされることで、世界をまたぐ足掛かりができたのね」

「なるほど！」

　二人の間で勝手に話が収しゆう束そくしていた。この二人が組み合わさるとこうなるのか。酸さん性せい洗せん剤ざいと塩えん素そ系けい漂ひよう白はく剤ざいみたいなもんだな。混ぜるな危険。

「毒島さん、一体来栖に何を吹き込んだ」

「吹き込んだなんて人聞きが悪いなあ。急に二人がいなくなっちゃったから、まさか異世界に飲み込まれちゃった──っていう推すい理りを一いつ緒しよにしてただけなんだけど」

　相も変わらぬ微び笑しよう女じよ。その笑みの向こうで何を考えているのか。狐きつねと狸たぬきの化かし合いを無む邪じや気きに楽しんでしまいそうな、飄ひよう々ひようとした不気味さがある。

「いきなりいなくなったのは──」

　そっちだろ、と言いかけて口を噤つぐむ俺。そっと近付き音量を抑おさえる。

「（一体どういうつもりなんだよ。あのメールといい、気を利かせたつもりか？）」

「（和佐さんとのデートは楽しめた？　こっちはこっちで、来栖さんを上う手まくごまかすのも大変だったんだよ？）」

　質問に答えてはこなかったが、毒島さんが狙ねらってあの状じよう況きようを作り出したのであろうことはハッキリした。

「（だから、何のつもりで──）」

「どうだった和佐さん？　苅羽くんとの二人きりの時間は楽しめた？」

　俺の言葉を遮さえぎり、途と端たんにボリュームを上げて声を放つ毒島さん。

「「は!?」」

　俺と和佐さんの一音が重なる。同時に顔を見合わせると、気まずさと気き恥はずかしさが急きゆう激げきに汗あせへ溶け出してきた。

「そそそんな、へ、変な言い方しないでよ！」

　途と端たんに和佐さんの声が裏返る。

「別に変なこと言ってないでしょう？　事実を口にしただけじゃない」

「だから言い方！　事実の伝え方が偏かたよってんのよ！」

　和佐さんの言うとおりだ。悪意のある表現は事実をねじ曲げる。〝三十代の男が四六時中笑いながら幼女を囲う事案〟と言って、Ｎ●Ｋ教育を思い浮うかべる人間が果たしてどれだけいるだろうか。

「和かず佐ささん、あの男大だい丈じよう夫ぶだった？　『俺おれのエクスカリバーで今宵こよいはバックアタックだ！』とか言わなかった？」

　俺から離はなれ、毒ぶす島じまさんが和佐さんの肩に手を掛ける。同時に、真っ昼間から公園のベンチに座っているおじさんを見るような目つきをこちらに向けてきた。

「別にそんなことは……無かった、けど……」

　顔を赤らめた和佐さん。声が小さく尻しり切きれになる。さっきの個性的な隠いん語ごが伝わったらしい。もうどっちも変態だな。

「あーそうか、苅かり羽ばくんは一定以上のバストが無いとエクスカリバらないものね……」

「あんたバカにしてんでしょ？　ねえ？　昨日きのう大浴場行った時からずっとバカにしてんでしょ？　わたしだって分かってんだからね？」

　和佐さんが毒島さんの胸ぐらを摑つかむ。揺ゆれる毒島さんの山、微び動どうだにしない和佐さんの谷。是ぜ非ひとも写真に収めたいコントラストだった。

「まーまーまー。そういう話はまた今度ということで──じゃーねー」

「こら！　行くな！　まだ話は終わってないわよ！」

　足早に去ろうとする毒島さんと、追いかける和佐さん。凸でこ凹ぼこコンビがフェードアウトしていく。

　そして残る、俺と来くる栖す。

「ふーん」

　不意に訪れた沈ちん黙もくを、来栖が中身の無い言葉で染そめる。ただ、内容が無くとも、こういう時は先に声を出せば自おのずとそちらに会話の主導権が移る。ただ、俺がそれに気付いたのは、彼女に質問されてからだった。

「二人は、いつ異世界から戻もどって来たの？」

「その設定続いてたのかよ。そもそも行ってねーよ。お前、毒島さんに遊ばれてただけだぞ」

「えっ」

「何マジでちょっとびっくりしちゃってんだよ。今どき天然アイドルでもそんなベタな反応しねーぞ」

「二人はずっとこの世界にいたの？」

「まあそうなるな。連絡しようとしたけどケータイ繫つながらなかったし。きっと、そっちもそうだったんだろ？」

「異世界に行ったから繫がらなくなったんだとばかり……」

　あーそういうこと。確かにそれなら繫がらなくても不ふ思し議ぎじゃねーな。毒島さんのしたたかさが窺うかがえる。

「神社は魔ま力りよくが集まるから、そこで異世界に繫つながる空間を探そうって話になって──あ、そうだ、私ね、神社でね──」

「おー、神社なら俺おれらも行ったぞ」

　やっと見つけた共通の話題。すかさず反応した俺の言葉に対し、何やら自身のカバンをまさぐっていた来くる栖すが動きを止めた。

「それ──どうしたの？」

　来栖の視線の先にあったのは、俺がポケットから取り出した学業成じよう就じゆのお守り。

「和かず佐ささんがくれたんだよ。受験対策に、って」

「でも苅かり羽ばくん、お守り要らないって言ってた……！」

　急に語気が強くなった来栖。

　確かに旅行前にそんなことも話していたが──。

　装そう備び品ひんとしての魅み力りよくを否ひ定ていしていた俺の矛む盾じゆんが気に入らないのだろうか。

「いや、俺が自みずから買った訳わけじゃないし。もう一度言うけど、和佐さんから貰もらっただけだから」

　俺の言い訳に対し、来栖は納なつ得とくしかねるようで、眉み間けんにシワを寄せた面おも白しろくなさそうな表情を浮うかべていた。

「でも、お前も神社行ってたんだな。ってことは──」

　俺は彼女の手元に視線を移す。

　彼女がカバンに突つっ込んだ手からほんの少し顔を覗のぞかせていたのは、見覚えのある小さな紙かみ袋ぶくろ。

「やっぱ来栖なら買ってるよな、お守り」

　来栖はビクッと肩を震ふるわせたのち、時が止まったかのように数秒、体を硬こう直ちよくさせた。

「なんだそのリアクション。中身当てゲームでもする予定だったのか？」

　俺の言葉に、彼女は「あー」とか「うー」とかよく分からない言葉しか返さない。一体何がしたいのか。

「お守りも良い装備品になるんだろ？　魔力の集まる本場で買えて良かったじゃねーか」

「え？」

「お、それって北きた野の天てん満まん宮ぐうのだよな？　もしかして学業成じよう就じゆのお守りか？」

「…………別に」

　言い当てられたのが悔くやしいのか、途と端たんに声もリアクションも小さくなる来栖。お守りを握るその手に、ギュッと力が入ったように見えた。

「何言い渋ってんだよ。何だ、お前もちゃんと先のこと考えてんだな。これで受験もどんと来い、ってか」

「そんなこと──ない」

「恥はずかしがってんのか？　いーじゃねーか、普通の女子高生っぽくて」

「考えてないもん」

「え？」

「先のことなんて私、考えてない」

　ぶっきらぼうに言い放つ彼女。

　唇くちびるを嚙かんだその表情に、いつもの笑顔も、能のう天てん気きさも無く──。

　それは怒りなのか、悔くやしさなのか。

「苅かり羽ばくんは、どうしてそんなに……笑ってるの？」

　来くる栖すは顔を俯うつむけて、いつもよりも数段低い声で言葉を紡つむいでいた。

「和かず佐ささんにお守り貰もらったのが、そんなに嬉うれしかったの？」

「誰だれもそんなこと言ってねーだろ。毒ぶす島じまさんみたいなこと言うなよ」

「でも、苅羽くんお守り好きじゃないって──興きよう味みないって言ってた。言ってたのに……」

　自主研修から戻もどって来た生徒たちが、いつの間にかちらほらと周囲に集まっている。皆みな、部へ屋やに直行せず、足を止めて遠巻きに俺おれたちの様よう子すを窺うかがっていた。

「ほら、みんな見てるって」

「噓うそ吐つき……」

　来栖がボソッと言い放つ。

「なに怒ってんだよ……」

「──何でもない！」

　直後、彼女は俺から顔を背そむけ、客室へ続くエレベータへと駆かけていってしまった。

「何でもないようには、とても見えないんだが……」

　あいつはお守り云うん々ぬんと言っていたけど。

　結果的には、確かに噓を吐いたということにもなるかもしれない。だが、別に俺は「生しよう涯がいお守りに興きよう味みを持ちません」などとは宣せん言げんしていない。

　逆に、俺がお守りを持つこと自体は、あいつにすれば喜ぶべきことなのではないだろうか。お守りはＲＰＧで言う装そう備び品ひん──などと言うくらいなのだから。

「当てが外れたな……」

　てっきり、目の色輝かがやかせて話に乗ってくると思っていたのだけれど。

　──今、俺のカバンの中にある土産みやげ用のお守り。

　もはや不要になったその存在を思い返し、俺は一人溜ため息いきを吐はいていた。







　──夕食を済ませ、風ふ呂ろにも入り終えた午後八時。

　昨日きのうと同じ男子部屋には、昨日と同じむさ苦しいメンツが揃そろっている。

　この後は、就しゆう寝しんまで特にすることも無い自由時間。唯ゆい一いつ、この部屋の班長を押し付けられていた佐さ々さ木きが、三十分後に他班との連絡会議を控ひかえているくらいだ。

　今日きよう一日歩き回ったせいで疲れていた俺おれは、畳たたみに寝転がりながら、部へ屋やの片かた隅すみでウトウトしていたのだが──。

「なあ、苅かり羽ば」『お兄ちゃん』

　話し掛けてきたのはロリコン佐々木。

「何だよ」

「ちょっと話があるんだ」『聞いて、お兄ちゃん』

　佐々木はスマホをタップしながら、会話を続ける。

　ちなみにさっきから部屋に響ひびく「お兄ちゃん、お兄ちゃん」というアニメ声は、今こいつがスマホで遊んでいるギャルゲーによるものだ。

　佐々木は四六時中このゲームをプレイしているので、俺も他のみんなも、もう誰だれも「うるせー」と言わなくなっていた。もはや鳥のさえずりのようなものである。

「いや、さすがに会話する時くらいはそれやめろよ」

「ん、ああ、悪い。ちょっと真剣な話をしようと思ったから、こうでもしないと恥はずかしくてつい」

　他人の視線を顧かえりみずに音声有りの妹ゲーを続ける神経の方がよっぽど恥ずかしいと思うが、価か値ち観かんは人それぞれだ。社会に受容されないならせめて俺くらいは受容してあげたい。

「ホント……お前って残念な奴やつだよな……」

　思わず声に出る。

　この佐々木という男、冷静に見ればリア充藤ふじ岡おかとタメを張れるくらい、顔は整っているのだ。

　しかし、普段から同年代の女子に興きよう味みを見せず、暇ひまさえあれば液えき晶しよう画面の中の幼女と遊んでいるため、もはや女子からはまともな異性としてカウントされていない。その性せい癖へきに多少の気持ち悪さはあるものの、周囲には特に実害も無いという存在だ。

　不快害虫に例えようかと思ったが、先にも述べたとおり見た目は良いため当てはまらない。強しいて例えるなら、限りなく正円に近い砂じや利りみたいなものだろうか。どことなく綺き麗れいだが、特に使い道も無く、いてもいなくても同じ。路ろ傍ぼうの石。

「何だ何だ？　何コソコソ話してんだよ？」

　いつの間にか周囲には、藤岡を筆頭に部屋の全員が集まっていた。

　俺は上体を起こし、座って佐々木の話を促うながす。

「何だよ真剣な話って。ほら、みんなも興味津しん々しんだから包み隠かくさず話してみろ」

『何てこと言うのよ！　もう！　お兄ちゃんのエッチ！』

「だからタップすんじゃねえ！　誰がお兄ちゃんだ！」

「わわわ悪い悪い、癖くせなんだ！　ゴメン！」

　そう言う佐々木は本当に焦あせっていて、確かにいつもと少し様よう子すが違う。

「ったく……。で、どうしたんだよ、急に改まって」

「苅かり羽ばは、和かず佐さと付き合ってないんだよな？」

　……これだ。

「昨日きのうも言っただろ。来くる栖すも和佐さんもそんなんじゃない。しつこいといい加減怒るぞ」

「いやいやいや、からかってる訳わけじゃない、確認だ、確認」

「確認って……？」

「あのな……実は」

　言葉を止めて佐さ々さ木きが深呼吸。

「おれ、和佐のこと好きだ」

　何言ってんだこいつ。

「はーい、面おも白しろい面白い」

　俺は手をヒラヒラと振ふりながら、目の前のロリコンから繰くり出されたギャグを軽くいなす。

「本当だ！　本当なんだよ！　おれ、和佐のこと好きなんだ！」

　部へ屋やの壁かべに反はん響きようする佐々木の声。

　彼の瞳ひとみは真まっ直すぐで、思わずその視線に気け圧おされそうになる。

「ちょっと待て佐々木、お前、何言って──」

　数秒後、やっと喉のど元もとから出てきたのが、そんな戸と惑まどいの言葉。だがそれは、それまで黙だまっていた藤ふじ岡おかの言葉に搔かき消されることとなる。

「今さらだな佐々木。そんなの、みんな知ってるぞ」

　──は？

「真ま面じ目めな顔して何を言うのかと思えば……」

「期待して損そんしたぜ」

「黙だまってギャルゲーやってろよ。ったく……」

　周囲から、口々に冷静な言葉が吐はき出されていく。

　俺がポカンとしていると、藤岡がそっと俺の肩に手を置いた。

「苅羽、お前はもう少し仲間に──男子に目を向けた方が良いぞ。和佐のことを狙ねらっているのは、何もお前だけじゃない」

「別に狙ってる訳じゃ──ってか、え？　何で？　何で佐々木が？　和佐さん？」

　同年代の女子にまるで興きよう味みが無いこいつが何な故ぜ──？

「ロリコンなのにどうして──と思っているだろう、苅羽」

　佐々木が顔を引き締しめ、俺の心を的確に読む。何だか無む駄だに格かつ好こう良い。

「おれは別に幼女しか愛せない訳じゃない。子供が持つような純じゆん真しんさ、無む垢くさ、意地の中に見えるちょっとした優やさしさ──そういった内面的な部分に、おれは強く惹ひかれるんだ」

　語り始めた。

　普段ならとてつもなく面めん倒どう臭くさいモノローグだが、今回ばかりは知り合いの女子が関わっているため聞き流すこともできない。

「和かず佐さは、この数ヶ月で雰ふん囲い気きが変わった。おれみたいな奴やつにも差別をせずに、分わけ隔へだてなく接してくれるようになったし、意外と話し易やすい。時々アホみたいな受け答えするのも、妙みようなあどけなさがあって高ポイントだ。あと、胸が大き過ぎないところも良い」

　前半良いこと言ってたのに、後半で全てぶち壊こわしてきた。

　そう言えば、昨日きのうの大だい富ふ豪ごう、佐さ々さ木きは和佐さんの隣となりにいた。自分がアガってからも、終しゆう始し和佐さんの隣か後ろにいたし、和佐さんのことが好きと言うなら、それもそれで頷うなずける。

「とにかく、おれは和佐が好きなんだ。だから、苅かり羽ばに確認する必要があると思った」

「確認って……たとえ俺が和佐さんと付き合っていようがいなかろうが、人を好きになるのなんてやめらんねーだろうが。俺に確認する意味が──」

「いや、確認する必要があった。何な故ぜなら──」

　佐々木の言葉が一いつ瞬しゆん切れる。そして──。




「──おれは今から和佐に告白しに行くからな」




　な──。




「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」




　一いつ斉せいに声を上げる同どう胞ほうたち。先ほどまで興きよう味みを失いかけていたのに、一いつ瞬しゆんで盛り上がりに火が点ついた。

「マジか！　マジか佐々木！　大だい丈じよう夫ぶか!?　できるのか!?」

「相手は三次元だぞ!?　コマンド選ぶ訳わけじゃないんだぞ!?」

「シナリオは用意されてないぞ!?　セーブしたところからやり直せないんだぞ!?」

「万が一、万が一あっち系のイベントに雪崩なだれれ込んだら、後で回想だけ頼たのむ。詳くわしく」

　佐々木の覚かく悟ごは、心配と同等量の希望を伴って、同胞たちに受け入れられた。

「で、苅羽は？」

　藤ふじ岡おかが、何か言いたげにこちらを見る。

「いいのか？　佐々木が告っても？」

「いや、俺が良い悪い言うことじゃないけど……」

「けど？」

「今はやめといた方が良いんじゃないか？」

　何故だか、そんな言葉が出ていた。

「ほら、もっと下地を固めてからの方が良いと思わないか、佐さ々さ木き？」

「大だい丈じよう夫ぶだ。俺おれと和かず佐さは小学校から高校まで同じ学校だし、小学校二年生の頃ころは一いつ緒しよにお医者さんごっこをした経験もある」

　何がどう大丈夫なんだそれ。後半大丈夫じゃないだろ。

「いや、でもな、和佐さんの心の準備ってものもあるだろ」

「告白される側に準備なんて要らないだろ。お前は誰だれかに告白する時、『五分後に好きだっていうから手の平に三回人って書いて飲み込んどけ』とでも言うのか？」

　ロリコンに論ろん破ぱされた。悔くやしい。

「いや、でもな、でもな──」

「でもも何もない。それに昨日きのう、和佐が大だい富ふ豪ごうに負けた時──あいつ、好きな人を宣せん言げんしようとして、ずっとおれの方を見ていた」

「は？」

「苅かり羽ばもおれの前にいたから分かるだろ。あの時、和佐はこちらを見ていた」

　何という都つ合ごうの良い解かい釈しやく。

　それはもしかしたら俺を見ていたのかもしれないじゃないか。はたまた同性の小こ林ばやしさんにアイコンタクトで助け舟を求めていたのかもしれないじゃないか。

　そんな俺の脳内ツッコミを読み取ったのか、佐々木は怪け訝げんな顔で俺に問う。

「何だ苅羽、その不満そうな顔は。やっぱり和佐と付き合ってるのか」

「それはない、それはないけど…………うん、ないです」

　どうにも反論の余地が無い。

　いや、そもそも、俺が口出しすべきことではないのだ。それは分かっている。分かっているけれども、どうしてこう落ち着かないのだろう。

　悪いことではないはずだ。佐々木がロリコンを脱して同年代の女子に好意を抱いだいたというのだから、他人から白い目で見られることも無くなる。

　何より、佐々木も和佐さんも俺の友人だ。そこでカップルが成立するとなれば、これほど喜ばしいことは無い。なのに──。

「まあいいだろ、苅羽にはもう相手がいるし」

　藤ふじ岡おかが言葉を発すると、みんな次々と頷うなずいた。

「苅羽はな」

「あれか」

「あれだな」

「それだ」

　そして、五人揃そろった声が、その名を呼ぶ。




「──来くる栖す麻ま央おがいるもんな」




「だから付き合ってねーつってんだろ……」

　思わず溜ため息いき。

　絶ぜつ賛さん喧けん嘩か中だよ、バカ野や郎ろう。







　──二十分後。

　冷たくなった夜の風が静かに吹き抜ける中、俺おれと藤ふじ岡おかをはじめとする五人組は、月明かりの下。旅館の中庭にある池の近くで、クラスメイト二人の様よう子すを見守っていた。

「（押すなバカ！　バレるだろーが！）」

「（うるさい！　佐さ々さ木きがロリコンを脱するかもしれない歴史的瞬しゆん間かんだぞ！　オレだってこの目で見たい！）」

　野や次じ馬うまによる熾し烈れつなポジショニング。俺たちは池から１０メートルほど離はなれた木こ陰かげから、向かい合う佐々木と和かず佐ささんの様子を窺うかがっていた。

　ただ、今のポジション争いに参加しなかった俺は、四人の頭の隙すき間まから、小さな視界でしかそれを確認できない。

　──いざ来てみてしまえば、驚おどろくくらい、俺の頭は冷え切っていた。

　焦あせりはある。言いようの無い胸むな騒さわぎもちらつく。けれど、佐々木と和佐さんを見るこの目も、その情報を処理する脳も、至し極ごく冷静にこの光景を捉とらえている。

　無事に和佐さんをこの地へ呼び出した佐々木はきっと、今まさに思いを伝えんとしているところで──その前段としての雑ざつ談だんに興きようじている。

「（あいつ、本当にやる気かよ……）」

「（何だ苅かり羽ば、やっぱり不満なのか）」

　無意識に漏もれた言葉に、藤岡が反応する。

「（いや、不満じゃねーけど、全然、ちっとも、全く、多分……）」

「（ホント煮にえ切らないな、お前は）」

　藤岡から笑みが漏もれる。駄だ々だをこねる子供を見るような呆あきれた笑みが。




「──和佐」




　乾いた空気に、佐々木の声が響ひびいた。

　それまでぎこちなく続けられていた男女二人の雑談が打ち切られ、一気に空気が張りつめる。

「聞いてほしいことがあるんだ」

　月明かりに照らされた佐さ々さ木きの姿は、普段の緩ゆるいオーラが消え去り、美男と称するにふさわしいものだった。

　そして、黙だまって彼に向き合う和かず佐ささんも、髪かみを真まっ直すぐに下ろした大人おとなびた姿をもってして、この張りつめた空気に調和している。




「おれ、和佐のことが好きなんだ」




　意外なほどあっさりと、その好意は伝えられた。

　佐々木がどれほど相手を想い、どれほどの重さを言葉に乗せていたとしても──、彼の和佐さんに対する背景を知らない第三者からすれば、その言葉の淡たん白ぱくなこと。

　焦あせり速まる胸の鼓こ動どうとは裏うら腹はらに、やはり俺おれの頭は冷静に彼の告白を聞き取っていた。

　むしろ、昨日きのうの和佐さんの──誰だれに対して為なされるものだったか判然としない告白未み遂すいの方が、よほど俺の脳をかき乱してきた。

　だから──。




「ごめんなさい」




　その和佐さんの言葉も、決して予想どおりという訳わけではなかったけれど──。

　俺の胸は、無感動な安あん堵どで、その鼓動を緩めていた。




「好きだって……人からそう思ってもらえるのは、凄すごく……嬉うれしいんだけど……」

　和佐さんは、どこまでも言葉を吟ぎん味みしながら、そして嚙かみしめながら、相手に想いを返していく。

「そんなこと、言われる機会も全然無いから……そう思ってくれる人がいるんだっていうのは、本当に幸せなことだと思うんだけど……でも、気持ちをそのまま受け取ることはできない、かな……」

　これで終わりだ。

　誰が、どこからどう見ても、そのはずだった。

　しかし──。




「他に好きな人が──？」




　佐々木が──。

　こいつは一体、何を言い出すのか。




「──他に好きな人がいるのか？」




　静まっていた心しん臓ぞうの動きが、活力を取り戻もどす。

　同時に、今まで冷たかったはずの頭に、熱を帯びた血が一気に巡めぐり出した。

　どうしてそんなことを聞く。

　お前はもうフられたんだから、そこで試合終了のはずだろ。

　こんなロスタイム、俺おれは望んでいなかったのに。




「わたしは──」




　和かず佐ささんが、呟つぶやくくらいの細い声で語り出した。

　決して答える義務なんて無い。けれど、自分がフッた相手に対するせめてもの情けなのか、真ま面じ目めな彼女は言葉を紡つむごうと──。




『お兄ちゃん、電話だよー？　お兄ちゃん、電話だよー？』




　張りつめていた糸が、突とつ如じよアニメ声にぶった切られる。

「（あのバカ……！）」

　藤ふじ岡おかが手を額ひたいに付けて天を仰あおぐ。

　今のは、佐々木のスマホの着信音。あいつ、ギャルゲーアプリは終了させていたが、肝かん心じんのスマホ本体をマナーモードにしていなかったらしい。

　そう言えば、もう他班との連絡会議が始まる時間だ。恐おそらくはその召しよう集しゆうの電話だろう。

　慌あわててスマホに手をやる佐々木だが、時すでに遅し。空気が読めれば読めるほど、もうそんな雰ふん囲い気きでないことが身に染しみて分かる。




「じゃあね、オニイチャン」




　苦笑と溜ため息いきを混ぜて言葉を吐はいた和佐さん。

　踵きびすを返した彼女を、もう佐々木は止めることができない。

　一人残された傷しよう心しんの青年は、物言わず立ち尽つくしていて──。




「ドンマイ！　お兄ちゃん！」




　木こ陰かげに隠かくれていた野や次じ馬うまたちが、彼の心の穴を埋うめようと駆かけ出していた。

「気にするな！　お前の恋人は幼女だ！」

　佐さ々さ木きの肩を摑つかみ、叫さけぶ藤ふじ岡おか。

「おれの──幼女……？」

「そうだ！　お前の恋人は幼女だ！」

「おれの恋人は幼女だ……」

「お前の恋人は幼女だ！」

「おれの恋人は幼女だ！」

「そうだ！」「見失うな佐々木！」「ロリコン！　変態！」

　みんなも口々にエールを叫ぶ。罵ば倒とうとも言う。




「おれの！　恋人は！　幼女だ！」




　中庭にこだまする不ふ穏おんな叫び。三次元に夢砕くだかれた青年の魂たましい。

　俺おれはそんな佐々木の姿を見て──、そして、和かず佐ささんの口から何も語られずに済んだこの状じよう況きように心を浸ひたして──。

　言い知れない安あん堵どを、独ひとり感じていた。







　真っ暗な室内。

　六人の男子が布ふ団とんで寝ている畳たたみ部べ屋やで、俺は一人天てん井じようを見つめていた。

「寝れねえ……」

　目が冴さえる。

　時計の針はりは恐おそらく〇時を回っているが、眠ねむ気けが来ない。

　周囲から聞こえる寝言とイビキ、そして時とき折おり響ひびく歯ぎしりの音色が安あん眠みんを妨ぼう害がいしているせいもあるだろう。

　だがこの覚かく醒せいは、外部的な要因よりも、むしろ俺の内面による部分が大きい気がする。

　──今日きようだけで、色々あった。

　自主研修でいきなり来くる栖すと毒ぶす島じまさんとはぐれ、急きゆう遽きよ和佐さんとの二人旅。旅館に戻もどれば来栖がキレ気味で、夜には佐々木が和佐さんに告り出す──。

　思い出すだけで汗あせが滲にじんでくる。

　水分が過か剰じように失われたせいか、はたまた緊きん張ちようのせいか、喉のどが渇かわいてきた。

　みんなを起こさないよう静かに布団から這はい出た俺は、財さい布ふ片手に部屋を出て、廊ろう下かにある自動販売機へと向かう。

　相変わらず浴衣ゆかたを着ているが、スリッパを履はいているのと相まって、やや歩きにくい。

　スリッパが脱げないよう、すり足気味に歩を進め、それでも一分もしないうちに辿たどり着いた赤い自動販売機。その前に、茶色の髪かみの女生徒が一人。

「──和かず佐ささん？」

　深夜ということもあってか、廊ろう下かの照明は薄うす暗ぐらく、自じ販はん機きから溢あふれる白い光が彼女を淡あわく照らしている。

　数時間前に見かけた時もそうだったが、いつもと違いお団だん子ごが無く、そこはかとなく大人おとなびた印象を受けた。制服ではなく旅館の浴衣を着ているのも、それに一ひと役やく買っているのだろう。

「苅かり羽ばも起きてたの？」

　おう、と答えようとしたが、変に意識してしまい、声がかすれていた。

　ゴホゴホと無理やり咳せき込み、改めて返事をする。

「みんなうるせーんだよ。イビキとか」

「あはは、うちの部へ屋やとおんなじだ」

　財布から小こ銭ぜにを取り出しながら和佐さんが笑う。

　いたって普通の反応だった。

　いや、別に俺おれが告った訳わけではないので、俺も彼女も何かを意識する必要は無いのだが、現場を目もく撃げきしていた俺としては、どうしても対応がぎこちなくなってしまう。

「来くる栖すは？　どうしてる？」

「普通に寝てる」

「昨日きのう見た時は割と普通に見えたけど──あいつ、どう？　上う手まくやってる？」

　女子の間で──という意味だ。

　普段かかわりを持たない人間たちとの共同生活なんて、あいつの最も苦手とするところじゃないだろうか。

「上手く──は、やってないけど、それなりには」

　和佐さんが二、三の言葉を紡つむぐ。

　奇行に走ることはないが、自みずから積せつ極きよく的てきに周囲と溶け込むこともない。彼女の説明を要約すると、そういうことだった。

「昨日は苅羽も来たから──みんなも対処し易やすかったんだと思う」

「それは……どういう──？」

「女子の間では、苅羽は来栖さんと付き合ってるんだっていう話になってるから。二人を適当に茶化しておけば、場が回るし」

　前半は事実無根であるが、後半はそのとおりなのだと思う。実際、何度かそんな感じにイジられた覚えもある。

「ったく……女子も男子も言うことは一いつ緒しよかよ……」

「そりゃあ……苅かり羽ばは来くる栖すさんのこと、よく見てるから」

　しまった。和かず佐ささんが食い付いてきた。今の俺おれのセリフは墓ぼ穴けつだったかもしれない。

「今だって来栖さんを気にしてたから、わざわざ部へ屋やでの様よう子すなんて聞いてきたんでしょ？」

「それは──」

　何て言ったものだろうか。

　俺が言葉を選んでいると、和佐さんが上うわ目め遣づかいに聞いてきた。

「──やっぱり気になる？」

「そりゃな……」

　和佐さんの問いに答えるが、別に他意は無い──はずだ。

　いつも一いつ緒しよにいる友人だからこそ。

　もしも対象が来栖でなく毒ぶす島じまさんだったとしても、俺は同じように部屋での様子を聞いただろう。

「わたしのことは聞かないの？」

「いや、和佐さんは上う手まくやる人だろ。今さら聞いても──」

　来栖にしても、そんな和佐さんと一緒に行動するようになったからこそ、以前よりクラスでの浮うき加減が抑おさえられている。ありがたい存在だ。

「来栖さんは──」

　自じ販はん機きに小こ銭ぜにを入れながら和佐さんが呟つぶやく。チャリン、チャリンと規則的な金属音が静かに響ひびいている。

「──ズルいね」

「ズルい？　来栖が？」

　どういう意味だ──と尋たずねようとした矢先、和佐さんが一気に顔を赤くした。

「何でもない。忘れて」

　顔を左右に振ふり、発言を撤てつ回かいする彼女。

「いや、でも──」

「いいから！　深い意味無かったから！　忘れて！　忘れよう！」

　顔から湯ゆ気げを上げながら、和佐さんが右ストレートで自販機のボタンを打ち込む。突とつ如じよの破は壊かい衝しよう動どうは魔ま王おうの血を引いているからだろうか。

　相変わらず頰ほおどころか顔全体を真っ赤に染そめた彼女は、そのまま屈かがんで、ペットボトルの取り出し口へ手を伸ばした。

「──あれ、取れないわね……何で……」

　どうやらボトルが奥に引っ掛かっているらしい。

　このまま慌あわてる姿を見ているのも面おも白しろいが、徐じよ々じよに自販機がメキョメキョ音を立て出したので、そうも言っていられない。

「壊こわす壊す。待って、魔ま王おうさま待って」

　ボトルを取りたいのか自じ販はん機きを亡なき者にしたいのか、傍はたから見ていても判別が難むずかしくなっていた。

　俺おれは慌あわてて取り出し口に手を伸ばし、和かず佐ささんと同じくボトルに指を添そえるが──。

「────ひゃぶ！」

　彼女の手に俺の指先が触ふれた瞬しゆん間かん、突とつ如じよの奇声とともに彼女が手を引っ込めた。そして、その勢いのまま、もう一方の手に持っていた財さい布ふを落とし、小こ銭ぜにを床ゆかにぶちまける。

「あーあー」

　思わず、溜ため息いき混じりに声が漏もれた。

「あっ、えっ、もうっ…………ごめん」

　いつの間にか耳たぶの先まで赤くしていた和佐さん。俺と二人、床に両りよう膝ひざを突ついて小銭を拾う。

「ねえ、苅かり羽ば」

　互たがいに背を向けたまま、声だけのやり取り。

「どうした。先に言っとくけど、これくらいの小銭ならパクりはしないから安心しろ」

　そうじゃなくって──と、和佐さんが続ける。

「来くる栖すさんと何かあった？」

「何か──と言うと？」

「今日きよう、旅館に帰って来てから。何かあの子、元気無かったから」

　そうか、同じ部へ屋やにいるならそうだよな。

「ちょっと喧けん嘩か──というか、来栖の機き嫌げんが悪かった」

「何で？」

「さあ」

　これは本当だ。隠かくしてる訳わけでも何でもない。あいつが機嫌を損そこねた理由が、イマイチ判然としていなかった。

「ヤキモチ……だったりして」

「──は？」

「その……わたしと苅羽が二人だけで行っちゃったから……」

「いやいや、あいつはそんなタマじゃねーだろ。実際、旅館に戻もどって来てすぐは、機嫌悪かった訳じゃなかったし」

「そんなの感情を隠してただけかもしれないでしょ。来栖さんだってみんなで遊ぶの楽しみにしてたかもしれないし。何より、わたしが逆の立場だったら嫌いやだもの」

「そうかあ？」

「そうよ。わたしは嫌。苅羽と来栖さんが二人きりでいるところなんて──」

「ん？」

　予想していなかった流れで、反射的に声帯が震ふるえた。途と端たんに、和かず佐ささんの声も止まる。

　沈ちん黙もく。静せい寂じやく。

　──何な故ぜ黙だまる。

　十数秒の沈黙で、とっくに小こ銭ぜには拾い終わってしまった。しかし、振ふり向くタイミングが分からない。

「──あの、苅かり羽ば？」

　やっと、和佐さんが口をひらく。

「佐さ々さ木きから、何か聞いてる？」

　どうしてここで佐々木の名前を出す。

　じんわりと、頭皮から気持ちの悪い汗あせが滲にじんできた。

「相変わらずギャルゲーしかやってないな。何かあったか？」

　噓うそだ。

「──ううん、あの──あ、さっき連絡会議遅れてたって、うちの班の子が言ってたから、何かあったのかなって思って」

　噓だ。

「さあな。どうせゲーム終わんなかったとか、そんなことだろ」

　噓ばかり。

　さっき和佐さんは来くる栖すをズルいと言ったが、きっとズルいのは俺おれだ。

「苅羽、全部拾った？」

　こちらに体を向けたのか、和佐さんの声がダイレクトに背中に当たる。

　会話が流れたことに若じやつ干かんの安あん堵どを感じつつ、膝ひざを突ついたまま和佐さんの方へ振り向くと──。

　薄うす暗ぐらい中、俺同様に四つん這ばいで小銭を探していた彼女。ややはだけた浴衣ゆかたが重力に従い、その胸元を大胆に開あき放っている。




　──重力は偉い大だいだ。




　日ひ頃ごろから無い無いと思っていた彼女のバストだったが、こうして見ると十二分にその存在が窺うかがい知れる。

　地球の重力に引かれた二つの山は、彼女が動く度に柔やわらかく震ふるえ、決して壊こわれないプリンのようだった。

　俺も地球になりたい。地球になっておっぱいを引っ張ってみたい（錯さく乱らん）。




「苅羽──ねえ、苅羽ってば」
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　和かず佐ささんの呼び掛けで意識が引き戻もどされる。

「いきなり黙だまり込んで……大だい丈じよう夫ぶ？」

「おう、大丈夫。凄すごく元気出た」

「元気？」

「いや何でもない忘れて」

　思わず正座してしまう俺おれ。そのまま、回収した小こ銭ぜにを和佐さんに渡す。

「ありがと。…………苅かり羽ばはジュース買わないの？」

「え、ああ、買う、買うよ、おお」

　正座のまま、小銭を自じ販はん機きに入れる。

「立てばいいじゃない」

「え？　うん、いや、ちょっと」

「何よ」

　元気が出ちゃってるから立てないんです。

「──和佐さんはズルいね」

「え？　何よいきなり？　わたし？」




　──結局、部へ屋やに戻もどってからも、俺おれの目はギンギンに冴さえてしまっていた。







[image: Ⅲ．月見た結果]







　修学旅行三日目。

　バスを貸し切り、京都から大阪へと移動。午前中に大坂城の見学、午後からはＵＳＪでの自由行動。

　今日きようが終われば、修学旅行もほぼ終了。明あ日すは学校に戻もどるだけの移動日であり、実質的には今日が最終日のようなものだ。

　修学旅行による開放的な気分も、俺おれの中ではもう収まりを見せていた。これがマンガならば、「俺たちの修学旅行はまだ始まったばかりだ！」と叫さけびながら最終回を迎むかえるところだろう。

　最後の自由行動くらい、気分良く過ごしたいものだ。

　俺は昨日きのうの来栖との会話を思い出しながら、あのギクシャクとした雰ふん囲い気きに頭を抱かかえる。

　今け朝さ、旅館の廊ろう下かで来くる栖すと顔を合わせたが、互たがいに「おはよう」と挨あい拶さつを交わしただけで、あいつはプイッと部へ屋やに戻ってしまった。

　彼女は何をそんなに気にしているのか。

　大阪城見学後、ＵＳＪへのバス出発前、密ひそかに毒ぶす島じまさんに相談してみた。

「──そんなの、和かず佐ささんからのプレゼントが気に食わなかったからに決まってるじゃない」

　毒島さんが言うのは、昨日のお守りのことだ。

「気に食わなかったって……」

「麻ま央おちゃんについて言えば、苅羽くんが保ほ護ご者しや兼けん彼氏みたいなものでしょう？　そんな人に他の女から贈おくり物があったとなれば、当然良い顔しないに決まってるじゃない」

「保護者だとか彼氏だとか……みんな勝手なこと言いやがって……。来栖がそんな乙女おとめチックなこと考える訳わけないだろ」

「本気で言ってるの？」

　毒島さんの眉まゆがピクリと動く。

　多分この人は女の嫉しつ妬とだとか好意のせめぎ合いみたいなことを言いたいのだろうが、俺はイマイチそう思えない。

　恥はじを承しよう知ちで言えば、和佐さんの言動の端はし々ばしから、もしかしたらこの人は他の男子よりかは俺のことを気に掛けてくれているのかもしれない──的なことを感じることはある。たとえそれが俺の勘かん違ちがいでも、あるったらある。

　対して来栖は、ちょっとベクトルが違う。

　あいつはそもそもクラスでの位置づけが和佐さんに比べて特とく殊しゆ──平たく言えば、浮ういた「ぼっち」だった。

　そのため、キッカケは何であれ接点を持つことになった俺に対して、何ら絡からみの無い他の男子より気を許すのは至し極ごく当然。

　あいつが俺に対して何か好意的な言動を見せたとしても、それを和佐さんの時と同どう様ようの期待を持って捉とらえることが俺にはできない。

　来くる栖すが俺おれに対して恋愛感情──とまではいかなくとも、それに類るい似じするような想いを抱いだいているとは考えにくいのだ。

「苅かり羽ばくんはお守りに興きよう味みが無かった。でも和かず佐ささんがあげたお守りは受け取った。和佐さんが苅羽くんを変えた。──それって、不ふ機き嫌げんになる理由としては十分じゃない？」

「じゃないだろ。誰だれだって、他人がわざわざ買ってくれた物を断るほど、人の気持ちを無む碍げにしたいとは思わねーよ」

「たとえば、甘いものは苦手だけど、ある特定の女性が作ったケーキは食べられる。それ、傍はたから見たらノロケにしか見えないでしょう？」

「それとは違うだろ」

「似たようなものよ。あれだけ不要だって公言してたものを身に付けてるんだもの。『和佐さんがくれた物だから持ってるの？』──って話になると思わない？」

　毒ぶす島じまさんは断定的な口調で問い掛けてくるが、本当にそうだろうか。ただ話を面おも白しろややこしくしたいだけなのではないだろうかと訝いぶかってしまう。性格が性格だし。

「というか、あたしが見ていた限り、春の──市立公園で魔ま獣じゆうを倒した時だって、よっぽど良い雰ふん囲い気きだったと思うけど。あれからずっと一いつ緒しよにいるんだもん。苅羽くんだって、麻ま央おちゃんが他の男の子と二人きりでくっ付いてたらムッてするでしょう？」

「するか。そもそもあいつが他の男子と二人きりになるシチュエーションが──」

　途中、頭に浮うかんだ修学旅行初日の駅のホーム。

　来栖が他校の男子生徒に声を掛けられていた時のこと。

　あの時に俺が割って入ったのは、何な故ぜだったのだろう。

　最終的に来栖は彼のことを好意的に受け止めていたのだから、俺が変な風に引き離はなす必要は無かったのだと──そう言えなくもない。

　本人の意思に任せたまま、あの後もデッキで二人会話を続けさせることも可か能のうだった。

　けれども俺はそれを許さず、あんな言い訳わけをぶちかまして男を追い払っていた訳で──。

「どうかしたの？」

「何でもねーよ」

　毒島さんの問い掛けにゼロ時間で返す。考えることを放ほう棄きしたから出せる反応速度。

　──そう、何でもないことなのだ。

　きっと。

　今まで、まともな色恋沙ざ汰たなんて一つも無かった。

　幼よう稚ち園えんの頃ころ、俺に好意を抱いだいているように見えた浩ひろ子こちゃんは、俺とよく一緒にいた学まなぶくんに思いを寄せていただけだった。

　小学校の頃、いつも俺に優やさしかった亜あ弓ゆみちゃんは、実は俺に限らずみんなに優しかった。むしろ今振ふり返ってみれば、俺には優しくない方だった。

　中学校の頃ころ、俺おれが抱いだいていたクラスメイトへの恋れん慕ぼは、このクソみたいな異世界人に面おも白しろおかしくかき乱されて終わった。

　それどころか、今年の夏休みにだってこの人は、俺の純じゆん真しん無む垢くな心を弄もてあそんだではないか。

　──結局は、男という生き物の勘かん違ちがい。

　この女の子はもしかしたら自分に特別な感情があるのではないか──とか、自分が好意を伝えればそれはきっと受け入れてもらえるのではなかろうか──とか。

　でも、そんなことは無い。

　佐さ々さ木きだってそうだったではないか。自分に勝算があると踏ふんで撃げき沈ちんしたあの夜は、勘違いという魔ま力りよくに精神を中あてられていたのだ。

　色恋は、穿うがった対処が必要だ。

　俺に優やさしい人は他人にも優しいし、俺に笑い掛ける人はみんなにも微笑ほほえむし、俺の顔を見て顔を赤らめる人は大体風か邪ぜだし──。

　そうした予防線を張ってなお撃沈するのが男という生き物なのだ。

　そして、それは少なからずこれまでの人間関係に綻ほころびを生むし、できれば避さけて通りたい。俺だけでなく、きっと他の誰だれもがそう思っているはずだ。

「ずいぶんと奥手になっちゃったのねえ、苅かり羽ばくんは」

　蔑さげすみの色を含ふくんだ視線をぶつけてくる毒ぶす島じまさん。原因は半分以上あなたにあるんですがと言いたくなったが、言うだけ惨みじめなのでやめておく。

　好きなものを好きと叫さけぶのは、意外と難むずかしい。そういう意味で言えば、たとえ対象が三次元にしろ二次元にしろ、佐々木という人間は偉い大だいなのかもしれない。真ま似ねしたいかと聞かれたら即答はできかねるが。

「あ、そう言えば今日きようだった？」

　毒島さんが両手をパチンと合わせて微笑む。

「何が？」

「ほら、麻ま央おちゃんが言ってた皆かい既き月げつ食しよく」

「ああ、そういやそんなこと言ってたけど……」

「良いよね、赤い満月を見ながら観かん覧らん車しやで頰ほおを染そめる二人……」

「ならねーよ」

「あ、そうか、そうだよね。二人じゃなくて三人。３Ｐ」

「だからならねーって！　Ｐとか言うのやめろ！」

　変な汗あせが出て来た。この女の発言は心しん臓ぞうと下半身に悪い。

「そもそも、今日の自由行動は六時までだろ。そんな時間で──」

「大阪の月の出は午後五時二十四分。部分食の始めが六時十四分だから──、お説教覚かく悟ごで集合時間に遅れちゃえば、まだ許される範はん囲いじゃない？」

「何で時間帯まで調べてんだよ……」

「まがりなりにも天体観測系女子だもの。それくらいすぐに分かるからね」

　そう言えば、夏にこの人に誘さそわれたのも、「星を見に行こう」というものだった。どこのプレアデスだお前。

「ちなみに皆かい既き食しよくになるのが午後七時二十四分で、食の最大は七時五十四分、それから──」

「分かった分かった、もういい。そんなの聞いても何の足しにもならねーよ」

「そうかなあ？　『月が元通りになるまで、俺おれの物になってくれないか？』とか言ってみればいいじゃない」

「よくそんなセリフ思いつくな。言い終わったそばから大だい爆ばく笑しようされる流れだぞそれ」

「そんなことないでしょう？　失礼なっ」

　毒ぶす島じまさんが心底ムッとした様よう子すで顔を背そむける。意外と自信のあったセリフだったらしい。

「怒るなって。さんきゅー、ありがとう、役に立った、さすが毒島さん、恋のカリスマ、愛の伝道師」

　それとおっぱい大きい。

「はいはい、腑ふに落ちないけど、褒ほめ言葉として受け取ってあげる」

　呆あきれながらも胸を張る毒島さん。おっぱい大きい。

「あ、そうだ、どうしても実力行使に及およびたくなったら呼んでね。あたしのスマホの中の魔ま法ほうデータ、色々あるから」

「あ？　どういう意味だそれ？」

「体を熱くする魔法とか、体を痺しびれさせる魔法とか、あと、眠ねむくなる魔法もあるんだよ？」

「やめろ！　俺を性犯罪者にするつもりか！」

「冗じよう談だんよ、冗談」

　昨さつ今こんの世の中だと冗談にならねーんだよ。ＴＶタックルで「修学旅行の自由行動規制派」みたいなのが出てきちゃうだろ。

「ま、ＵＳＪでは干かん渉しようしないでおいてあげるから、二人とのデートを楽しめばいいんじゃない？　麻ま央おちゃんだってそのうち機き嫌げん良くなるだろうし」

「干渉しない……？　本当だろうな？」

「あたしが噓うそ言ったことある？」

「かなり」

「それはそれ、これはこれ」

　含がん蓄ちくのありそうで全く無い言葉を吐はいた毒島さんは、俺の背中をポンと叩いて、自分のクラスのバスに乗り込んだ。

「苅かり羽ばくん、何してんの？　うちのクラスのバスあっちだよ？」

「おわっ！」

　背後からした来くる栖すの声に、思わず叫さけび声を返してしまう。

「驚おどろき過ぎでしょ……どうかしたの？」

　朝と同じく、やや表情が固い来栖。言い方もどことなく冷たい気がしてしまう。

「いや、どうもしない。ＯＫ、ＯＫ」

　ふーん、と言いながら来栖が首を傾かしげる。この様よう子すだと、今の毒ぶす島じまさんとの会話は聞かれていなかったようだ。

「あのさ苅かり羽ばくん、ＵＳＪ、最初どこのエリア行くか、私が決めていい？」

「え？　ああ、えー、うん、そうだな、別にいいんじゃないか」

　特段、俺おれが行きたい場所も無い。そこは楽しみにしている人間が適当に決めてくれれば良い。

「──あ、苅羽、いたいた」

　そんな時、そこに来たのが和かず佐ささん。

「あのさ、この後のＵＳＪ、わたし、行きたい所あるんだけど」

「ん？」

「え？」

　この空気に、俺たちはそれぞれ何を感じたのか──。

　和佐さんと来栖の視線がぶつかり合う。

　ねえ、真顔で無言になるのやめませんか。

「苅羽くん、私、ジェットコースター乗りたい。ハリウッドエリアに何か凄すごいやつが──」

「苅羽、わたし、ハロー・ケティのグッズ見たい。ワンダーランドエリアにケティコーナーあるから──」

　来栖と和佐さんの声が早さつ速そく不ふ協きよう和わ音おん。

「来栖さん、それって絶ぜつ叫きよう系けいでしょ？　無理、わたし、無理」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、魔ま獣じゆうが出てくる訳わけでもないし、和佐さんも今さらこんなので絶叫とかするはずないよ」

「わたしの何が分かるのよ。しかもこれ、４３メートルからの大落下とか謳うたってるやつじゃない。絶対無理だから」

「和佐さんの言ってるワンダーランドだって、これ、家族連れが来るような所でしょ？」

「いいじゃないの、可愛かわいいんだから。ケティグッズとか、ここでしか手に入らないものとか売ってるだろうし、それにほら、乗り物だってあるわよ」

「乗り物って……フライング・ケティとかいう、子供騙だましのゆとり絶叫でしょ？　スリルが足りないよスリルが」

　平行線を辿たどる話し合い。さっきからチクチクと腹はらが痛むのは何な故ぜだろう。

「苅羽くん」「苅羽」

「はい」

　声が裏返る。

「「どっちがいい!?」」

　何でそこだけ声合わせてくるんだよ。お前ら実は息ぴったりかよ。

「あの、どっちも行けばいいんじゃないかな？」

「「何で？」」

　何でって何だよ。逆にこれ以外にどうしろって言うんだよ。

「どっちも楽しいと思うよ、うん。俺おれ、どっちも好きだなあ。どっちも行きたい。生きたいよ俺」

　懇こん願がんに似た返答に命を懸かける。俺への生せい殺さつ与よ奪だつは、今やこの二人に握られていた。

「なら良いけど……」

　納なつ得とくしかねる様よう子すを見せながらも、来くる栖すと和かず佐ささんが互たがいの顔を見合わせる。

「「じゃあ、どっち先に行く？」」

　何で俺に聞くの。やめて。許して。

　──俺たちの修学旅行は、まだ始まったばかりだ（絶望）。







　ワンダーランドエリア。

　予想はしていたが、家族連れが多い。

　平日のくせに、どうしてこうも大人おとなと子供が入り乱れているのだろう。

「あ、何これ、超かわいい！」

　一歩先を歩く和佐さん。

　ピンク色に装そう飾しよくされた「ハロー・ケティのリボンブティック」店内で、あれこれとグッズを見て回っている。

　ちなみにケティとは、頭に付けたリボンがチャームポイントの、毛むくじゃらのキャラクターだ。猫ねこを模もしたという設定ではあるが、毛に包まれ過ぎてもはや何の動物なのかよく分からない。ネット上では「毛ティ」と記され、毛だけでなく草まで生はやされている。

「苅かり羽ば、見てこれ、めっちゃ可愛かわいくない？」

　ケティのぬいぐるみを手にテンションを上げる和佐さん。

　ただし、俺の後ろでは、先ほどから来栖が死んだような顔で歩いている。

　こういうものに心底興きよう味みが無いのだろう。線分ＡＢ上を移動する点Ｐの五分後の位置でも求めているかのような虚うつろさが見え隠かくれしていた。

「苅羽ってば、聞いてる？」

「え、ああ、何？」

「このケティ、超可愛くない？」

　どう答えれば正解なのか。

　と言うか、それを聞いてこの人は一体どうするつもりなのだろう。

　ここに至るまでの会話の中で、俺おれは神経をすり減らしていた。

　ああ言えばこう言う。

　来くる栖すと和かず佐ささん二人の、ともすれば意地の張り合いのような質問攻こう勢せい。俺はただただ正解の選択肢しを探すだけの機械と化していた。





　　①「ああ、可愛かわいいな」

　　②「お前の方が断然可愛いよ」

　▼③「そんなことよりおっぱいが見たい」






「そんなことより──」

「そんなことより？」

「違う、間ま違ちがい。可愛いな、そのケティ超可愛い」

「何か適当じゃない？　本当にそう思ってる？」

「思ってる、思ってる。ほら、あっちにリボンあるぞ、リボン」

「ホントだ。あ、さっきからすれ違う人が頭に付けてたのって、あれかあ」

　和佐さんがトコトコと棚たなを移動する。

　危ない危ない。選択ミスからのバッドエンドに突入してしまうところだった。

「何とかごまかせて助かった……」

　苦しくなった時は話題を変えるに限る。この数十分間で俺が学んだ一つの処しよ世せい術じゆつだった。

　しかしどうしよう、俺、全然楽しめてないぞ。

　正解を探して探して、ギャルゲーの攻こう略りやくチャートをなぞるだけの会話に、何か意味があるのだろうか。

　当たり障さわりの無い言葉でお茶を濁にごし、波風を立てないようにするだけの仕事。

　俺は今、生きていると言えるのだろうか。

「おい来栖……来栖ってば」

　相変わらず表情が死んでいる来栖の体を肘ひじで小こ突づく。

「…………？」

「無言で首を傾かしげるだけの応答はよせ。和佐さんほどテンションを上げろとは言わないけれども、もう少し会話に混ざってくれ」

「だって……ピンク過ぎて目が痛い、ここ」

「言いたいことは何となく分かる。少なくとも俺たちが来るべき場所ではなかったような気はとてつもなくする」

　けど、もうちょっとさ、あるじゃん、振ふる舞い方とかさ。一人だけ楽しくなさそうだったら気にするじゃん。

「何でこっち先に来たのさ……」

「んなこと言われたって……」

　不ふ機き嫌げんさに拍はく車しやの掛かる来くる栖せ。どうせお前の所も後で行くんだからいいじゃねーか──とは、やはり言えないけれど。

　ただ、やっぱり三人で来ている以上、もう少し楽しもうとする努力はしてほしい。今みたいに不満気な姿を見せられたら、俺おれも気にするし、きっと和かず佐ささんだって──。

「苅かり羽ば──」

　ほら、また呼ばれた。しかし和佐さん、いつの間にそんな声が野の太ぶとく──。

「やっぱり苅羽か」

「佐さ々さ木きかよ！」

　何な故ぜこいつがここにいるのだ。

　藤ふじ岡おかたちと一いつ緒しよに行動しているのだろうと思っていたが、何故こんな場所で単独行動を取っているのか。

「不ふ思し議ぎそうな顔をしているな──何故おれがここにいるのか、と」

　ロリコンがハローケティのリボンブティックでカッコつけている。こんな光景を目にしているのは、世界広しと言えども俺たちだけだろう。

「ここなら他のエリアと比べて、小さい女の子がいっぱい来るだろう？」

「通報し──」

「待て苅羽、待て」

　ケータイを持つ俺の手首を握り、佐々木が抵てい抗こうする。

「触さわるな、ロリコンが伝う染つる」

「ロリコンは病気ではない。現象だ。いずれは文化になり得る」

　意味が分からない。俺たちは日本語で話をしているのではなかっただろうか。

「お前、いつか本当に通報されるぞ」

「バカを言え。おれは小さな女の子が好きだからこそ、小さな女の子に手を出す人間を許さない。ロリコンだからこそ、命を賭として幼女を守るんだ」

　頭がおかしくなりそうだった。この男、和佐さんにフラれて、いよいよ頭のネジが吹っ飛んだらしい。

「あー、ほら、和佐さんチラチラこっち見てるだろ。お前、フってきた本人がすぐそこにいるのに、昨日きのうの今日きようでよくそんなこと堂々と言ってられるな」

「未み練れんは無い。あるのは過去だけだ」

　いちいち言い回しがウザい。どこの主人公だこいつ。

「苅かり羽ば、何してんのよ、こっちこっち」

　和かず佐ささんは、恐おそらくその存在に気付いているであろう佐さ々さ木きには全く触ふれず、５メートル先の場所で俺おれを呼び出した。

「じゃ、俺ら行くから。佐々木も頑がん張ばれ──いや、頑張らなくていいけど、達者でな」

「ああ、お前も選択肢しを間ま違ちがうなよ」

　この状じよう況きようをギャルゲーになぞらえているのは、どうやら俺だけではなかったようだ。

　俺と来くる栖すは佐々木に別れを告げ、和佐さんのもとへ向かう。

「苅羽くん、あの人、面おも白しろいね」

「面白いかどうかは別として、好きなものに正直なところはお前と似てるな」

「少しだけ、退たい屈くつじゃなくなった……かも」

「そりゃ良かった」

　佐々木もたまには役に立つ。ロリコンエンターテイナーとして一いち目もく置いておこう。







　ワンダーランドエリアでの一ひと幕まくは、和佐さんとのデートと表現するよりも、来栖のお守もりと言う方が正しかった。

　和佐さんの話に合わせつつも、後ろで手て持もち無ぶ沙さ汰たにしている来栖を気に掛け、話を振ふり、死にかけの精神を何とか蘇そ生せいさせる。

　それを続けること一時間半、ようやくワンダーランドを脱した俺たちは、来栖の望みのジェットコースターに殴なぐり込みを掛けに来た訳わけだが──。

「ああ……上がってる、上がってるぅ……死んじゃう、ひんじゃうよぉ……」

　四列席のジェットコースター。

　俺の右みぎ隣どなりで、和佐さんがガチ泣きしていた。

　今しがた動き出したばかりのコースター。急な角度でゆっくりと上じよう昇しようしていくそれは、この直後に待ち受ける落下を嫌いやでも予想させる。

「いや、和佐さん、死なないから、大だい丈じよう夫ぶだから」

　俺がそんなことを言っても、彼女の脳には届いていない。ひたすらに「ひぬぅ、ひぬぅ」と上うわの空で呟つぶやいているだけだ。

　すると、俺の左隣──和佐さんとは対照的なワクワクした表情で、来栖が何やら語り出した。

「和佐さん気を付けてね。安全バーのロックが緩ゆるいと、本当にひんじゃうから」

「え？　え？」

「あれれえ？　和佐さんの安全バーだけ、何かガクガクしてない？」

「ああああああああああ！　降おろしてええええええええ！」

「うるせえ！　落ち着け！」

　絶ぜつ叫きようルートに行きつく前に、和かず佐ささんが泣き喚わめく。さっきのはもちろん来くる栖すの冗じよう談だんなのだが、今の和佐さんには真しん偽ぎの判断はつかない。しまいには周囲の乗客の苦笑まで耳に入ってきた。

　だが、来栖の声は止まらない。

「和佐さん、安全バーから手を離はなしたら落ちちゃうよ、死んじゃうよ？」

「あああ……離したら死ぬ……離したら死んじゃう……」

　和佐さんの指先が、黒いバーにめり込んでいく。すすり泣く彼女の声は不ふ憫びんでしかない。

「苅かり羽ばくん、やっぱり絶叫系って面おも白しろいね」

「お前も良い性格してるよホント……」

　コースターが頂上に差し掛かろうとしていた。もはや和佐さんが息してない。

「和佐さん、ほら、見て見て」

　威い勢せいの良い来栖の声。

「ほらー、手放し落下五秒前だよー」

　安全バーから両手を離はなし、微笑ほほえむ来栖がそこにいた。

「あああああ！　苅羽あ！　来栖さんが死んじゃう！　来栖さんが死んじゃう！」

　錯さく乱らんする和佐さん。不ふ謹きん慎しんだが、発言がアホ可愛かわいい。

「和佐さん、私のことなんか見てていーの？」

「へ？」

「前見ないと、前」

　最高到達点４３メートルからの落下が────始まる。







「苅羽のバカあああ……来栖さんのアホおぅ……」

　ジェットコースターから降おりた和佐さんは、さめざめと泣いた。

　アトラクションの向かいにあったピンクカフェ──店外のテーブル席に座り恨うらみ言ごとを連ねる和佐さんは、いつもの強がりを微み塵じんも見せず、顔をクシャクシャにして泣くだけだった。

「ほーら、和佐さん、マンゴーバナナのカップケーキだぞー」

「ほらほら、和佐さん、レモンソーダ飲む？　飲むよね？」

　俺おれと来栖は、彼女を宥なだめるのに必死だった。しかし、全然泣き止やまない。

「（お前があんなに煽あおるから……！）」

「（違うよ、苅羽くんのフォローが足りなかったからだよ……！）」

　不毛な責任のなすりつけ合い。

「グスッ……グスッ……アイス……ワッフルコーンのダブルも……」

　和佐さんが泣きながら何か言い始めた。

「苅羽くん、私、トイレ行ってくる」

「待て来くる栖す、逃げるな」

　それじゃ、と言って足早にトイレに去る来栖。自動的に六百円の債さい務むが俺おれに降ふりかかる。

　だが、ここでゴネてもあとの祭りだ。すでに来栖はいないし、涙なみだを流す和かず佐ささんに「てめえで払え」なんて流石さすがに言えない。

　ダブルのアイスを買って席に戻もどると、和佐さんはすでに泣き止やんでおり、独ひとりカップケーキを食べていた。

「あ、お帰り苅かり羽ば」

「…………」

　やられた。

「演技かよ……」

　脱力感に見み舞まわれた俺は、ドサッと和佐さんの向かいに座る。

「あ、何よその顔。怖こわかったのは本当なんだからね！」

　俺の手からアイスを奪うばい、かじりつく和佐さん。

「絶ぜつ叫きよう系けいが苦手っていうのは本当よ。実際、乗った時はメチャメチャ怖かったし……」

　和佐さんがズズッと洟はなをすする。

　確かに、乗った時のあれが演技だったなら、大した役者である。だが、彼女にそこまでのことはできないだろう。理性とプライドが邪じや魔まして、あそこまでの泣き顔は見せられないと思う。
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「……ま、この状じよう況きようなら結果オーライかもね」

「結果オーライ？　どこがだよ」

「苅かり羽ばが心配してくれてるし」

「はあ？」

「だって苅羽、ワンダーランドエリアでは上うわの空だったじゃない」

「そんなことねーよ」

「ある。あるわよ。来くる栖すさんばっかり気にして、こっちの話、全然聞いてなかった」

　和かず佐ささんの語気が強くなる。

「それは──あいつがあまりにも気力を失っていたからであって、だな……」

「はいはい、そうですよね、苅羽はそうやって、いっつも来栖さんのこと見てるんだもんね」

「だーかーらー！」

　和佐さんといい、藤ふじ岡おかたちといい、そして毒ぶす島じまさんといい、一体全体何なのだ。

「……冗じよう談だんよ」

「本当かよ……」

「半分はね」

　そう言って、和佐さんはアイスを舐なめる。

「来栖さんに限ったことじゃなくって……困ってる人に優やさしいってことでしょ、苅かり羽ばは」

「そんなこともねーよ」

「でも、今は私のこと気にしてくれてる」

　やや腫はれぼったくなった彼女の目が、微笑ほほえみにより緩ゆるむ。

　止まる会話。

　返答の選択肢しが出てこない。

「ねえ苅羽──」

「ハイ」

　ハイって何だ、ハイって。動どう揺ようし過ぎだろ俺おれ。

「夜に観かん覧らん車しやって乗ったことある？」

「観──？　いや、無いけど」

「わたしも無いの」

「はあ」

「乗ってみない？　今日きよう」

「え──？」

「観覧車で赤い月っていうのも、思い出に残ると思うから」

　気付けば──、

　月食に負けず劣おとらず、彼女の顔も真っ赤に染そまっていた。

「ＵＳＪ見終わったら、一回バスに戻もどって──で、それから抜け出して、シティポートで待ち合わせ。一いつ緒しよに抜けると目立つから、時間ずらして一人ずつ──ね」

　天てん保ぽう山ざんの大だい観かん覧らん車しやまで行くには、ここからだと、徒歩五分ほどの場所にある船着場──ユニバーサルシティポートから船に乗っていく方法がある。

　一いつ旦たんバスに戻らずとも、そのままシティポートまで行けばいいのではとも思うが──。

　和かず佐ささんが気にしているのは来くる栖すの存在だろう。

　バスに戻らずシティポートに行くのであれば、当然一緒に行動している来栖にそれを説明しなければならない。

　だが、一旦バスに戻る──すなわち、全体の集合時間に間に合わせた格かつ好こうを取れば、そこから先は、俺おれも和佐さんも来栖も別行動だ。

　バスが発車するまでに、トイレに行きたくなったとか何とか言って抜け出せば、傍はた目めには俺と和佐さんがシティポートに行ったことなど誰だれにも分からない。

　つまり、そういうことだ。

　和佐さんが「バスに戻る」という提案をしたということは、来栖に説明しないということ。

　俺と、和佐さんと、二人で──。

　観覧車に乗りたいと──。

「──ッと、電話」

　彼女の制服から鳴る電子音。和かず佐ささんがスマホを取り出す。

「鈴ス木ズから。ごめん、ちょっと出るね」

「あ、じゃあ俺、来くる栖す見てくる。トイレにしてはちょっと遅いし」

　実を言えば、別にそんなことは無い。

　ただ、この場に座り続けることができなかったのだ。







　時々すれ違う他校の生徒。修学旅行シーズンで、全国各地から人が訪れているのだろう。

　中でも、やけに目に付くのが紺こん色いろのブレザーを着た集団。

　何な故ぜだか記き憶おくが刺し激げきされる。

　そう古い記憶ではないと思うが、日常的なシーンに刻み込まれた記憶という訳わけでもない。つい最近、新たに刻まれたような──。

「──チャラ男？」

　トイレにほど近いカフェテリア──その建物の真ん前に、軽けい薄はくさが服着たような男が立っていた。

　そして、俺が探していたクラスメイトも──。

　慌あわてて足音を抑おさえる俺。忍しのび足で建物の陰かげに隠かくれ、二人の会話に耳を傾かたむける。

「まさかまた会えるとはねー、超ラッキーじゃね？」

　そうだ、あの制服、どこかで見たことあると思ったら、名な古ご屋や駅で見たあいつのものだ。あいつらの学校もここに来ていたのか。

　しかし俺おれ、何で隠かくれたのか分からないな。どこに隠れる必要があった？　何な故ぜこっちがコソコソする必要があるのだ。

　堂々と出て行けば良かったじゃないか。

　冷静に考えればそうだ。

　でも、昨日きのうと今け朝さと、どことなく俺に対して不ふ機き嫌げんだった来くる栖すの顔が、俺の一歩を踏ふみとどまらせたのも確かだ。

　ここに来て大だい分ぶ機嫌が良くなっているとはいえ、俺がここに割り込んで、また変な地雷を踏むことになっても困る。来栖が俺の何に不満を抱いだいていたのか、あいつの口からハッキリ聞いた訳わけでは無いのだ。何が地雷になるか分からない以上、迂う闊かつに動きたくない。

　それに、今思い返せば、名古屋駅で来栖は、結けつ構こう楽しそうにあの男と話していたのだ。俺がまたお節せつ介かいをしてトークをぶった切るのも、それはそれで大きなお世話のような気がする。

「今一人？　良かったらオレと回らない？」

　また勝手なこと言いやがってあの野や郎ろう。一人でＵＳＪ回る奴やつがいるかよ。

「ううん。友達と来てるから」

「友達？　友達って……あのカリバくんとか言う？」

「うん、そう」

「あ、何だ、ラッキー」

　急にチャラ男の声が明るくなる。ラッキーって何だ、俺がいて嬉うれしいのか。ホモか。ロリコンの次はホモか。

「友達ってことは、やっぱり付き合ってる訳じゃなかったんだ」

「──あ」

　チャラ男の言葉に、来栖が明らかに動どう揺ようしていた。

「何かおかしいと思ってたんだよねー。なんつーか、不ふ釣つり合あい、みたいな？」

「そんなこと──」

「思わない？　でも、あのカリバくんってさ、傍はたから見たら、麻ま央おちゃんとは別のタイプの女の子と付き合ってそうな感じするんだよね。もっとチャラい、それこそ同じ茶ちや髪ぱつの女の子とかさ」

「────！」

　来栖の表情が、一いつ瞬しゆん歪ゆがんだ。

　あいつが今の言葉に何を連想したのかハッキリとは分からない。けれど──。

「そんなの──分かんないもん」

　来くる栖すは唇くちびるを嚙かんでいた。

「そんなの分かんないもん！」

　踵きびすを返し、来栖が駆かけ出す──って、ヤベッ、こっち来る！

　咄とつ嗟さに建物の壁かべにへばり付く俺おれ。

　早い足音は止まることなく次し第だいに遠のき、数十秒後──周囲を見渡すと、来栖もチャラ男もいなくなっていた。







　俺が戻もどると、そこには電話を終えた和かず佐ささんと、やや息を切らせた来栖が座っていた。

　二人の表情は、数十分前とはすっかり異なっている。

　ジェットコースターで泣き顔を見せていた和佐さんは、今や憑つき物が落ちたかのようにスッキリとした顔で。

　一方、かつて笑顔に満ち満ちていた来栖の表情は沈んでいて──。

「じゃ、次のアトラクション行くか」

　なんて俺が言ってみても──、

「うん……そだね」

　彼女は、無理やり取ってつけたような笑顔を浮うかべるだけ。

　その後も来栖の様よう子すは変わらず、上うわ辺べだけの微び笑しようが続いた。




　そして──。




　午後五時四十分。

　俺おれたち三人は、ＵＳＪの駐車場に止まっているバスに乗り込んでいた。

　すでに戻っている生徒もいれば、まだ戻ってきていない生徒もいる。

　和佐さんは他の女友達の隣となりの席に、他方、俺と来栖は隣同士に座り、全生徒が集合するのを待っていた。

　そんな中、和佐さんは席を立ち、一いつ瞬しゆん俺に目配せしてバスを降おりていく。

　数分後に来たメールはやはり彼女からで「シティポート」とだけ入力されていた。




　──正直、迷っていた。




　このまま行っていいものかどうか。

　それは和佐さんと一いつ緒しよにいることが嫌いやとかいうのではなく。

　そんな直接的な理由ではなくて──。

　この行こう為いが、何かの最終決定になってしまいそうな気がして──。

「苅かり羽ばくん」

　俺おれが座席で頭を抱かかえていると、隣となりの来くる栖すに呼び掛けられた。

「……何だ？」

「私ね……、抵てい抗こうしたい」

「抵抗？」

「あの人の言ってたこと、そうかもしれないけど──でも、認めたくない」

「あの人って──？」

「迷ってたけど、やっぱり行こう」

「待て、さっきから話が見えない。何言って──」




「──観かん覧らん車しや」




　覚かく悟ごを決めたような顔で、彼女は呟つぶやいていた。

「か──、え!?　おま──!?」

「……一いつ緒しよに行こう？　みんなに迷めい惑わく掛けてもいい。私、やっぱり苅羽くんと一緒に見たいもん」

　来栖は俺の手を摑つかみ立ち上がると、その手を引きながら外へと俺を連れ出した。

　太陽は沈み、辺りは薄うす暗ぐらくなっている。

「待て、待ってくれ来栖」

「待たないよ。船の最終便が六時半だから……念のため余よ裕ゆうをもって行かないと。トイレなら向こうに着いてからでも良いでしょ」

　彼女の歩みは止まらない。着実にシティポートへ向けて歩数を重ねていく。

「いや、そういうことじゃなくて」

「ずっと考えてたけど…………考えるのって、私らしくない。やりたいようにやってみて、考えるのはそれからでいい」

「話を聞け」

「私も苅羽くんに聞いてほしい話いっぱいある。だから話そう。観覧車で、お月様見ながら。──そしたら私、色々、素直な気持ちで話せると思うの」

　どうしよう。

　マズくないかこれ。

　話が通じない。いや、通じてはいるのだけれど、彼女の確固たる意志に全て飲み込まれている。

「いや、来栖、あのな、和かず佐ささんがな」

「和かず佐ささんは今関係無いよ。私も和佐さんのこと気にして、気にして、気にして──それで考え過ぎちゃったから。今は和佐さんのこと気にしない。私のやりたいようにやる」

　シティポートが近付く。

　時計は間もなく午後六時を指し示そうとしていた。

　そして──。




「何で？」




　船着場──海をバックに佇たたずんでいたお団だん子ご頭の彼女が、俺おれたちを見て首を傾かしげていた。




「何で来くる栖すさんがいるの？」




　間ま違ちがいなく──。




「苅かり羽ばくん、どうして和佐さんがいるの？」




　バッドエンドな──。

　──そんな、ある秋の一日。




「あのな、聞いてくれ」




　振ふり絞しぼって声を出す。

　自分でも信じられないくらい声が震ふるえていたが、そんなこと構っていられない。

「偶ぐう然ぜんなんだよ偶然。ついさっき来栖からも行きたいって話が出て、それで──」

　心が折れそうだった。

　二人は、俺の話を聞いているのかいないのか、はたまた聞く価か値ちなど無いと思っているのか、互たがいの目だけを見つめていて──。

　その距きよ離り３メートルにおける視線の交こう錯さくは、鋭するどく尖とがっていた。

「だからさ、その、良い機会だし、三人で──」




「「やだ」」




　二人の声が、寸すん分ぶんの狂いなく重なる。

　同時に、俺は語る言葉を失った。




「ズルいよ……」




　先に声を上げたのは和かず佐ささんだった。

「わたしが考えて、動いて、今日きようは凄すごく頑がん張ばったって──そう思えるくらいのことを、勇気出してしてるのに──！」

　和佐さんが一歩前に、来くる栖すへと近付く。

「来栖さんが一言──たった一言『苅かり羽ばくん』って言うだけで、わたしなんか飛び越こえて行っちゃう！　そんなのズルい！」




「ズルくないもん！」




　声を荒げて、来栖が反はん駁ばくしていた。

「ズルいわよ！」

「ズルくない！　和佐さんの方がズルいもん！　私に無いものいっぱい持ってて、普通の女の子で、普通に大学のこと考えて、普通に苅羽くんと将来の話ができて──！」

「そんなのズルいなんて言われる筋合い無いわよ！」

　和佐さんが悔くやしさを隠かくさずに唇くちびるを嚙かむ。

「来栖さんの方が良いわよ！　自分の好きなことやって、呆あきれられながら、それでも何だかんだで受け入れられてるじゃない！　異世界だ、魔ま法ほうだ、聖せい剣けんだって言って現実逃とう避ひしてるのに、何でそんな……苅羽は来栖さんばっかり気に掛けるの!?」

　え、そこで俺おれに振ふられるの？

「私は現実逃避なんてしてないもん！　逃げてなんてない！　そうでしょ、苅羽くん!?」

　いや、俺は……。

「私は聖剣使えるし、魔ま獣じゆう倒せるもん！　私にとっては学校も現実だし、聖剣だって現実なんだもん！　この世界も異世界も、どっちも現実なんだから──異世界のことを思うのが現実逃避だなんて、そんなの言われたくない！」

「その考えは逃げじゃないの!?　じゃあ来栖さんは異世界に行くの!?　この世界から出てくの!?　なら搔かき乱さないで！　苅羽まで持って行こうとしないで！」

「そんなの和佐さんに言われることじゃないもん！　それは苅羽くん──苅羽くんが──！」




　──そう。

　俺が決めることなのだけれど──。

　とんでもないところで発言権が移ってきてしまった。

　どこからどう見ても修しゆ羅ら場ば。

　悔くやし涙なみだを浮かべた二人の少女の前に、俺おれはあまりにも無力過ぎた。

　正解の選択肢しなんて分かるはずもない。

　でも、黙だまっていられる時間はとっくに過ぎていた。

　素直に、言うしかないのだ。




「俺は……来くる栖すほど、異世界に寛かん容ようにはなれない」




　それは、別に隠かくしていることでも何でもない。

　以前から来栖には言っていることだったし、この旅行前も、旅行中も、その思いは変わらない。

「何で……何でそんなこと言うの？」

　来栖が唇くちびるを震ふるわせる。けれど、彼女が求める答えなんて、俺は持ち合わせていなかった。

「いつまでも……これまでみたいにやっていけるかって言ったら、そういう訳わけにもいかないだろ。聖せい剣けんだ何だって、そんなことばっかしていられない」

「噓うそだよ！　そんなの勝手な見方だよ！　理由になってないよ！　大人になっても聖剣使っていいじゃん！　魔ま法ほう出してもいいじゃん！　異世界に行ってもいいじゃん！　私が大学のこと考えたくないのと一いつ緒しよで、苅かり羽ばくんは異世界から目を背そむけてるだけじゃん！」

「違ちげーよ！　お前も現実見ろ！　聖剣使えたって就しゆう職しよくできねーだろ！」

「できるかもしれないじゃん！　それに、こっちの世界が無理なら、異世界に行けばいいんだもん！」

「だから何でそういう話に──」

「苅羽くんや和かず佐ささんは『できる』から分からないんだよ！　普通のことを普通にできるから！」

「何だよ、それ……」

「修学旅行で、部へ屋や一緒になって、嫌いやってほど分かったもん。どうせ私は和佐さんみたいにできない。普通の人と普通に付き合えない。だから大学だとか仕事のことだとか、普通の人と普通に過ごす将来のことなんて考えられない。先のことなんて、考えたくない……！」

「だからって、こっちの世界を否ひ定ていすんなよ。俺はお前に異世界に行ってほしいなんて思わないし、こっちの世界で──」

「噓うそだよ」

「あ？」

「それは噓。苅羽くんは和佐さんが良いんでしょ。和佐さんがいれば、私なんてどうでもいいって思ってる」

「いきなり何言ってんだよ、誰だれもそんなこと言ってないだろ」

「言ってないけど……苅かり羽ばくんはそうだもん！　だから和かず佐ささんからお守りだって貰もらったんでしょ!?」

「お守り──って……」

　昨日きのうも来くる栖すは、そのことについて面おも白しろくなさそうな顔をしていた。

「二人で大学の話なんかして、私はそっちのけで……要らないって言ってたお守りだっていつの間にか受け取ってて、デレデレ鼻の下伸ばして……」

「伸ばしてねーよ！　ってか、そんなのお前がどうこう言うことじゃ──」

「私だって買ってた！」

「はあ……!?」

「私だってお守り買ってたもん！　苅羽くんに！　受験頑がん張ばろうねって！　思って！　買ってたのに！」

　来栖……今、何て……？

「あのお守りって、来栖の──自分のものじゃなかったのか？」

「私が自分で学業成じよう就じゆのお守りなんて……買う訳わけないじゃん……」

　洟はなをすすりながら、来栖が涙なみだをこぼす。

「私だって、とりあえずこっちの世界で頑張ってみようかって思ってたのに！　苅羽くんと一いつ緒しよに大学行ってみようかって、受験頑張ろうかって……！　苅羽くんにお守り渡そうって思ってたのに……！」

　来栖は涙をこぼしながら和佐さんに詰つめ寄った。

「どうして私より先に渡すの!?　ズル！　ズル！　ズル！　バカ！」

「そんなのわたしの勝手でしょうが！　ズルなんて言われる筋合い無いわよこのアホ！」

「私が！　一番に！　渡して……！　二人で頑張ろうねって……言うはずだったのに！」

「知らないわよそんなの！　自分がグズグズやってたのをこっちのせいにしないでよ！」

「私の方が苅羽くんと早く知り合ってるのに！」

「事実の捏ねつ造ぞうしないでよ！　こっちは中学から知ってるの！　あんたの方がポッと出よ、ポッと出！」




　どちらが先に手を出したのかは定かではないが──。

　気付けば、二人は取っ組み合いになっていて──。




「こ────のっ！」




　歯を食いしばり唸うなる両者の体からは、白い光と黒い炎が漏もれ出していて──。




「おい、ちょっと待て二人とも──」




　俺おれが駆かけ寄ろうとしたその時。

　月明かりが、強く二人を照らした。

　思わず空を見上げる。

　黄白色に輝かがやく月。その端はしには──極きわめて微び小しようではあったが、確かに欠落が存在していた。




　──月食の始まり。




　来くる栖すと和かず佐ささん、二人の体から漏もれる白と黒の魔ま力りよくが、一気に膨ふくれ上がっていた。




「ちょ──これ──!?」




　目を開あけていられないほどの光が二人を覆おおう。

　そして、次の瞬しゆん間かんには──。




　船着場で静せい寂じやくを決め込んでいた海が、大きな水柱を立てていた。




「な────!?」




　驚おどろいた理由は二つある。

　一つは、この異変があまりにも突とつ然ぜんで、予想だにしていないものだったから。

　そしてもう一つは──。

　水柱に弾はじき飛ばされるように、上空から、二人の異世界人が降ふってきたからだ。




「痛いだっ！」「なのですっ！」




　俺おれのすぐ横で、着地に失敗する二人。

　一人は赤く長い髪かみを携たずさえた大人おとなびた女性、もう一人は青い髪を二つに結ゆったあどけない少女。

　異世界の市役所の制服を着た彼女たちは、数ヶ月前から何ら変わっていない。

「ニムさん……？　メル……？」

「え、カリバ？」

　ニムさんが辺りを見回しつつ、俺を認識した。

「先せん輩ぱいとカリバさんが同じ空間に──？　そして、そこにいるのはクルスさんにカズサさん、ということは──？」

　メルは整理するように独ひとり言ごとを呟つぶやき──しかし、その言葉を進めるごとに、顔色を青くしていった。




「「なんてこと──！」」




　異世界人二人が同時に頭を抱かかえていた。

「ニムと──」「メル──？」

　互たがいの腕を摑つかみ合っていた来くる栖すと和かず佐ささんも、その二人の存在に気付く。毒気を抜かれたように、呆ほうけた顔で目をしばたたかせていた。

「何で二人が？　ってか、え、どこから？」

　俺おれも来栖も和佐さんも、誰だれも現状を把は握あくできていなかった。

　けれど何となく、その異変がどこに影えい響きようを及およぼしているのか、目の前の海を見ているだけで想像がついてしまう。




「海が……黒い？」




　月明かりに照らされているはずの海。

　しかし、海はその光を反射することなく、どこまでも深い穴のように、その全域を黒く暗く保っている。




「あああああ！　開あいてしまったのです！　ご開通なのです！」

「ってか何でこんな──？　封ふう印いんが解とけるほどの魔ま力りよくなんてどこから──」

　混こん乱らんを極きわめた様よう子すの異世界人。メルに比べてまだ冷静なニムさんが、あることに気付く。

「ちょっとカリバ、今、あの子たちどういう状じよう況きようよ」

　彼女の視線の先には、取っ組み合いのまま静止した来栖と和佐さん。

「どういう状況って──別に……」

　言いよどむ俺おれ。ここに至るまでの経けい緯いを説明するなんて、俺の精神が破は壊かいされてしまう。

　それに──。

「そっちこそどういう状況だよ!?　いきなり来たと思ったら、何か見るからに海の様子が変だし、それに穴って──」

　嫌いやな予感しかしないのだ。

　この二人が慌あわてている時なんてろくなことが無い。ただでさえこっちは非常事態なのに、今度は異世界人が一体どんなトラブルを持ち込んできたと言うのか。

「この海と魔ま獣じゆう区くの泉──その二つを通じて、誰だれもが、いつ何なん時どきでも、自由に通り抜けられる穴が……現在進行形で拡かく大だい中なのです」

　青い顔して口を動かすメルは、未いまだに頭を抱かかえている。

「何だそりゃ？　どういう──」

　言い終えるのを待たず、ニムさんが答える。

「転送魔ま法ほうを必要としない、正しよう真しん正しよう銘めい、異世界とこの世界を繫つなぐトンネル。それが魔獣区と繫がってしまったものだから、放っておけばこの世界に魔獣がなだれ込んでくる──ってこと」

「ちょっと！　さっきから何訳わけ分かんないこと話してんのよ!?」

　ニムさんの回答に、和かず佐ささんが反応した。摑つかんでいた来くる栖すの腕を離はなし、彼女はニムさんに近付く。

「訳分かんないって言ってもね…………多分あんたたちのせいよ」とニムさん。

「はあ!?　ますます意味分かんないんだけど!?　何でこっちのせいにされなきゃいけない訳!?　あんたも来栖さんも……！」

「あ、今の言い方。やっぱりクルスと喧けん嘩かしてたの」

「あんたに関係ないでしょ、そんなの！」

　和佐さんの反応を見て、ニムさんは何かを察したように独ひとり頷うなずいた。

「原因は──カズサとクルスが怒りに任せて放出した魔ま力りよく。それが、二つの世界を繫ぐ穴の封ふう印いんを解といたからでしょうね」

「はあ!?　何でそんな話に──」

「昔、勇者と魔ま王おうが一人の女を巡めぐって起こした、馬ば鹿かげてるくらい壮そう大だいな痴ち話わ喧げん嘩か。そこで魔力をぶつけ合った結果できたのが──この穴らしいわよ」

　ニムさんが溜ため息いきを吐はきながら、頭を抱えて言う。

「今まで穴は封印されていたけど……どっかの誰だれかがまた似たようなことやってくれたんじゃないの？　勇者と、魔王が、一人の人間を巡って喧嘩する──ってね」

　来栖と和佐さん、そして俺おれを順番に見るニムさん。

　一いつ瞬しゆん、その場の誰もが黙だまり、中でも和佐さんの顔が若じやつ干かんの引きつりを見せていた。

「べ、べ──つに、巡って、なんて……！」

　顔を赤くしながら弁明しようとする和佐さんだが、ニムさんは気にも留とめない。逆に、その反応で全てを確信したようだった。

　だが、次の瞬しゆん間かん、その顔はすぐに疑問の表情へと変わる。

「──それにしても、まさかクルスとカズサとはいえ、ここまで魔力が上がるなんて……」




「きっと、月食だからですね」




　また、人が増えた。

「ナナ──？」「──先せん輩ぱい？」

　異世界人が目を丸くする。

　何であんたまで来てんだよ毒ぶす島じまさん。

「満月の日は魔力が高まる──という話があるけれど……。月食というのは、その高まりが最大限に満ちる日でもあるの」

　口上を述べつつ、見み計はからっていたかのように登場した毒島さんは、呆あきれた顔で俺を見た。

「ただ、今回のことは、苅かり羽ばくんに責任があると思うけど」

「はあ？」

「魔力の放出を──喧けん嘩かを促うながしたのは苅羽くんよ。あれじゃあ喧嘩して当たり前だもの」

　どうやらずっと見られていたらしい。

「……尾つけてたのかよ。干かん渉しようしないって言ってたくせに」

「あたしが噓うそ吐つかなかったことってある？」

「無い」

　やはり、毒島さんなんか大っ嫌きらいだ。

　そして、毒島さんを嫌う人間がもう一人。赤い髪かみをたなびかせながら口をひらく。

「ナナ……あんたねえ、居たならこうなる前に止めなさいよ……！」

「あたしは悪くないですよ。というか、そんな穴があったことなんて初耳ですし。それに、怒ってる場合じゃないでしょう？　実際問題、どうするんですかこれ」

　毒島さんの口調が固く切り替かわる。

「穴を閉じるなら閉じるで早くしないと。さすがにあたしも、魔ま獣じゆうまみれの世界で過ごしたくはないですよ」

「ったく、この前は自分から魔獣連れて来といて、どの口が言うんだか……」

　軽く嫌いや味みを放つニムさん。それに続いて、和かず佐ささんが喚わめくように声を上げた。

「何でもいいから早くしてよ！　わたしは魔獣が自由に行ったり来たりなんて、まっぴらごめんよ！　穴だか何だか知らないけど、閉じる方法があるならさっさと閉じて！」

「方法……ですか……」

　メルが困ったように呟つぶやく。

「何よ？　何か問題でもあるの？」

「穴が繫がった今、魔力が月食により増ぞう幅ふくされ続けているので、穴の大きさがどんどん広がっているはずです。放っておけば、いずれは海全体が異世界に通じる穴となってしまうのです」

　海全体って──、

「それ、地球上の七割ってことじゃねーか！」

　バカげている。魔ま獣じゆうにこの世界を浸しん食しよくしてくれと言っているようなものだ。

「穴が広がり切れば、もはや塞ふさぐことは不ふ可か能のうなのです。ただ、魔ま力りよくの増ぞう幅ふくがあまりに大き過ぎて……」

　メルの力無い説明に、毒ぶす島じまさんがさらに補足を重ねる。

「多分、増幅の速度はどんどん速くなる。皆かい既き食しよくに近くなればなるほど、魔力の増幅も大きくなるから──」

「──穴が海を浸食しきるまで、もってあと三十分──いや、二十分……？」

　メルが弾はじき出した結論は、あまりにも猶ゆう予よが無さ過ぎた。

「ちょっと待って、三十分でも二十分でも、結局穴を閉じる方法が分かんなかったら何とも言えないでしょ。わたしはどうすれば穴を閉じられるのかって聞いてるのよ」

　和かず佐ささんが痺しびれを切らす。対して、メルが素す早ばやく答えを返した。

「方法は一つ──再度の封ふう印いん。こちらの世界とあちらの世界──双そう方ほうから水面に魔力をぶつけ合い、穴を封印します」

「何よ、聞くだけなら意外とできそうじゃないの」

「そう……かもですね。お二人の力があれば……」

　メルは難むずかしい顔をしながら、和佐さんと来くる栖すの顔を交こう互ごに見た。

「え、何、わたし？」

「そう、魔ま王おうの末まつ裔えいであるカズサさん。そして、勇者の末裔であるクルスさん。二人が魔力をぶつけ合えば、恐おそらく──」

　メルはどこか迷う素そ振ぶりを見せながらも、和佐さんの疑問に答えていた。

「私、やる。こんなことしかできないから」

　今まで黙だまっていた来栖が、おもむろに口をひらく。

「来栖さんがやるなら、別にわたしだってやるけど──」

「待ってください！」

　来栖に続いて和佐さんが名乗りを上げたところで、メルが叫さけんだ。

「あたしの話、きちんと聞いていたのですか？　どちらかが異世界に行かなければ封印はできないのですよ？」

「いい、私が行くから」

　即そく座ざに来栖が答えていた。俺おれたちが口を挟はさむ間もないくらい、すぐに。

「ダメなのです。この状態で異世界に行ったら、次、いつこちらの世界に戻もどって来られるか保証が無いのです」

　──え？

「ちょっと待て、それどういうことだよ」

「どういうことも何も、だってこの穴を閉じればもう──」

「穴は閉じたって、転送魔ま法ほうがあるだろ。この穴を閉じた後で転送魔法を使って──」

「今回の封ふう印いんは、強大な魔ま力りよくのぶつかり合いです。双そう方ほうの世界に必ずや影えい響きよう──もとい、副作用が生じるのです」

「副作用？」

「穴を閉じるための封印──つまりは、空間の裂さけ目を強制的に閉じるものです。そして今回、勇者と魔ま王おうの血を引く者のＭＡＸの魔力がぶつかり合うのです。世界各地に散った魔力は、転送魔法に使用されている各地の空間の裂け目にも作用するはずです」

「それって、つまり……」

「全ての空間の裂け目が閉じる。すなわち、今後、転送魔法は使えない。なので、この穴を閉じた瞬しゆん間かんに、異世界との行き来は不ふ可か能のうになるのです」

「それでも関係無い。私は大だい丈じよう夫ぶだから」

　またしても響ひびいた来くる栖すの声は、メルが言い終わった刹せつ那な。迷いなど、どこにも感じさせないものだった。

「クルスさん、良いのですか？　何だか投げやりじゃ──」

「良いのよ」

　割って入ったのはニムさんだった。

「本人が腹はら決めてるなら、決心が鈍にぶらないうちにやっちゃった方が良いでしょ」

「ちょっと先せん輩ぱい──！」

「私たちだって迷ってる暇ひまなんか無いのよ。この穴を放置したら、今度はヴァイトニルやリヴァイアサンなんかじゃ済まないレベルの魔ま獣じゆうが死海からたんまり来ちゃうんだから」

「それは……そうなのですが……」

「カズサはここにメルと残って。メルが魔力の放出をサポートするから。クルスは私と一いつ緒しよにこの海穴に飛び込んで魔獣区へ──あ、聖せい剣けんあるなら持って行った方が良いわ」

　俺おれが何か言う間もなく、事態は急速に進行していた。

「来栖……」

「何も言わなくていいよ」

　彼女は俺に対し、つっけんどんに言い放つと、毒ぶす島じまさんのもとへと歩を進めた。

「毒島さん、持ってきてくれてるよね？」

「一応、言われたとおりにはね……。でも、こんなことに使うつもりじゃなかったんじゃないの？」

　毒島さんの問い掛けに、来栖は答えない。

　そんな来栖に、毒島さんは何も言わずスマホを操そう作さする。

「そうか、データ化して……」

　彼女のスマホが青く光り出したのを見て、俺おれは思い出す。

　聖せい剣けんは、その魔ま力りよくをデータに変えて、記き憶おく媒ばい体たいに保存することが可か能のうだった。恐おそらく、事前に来くる栖すから毒ぶす島じまさんに依い頼らいして、この修学旅行でも聖剣を持ってきていたのだろう。

「ここに入ればいいの？」

　聖剣シュトラールを手にした来栖は岸がん壁ぺきまで歩くと、すぐ足元にある黒い海を指差した。

「ちょ、ちょっと来栖さん、何もそんな急に──」

「じゃあ、和かず佐ささんが行く？」

　声を掛けた和佐さんに対し、来栖は悲しげに言葉を返す。

　和佐さんは戸と惑まどいの表情を浮うかべるだけで、何も声を放つことができなかった。

「冗じよう談だんだよ。ごめん、私、嫌いやな子だね」

　来栖はそう言って、無理やり作ったような笑みを浮かべながらも──。

「苅かり羽ばくんも……じゃあね」




　思えば──。

　春にも似たようなことがあった。

　来栖が自分の意志で、異世界に行こうとして──。

　この世界に見切りをつけようとしていた。

　俺はそれが嫌で──。

　この世界も捨てたもんじゃないなと思ってほしくて──。

　それでも、現実は──。




「──待てよ」




　俺の声だ。

　俺の声に決まってる。

　だってそうじゃないか。こんなの、許して良い訳わけないじゃないか。

「もっと考えようぜ。他に方法あるだろ」

　気付けば、子供みたいに無責任なことを言っていた。

「何で来栖がそんなことしなくちゃいけないんだよ。何でお前が行くなんて言うんだよ」

「……私にしかできないことだもん」

　いつもなら笑って言うセリフのはずなのに、彼女の顔は、陰かげる月のように暗い。

「そんなの──！　あっちの世界にだっているだろ!?　聖剣が使える奴やつも、魔ま法ほうが使える奴も──そういう奴ら片かたっ端ぱしから集めりゃ…………どうして来栖なんだよ！」

　理屈なんか、どうでもよかった。

「穴なんか……ひらけば良いだろ！　魔ま獣じゆうだって何だって来れば良いだろ！　俺おれも何とかする！　逃げねーよ！　頑がん張ばるよ、頑張るから……だから……何で来くる栖すが行くんだよ……」

「いいよ、私が行けば済むんだから」

　来栖が変わらないトーンで語る。そこに含ふくまれる感情の機き微びが、いつもとは比べ物にならないくらい小さい。

「もう戻もどってこれねーんだぞ!?　どうしてお前はそんなこと言えるんだよ!?」

「何で……止めるの？」

「何でって──」




「私はこの世界を──『苅かり羽ばくんと和かず佐ささんの世界』を守りに行くんだよ？」




　寂さびしげに呟つぶやいた彼女の声が、俺の耳を突つき刺した。

　──いない。

　そこに、来栖がいない。

　あいつが守るのは俺と和佐さんの世界で──そこには──そこにはお前が──。




　──ああ、そうか。




　思えば、昨日きのう和佐さんと過ごした一日で否いや応おうなく意識させられたのは、俺たちの「その後」だった。

　会話の端はし々ばしに現れた「来年」だとか「最後」だとかの単語。

　俺がポケットに入れていたお守りも、迫せまりくる来年度末の受験に備えたものだ。これから先、このアイテムを見る度たびに、俺は現実に引き戻されるのだろう。

　そういったことを考える時、頭の片かた隅すみで思い起こされるのは来栖だった。

　俺や和佐さんが部活や受験に打ち込んだ時、あいつはどうするのだろう。

　俺たちと同じように、彼女も現実世界を見み据すえて鉛えん筆ぴつでマークシートを埋うめたりするのだろうか。

　それとも、いつかそうしたように、また異世界を求めて旅立とうとするのだろうか。

　これまで、あいつの居場所は確かに俺たちの中にあったと思う。

　でも、俺と和佐さんが離はなれていったら、あいつは一体どこに行くのか。

　不安にも似た感情。

　できれば俺は、彼女にこの現実を選んでほしかった。

　そもそも、あいつと一いつ緒しよにいる時間は嫌きらいじゃない。もしもあいつと本気で離れようと思えば、いつでも距きよ離りを置ける──けれども俺も和佐さんもそうはしない。つまりはそういうことなのだ。

　あいつにとっては息苦しいかもしれないけれど、この世界にもこの世界なりの──息苦しいなりの楽しさがある。と、思う。

　楽しいかどうか決めるのは勿もち論ろんあいつ自身だ。だけど、どうせならこの世界だって捨てたものじゃないと感じてほしい。

　いつかは、夢だとか憧あこがれだとかと折り合いをつけていかなくちゃならない。俺おれは中学から陸上をやって、絶対に自分が一番になれる存在ではないことを知った。好きこそものの上手なれという言葉があるが、いつかは上手になるのも頭打ちだ。好きと得意は違う。

　来くる栖すは勇者の血を引いていて、聖せい剣けんが使えて、異世界に行けば好きなことができて──？

　でも、本当にそうだろうか。

　話を聞く限り、今の異世界だって、こちらの世界とシステムは大差無い。魔ま獣じゆうとの戦せん闘とうと言ったって、猟りよう区くで獲え物ものを狩かり収入にするというもの。魔ま王おうを倒すための冒ぼう険けんなんて誰だれもしていない。

　そもそも聖剣を管理しているのが市役所だ。初めは物もの珍めずらしいかもしれないが、それが来栖の憧れ望むものとは限らない。

　もしもこの世界と異世界とで穴が繫つながったとしても、それは同じことだ。あいつの望むような──冒険に満ち溢あふれた世界になんてならない。

　異世界においてさえも、自分の抱いだいていた夢とのギャップに打ちひしがれた時、あいつは誰を頼たよるのだろう。

　だから、異世界という存在に比重を置き過ぎるな、と──。

　そう伝えたかっただけなのに。

　どこかで俺も、「異世界なんて──」と思っていたのだろう。心の底で、異世界を非現実だと──現実逃とう避ひのゴミ箱だと決めつけていたんだ。

　異世界を否ひ定ていしたいんじゃない。

　来栖と一いつ緒しよにいたいんだ。







「──来栖」







　やっと声が出た。




「俺は、お前のいない世界なんか嫌いやだ」







　この一言で、良かったのに──。







「俺おれ、形を取り繕つくろってるだけだった。大学に行ったら、社会に出たら、大人おとなになったら──異世界なんてものに関わってたらいけないって。現実と向き合って生きていくべきだって、そう思ってた。けど──」

　それは一つの答えだ。

　でも、必ずしもそこで、異世界を否ひ定ていしなくちゃならない理由も無い。

　世界は０か１かなんて狭きよう量りようなものじゃなくて──。

「こっちの世界も異世界も、どっちも大事で良いんだ。むしろ、どっちの存在も受け入れていける度量を持ってる方が──」

　──ずっと、大人なのかもしれない。

「無理してそんなこと言わなくて……いい」

　来くる栖すは顔を俯うつむけて、絞しぼり出したような声で答えた。

「無理なんかしてない」

「噓うそだよ。苅かり羽ばくん、私の機き嫌げん直そうとして適当なこと言ってるだけだよ」

「適当なことでいいなら、もっと早く言ってるだろ。適当にしたくないから……こんなに時間かかったんじゃねーか……」

　こんな土ど壇たん場ばでしか気持ちが固まらない自分が恨うらめしい。

　けれど、やっと想いを言葉にできたというそのことだけは、純じゆん粋すいに嬉うれしくて。

「来栖のことを否定したかった訳わけじゃないんだ」

　俺は、異世界を切り捨てて──この数ヶ月の生活を否定して大人になろうとしていた。

　でも、どちらも持っていければ──。

　この世界と異世界──二つの間で、上う手まく折り合いをつけていけるなら──互たがいを尊そん重ちようしていけるのであれば──。

　俺も来栖も、それが大人になるってことなんじゃないだろうか。







「でも──」







　来栖の声は、悲しく震ふるえていた。







「私、苅かり羽ばくんと和かず佐ささん、二人を見てると怖こわくなる……。自分がいなくなっちゃいそうで嫌いやなの！　居場所が無くなっちゃいそうで辛いの！」

「無くさねーよ！　むしろ、居場所を持っていてほしいから、今だってこうして──」

「でも！　苅羽くんは和佐さんといる方が楽しそうなんだもん……！　二人で京都巡めぐりした時だって、旅館に戻もどって来た苅羽くん、笑ってたし……！　私と一いつ緒しよに行ってたらきっと、あんな顔してなかったんじゃないかって──そう思うと……！」

「そんなことない！　お前と一緒だって俺は楽しめるし、今までだってずっと楽しかった！　あの日だって、お前のこと忘れたりなんてしなかった！」

　だから俺おれは──。

　来くる栖すのために、土産みやげだって買っていたのだ。

「来栖、これ……」

　俺は来栖に近付くと、ポケットの中から一つの小さな紙かみ袋ぶくろを取り出した。

　それを見た彼女は、一いつ瞬しゆん目を大きくひらき、未いまだ潤うるおいを保ったまぶたを擦こすった。

「これって……え？」

　あそこで実際に買い物をした人間なら、この袋と形でピンとくる。それは、北きた野の天てん満まん宮ぐうで買った学業成じよう就じゆのお守りだった。

「俺も、来栖に渡すつもりだったんだ。でも、来栖が買ったお守り、まさか俺にくれるものだとは思わなかったから……。きっと自分用に買ったんだとばかり……」

　俺も言い出せなかったのだ。

　すでにお守りを持ってる相手に、受け取ってくれ、などとは。

「苅羽くんは……ズルいよ……」

「よく……言われる」

　来栖の声に、感情が籠こもる。満ちる。

「……ズルいよ」

「うん」

「ズルいよぉ…………」

　来栖は顔をくしゃくしゃにして、底に溜たまっていたものを絞しぼり出すように泣いた。







　──和佐さんと神社を巡めぐっている時に思った。







　学業成就のお守りを見て、思い起こされるのは現実。この先の将来。

　来くる栖すにもこの世界での未来を見てほしかったからこそ、俺おれはこのお守りを買っていたのだと思う。

　あの時、そう考えていた訳わけでは決してなかったけれど。

　今思えば、そんな気がする。







　──本っ当に。







　これでもかってくらい嚙かみ合わなかったこの数日間は。

　こんな物のために振ふり回されていたのかと思うと、何だかやりきれなくて。

　けれど、互たがいのことを思いやれていたのだという事実が、俺はただ純じゆん粋すいに嬉うれしくて。

「俺は、どっちの世界も大事にしてほしいんだ。こっちも異世界も、来栖にとっては貴き重ちようなものだと思うから」

　紛まぎれもなく、本心だった。

「ほら──」

　袋ふくろから取り出したお守りを来栖へ渡す。

　すると、来栖もまた、ポケットからお守りを取り出し、俺へと渡してくれた。

「苅かり羽ばくん……」

「ん？」

「私、戻もどってくる。だから、待ってて」

　やはり、そうだ。

　きっと、彼女が異世界へ行くことは変わらない。

　そんな気はしていた。

　だから──。

「いや、俺も行くよ。助けになりたいから」

「ダメだよ」

「何で──」

「こっちの世界も異世界も大事って言ったでしょ。苅羽くんにだってこっちの世界の生活があるもん」

「そんなのお前だって同じだろ？　だったら──」

「待ってて」

　彼女の瞳ひとみは、真まっ直すぐ俺を見ていた。

「私が戻って来た時に、勉強教えてくれる人がいなかったら困るもん」

「は？」

「せっかくお守り買ったんだし、ちゃんと勉強しないと。私も戻もどってきたら頑がん張ばるから──私を受け入れてくれる世界を、苅かり羽ばくんが作って待っててほしいの」

　言いたいことは分かる。

　けど──。

　そんな簡かん単たんに割り切れるものではなくて──。

「でも、来くる栖す──」

「時間、無いから……」

「だけど──！」

　平行線。

　ここまで来て、気持ちに整理を付けられない。

　いや、想いがハッキリしてしまったからこそ、譲ゆずることなどできなかった。

　だが──。







「っ──!?」







[image: ]

　唐とう突とつな疲労感と眠ねむ気けが体を襲おそう。

　まぶたが鉛なまりのように重く、意識が薄うすれそうになる。

「これ……何で……！」

　前ぜん兆ちようの無い体の変化に、脳が混こん乱らんする。




「あたし、麻ま央おちゃんの言いたいこと分かるから……ごめんね」




　後ろで声がした。

　飄ひよう々ひようとしていて、噓うそ吐つきで、肝かん心じんな時に邪じや魔まばかりして──。

　振ふり向けば、彼女は青く光るスマホを手に、俺おれへとそれを向けていた。







「眠くなる魔ま法ほうもあるんだよ」







　…………知ってるよ……くそ……っ。

「……干かん渉しようしないって…………言ったくせに……」

「あたし、噓吐きだから」

「初めから…………認めろってんだ……」

　そして俺は、地面に膝ひざを突つきながら、やはりこう思うのだ。







　毒ぶす島じまさんなんか、大っ嫌きらいだ、と。







　そして──。







　次に俺が目め覚ざめたのは、翌よく朝あさ、ホテルの布ふ団とんの中。

　起き上がり、窓から見た海は、どこまでも澄すんだ青だった。







　　　エピローグ







　メルから、お伽とぎ噺ばなしの最後を聞いた。

　結局、勇者とエルフェンは二つの世界に別れたまま、出会うことは無かったそうだ。

　──めでたし、めでたし。













　十二月二十四日。

　昼休み明けの国語の授じゆ業ぎよう。

　俺おれの隣となりでは、「来くる栖す麻ま央お」が難むずかしい顔で教科書とにらめっこしていた。

「（カリバくん、ちょっと辞書貸してもらえませんか？）」

　小声の依い頼らい。

「（……良いけど）」

　俺が国語辞書を渡すと、彼女はパラパラとそれをめくった。

　横からその姿を見ていると、どこからどうみても来栖だった。その黒い髪かみも、どこか抜けたような顔も、決して細身ではないその体のラインも、全部。

「（ああ、カリバくん、これ、何て単語に印を付けているのですか！　『膝ひざ枕まくら』『跪ひざまずく』それから──）」

「（おい来栖麻央、さっきから敬語になってるぞ）」

「（そんなこと言ってる場合ではないのです！　こんな破は廉れん恥ちな人だとは思っていなかったと言えば噓うそになりますが、けれどここまで──）」

　ヒートアップする語り口。いつしか来栖麻央の姿は薄うすれ、青いツインテールや、あどけない表情が見え隠かくれしていた。

「（バカ！　ホログラム魔ま法ほう解とけかかってるぞ！　メル！　おいこら！）」

「（え？　ああああああああああああ！）」

　──修学旅行から二ヶ月。

　来栖は、未いまだに戻もどってきていなかった。

　メルから説明を受けていたとおり、それまで制せい御ぎよされていた転送ポイントは、空間の裂さけ目が失われた今、全く機能していない。

　あれからの二ヶ月、異世界との行き来はおろか、通信すらできていない状態だった。

　ただ──。

　修学旅行で生徒が消えた──なんてシャレにならない。

　そう判断した俺おれたちは、メルの魔ま法ほうを使って、あの日以来ずっと彼女に来くる栖す役をやってもらっている。

　最初は戸と惑まどいもあったメルだが──というより、今でも戸惑いしかないみたいだが──、それなりにやってくれている。

　そもそも、メルもメルで異世界に戻もどれないのだから辛つらい日々だと思う。けれども、大して恨うらみ言ごとも言わず頑がん張ばってくれる彼女には、正直頭が上がらない。

　だからという訳わけではないが、俺も愚ぐ痴ちは控ひかえている。

　──そもそも、何かを恨んでいる訳じゃなかった。

　この状じよう況きようは、きっと、最さい善ぜんを尽つくした上でのものだったはずだから。

　だから、この胸の奥で、どこまでも冷たく冷え切った部分があるように感じられるのも、慣れればいいだけなのだ。

　誰だれかが悪い訳じゃない。

　状況に慣れること──それさえできれば良い。それだけ。それだけなのに。

「（…………ふう、ふう、危なかったのです。もう少しで完全に魔法が解とけるところでした。最近は大だい分ぶこの魔法にも慣れ────カリバさん？　どうしました？）」

「（────いや、何でもない。ボーっとしてた）」

　思考が止まることが多くなった。

　けれどきっと、慣れるはずだ。













　放ほう課か後ごの掃そう除じは、滞とどこおりなく進むようになった。

　誰も流れを乱さず、床ゆかを掃はき、机を拭ふき、黒板の文字を消し、ゴミを捨てに行く。

　それだけのこと。

　皆みな、淡たん々たんと仕事をこなし、淡々と教室が片付いていく。

　無む駄だなんて何も無い。これが当たり前だと言わんばかりに、誰も迷わない。数ある選択肢しの中から、常識だけを間ま違ちがいなく選び取っていく。

　誰も魔法の名前なんて叫さけばない。

　魔ま力りよくのこもった雑ぞう巾きんを投げたりしない。

　これが、普通。

　だからこそ──。

「あ、苅かり羽ば！　避よけろ！」

「え？」

　男子生徒の声の直後、俺おれの顔に濡ぬれた雑ぞう巾きんがぶち当たる。

「悪い悪い、バケツに入れるつもりだったんだけどミスった」

　立ち尽つくした俺。雑巾で覆おおわれた視界。その向こうから聞こえる男子の言い訳わけ。

　ぺろりと雑巾がめくられると、男子生徒が心配そうに俺を見ていた。

「おい苅羽、大だい丈じよう夫ぶか？　何か喋しやべれ。おい、かりばー？」

「……ホーリーアクアブレスだ」

「あ？」

「来くる栖すの……敵味方識しき別べつ無む効こうの……」

「いや、投げたのオレな？　来栖じゃなくって──って、おい、何でちょっと薄うすら笑ってんだよ？　気持ち悪わりいな……本当に大だい丈じよう夫ぶか？」

　大丈夫の、はずなのだ。













　放ほう課か後ごの風は冬の冷たさを纏まとっていた。

　校舎の更こう衣い室しつでランニングウェアに着き替がえた俺は、玄げん関かんを出てグラウンドへと向かっていたが、途中、校門へ向かう二人の女生徒に出会った。

「あれ、苅かり羽ば、これから部活？」

　赤あか縁ぶちのメガネを掛けた和かず佐ささんが、来栖麻ま央おの横から声を掛けてきた。

「ああ、そうだけど……。和佐さん、もう二者面談終わったのか？　さっき掃そう除じ終わったばっかりだよな？」

「あんた、昨日きのうも同じこと聞いてたわよ。わたしはもう先週中に済ませてるから。進路も方向定まってるから、ご心配なく」

　推すい薦せん組の余よ裕ゆう。見ているだけで心が黒くなりそうだった。

「ってかメル──もとい来栖さんも今日二者面談じゃないの？」

「あたしは最終日にずらしてもらったのです。いつクルスさんが帰ってくるか分かりませんから」

　本人の進路は本人が語るべき──。メルの考え方は一いつ貫かんしていた。

「そう言えば、毒ぶす島じまさんの二者面談っていつだ？」

「知らないわよ、クラス違うもの」

　そうだった。

　あの人、休み時間の度に和佐さんのことをからかいに来るから、すっかりうちのクラスのような気がしていた。

「あの人、マジで起業するって？」

「じゃないの？　別に興きよう味みないけど。興味ないけど」

「何で二回言うんだよ。気にし過ぎだろ大好きか」

　和かず佐ささんは相変わらず愛情を裏返し過ぎていて、もうどっちが表か裏か分からなくなっていた。

「それより苅かり羽ば、明日あしたは部活無いんでしょ？　だったら──」

「明日は自主練。午前は外で走って、午後はプール」

「…………」

「何だ？　俺おれ、睨まれてる？」

「睨んでないわよ、別に」

　唇くちびるを尖とがらせる和佐さんと、溜ため息いきを吐はくメル。その二人の態度で、何が言いたいのか察しは付いた。けれど、俺はそこに触ふれたくない。

「ま……しょうがないか。苅羽、そういう人なんだもんね」

「何だよ、そういう人って」

「何でも……。どうせこっちの負け戦いくさだろうから、別にいーんだけど」

　和佐さんが呆あきれながらこの場を離はなれようとする。

「あ、そうだ苅羽」

「何だ？」

「まだ言ってなかったけど、わたし、黒い髪かみって案外嫌きらいじゃないわよ」

「…………そりゃどーも」

　俺と和佐さんの二人──この時期にはもう、どちらも髪を黒く染そめ直していた。

「何よその反応。気に入ってないの？」

「…………さてな」

　俺は求めていたはずだった。

　周囲と同じ黒い髪に染まり、また陸上部に戻もどって──。

「じゃ、俺、行くから」

　やりたかったことを、やる。

　これもまた、慣れだ。

　慣れればきっと、満たされる。













　だから、俺おれは走った。

　そして、吐はいた。

　２００ｍ＋３００ｍ＋２００ｍ＋１００ｍのセット走を１０本。

　４本目を走り終わったところで感じた、横おう隔かく膜まくの蠕ぜん動どう。急いで道路に出て、排はい水すい溝こうに嘔おう吐とした。

「おい苅かり羽ば、大だい丈じよう夫ぶ──じゃねえな」

　藤ふじ岡おかが追いかけて来てくれていた。背中をさする手は大きく、硬かたい。

「そりゃ吐はくぜお前、一人でかっ飛ばしてバカじゃねーの。設定タイム守れよ。あんなの１０本やるペースじゃねえって」

「……分かんなくって」

「あ？　何が？」

「陸上、やりたいって……戻もどりたいって思ってたのに……何か、空からっぽで……。俺おれ、どうしたかったんだろうって……」

「……ずいぶん青春してんだな」

「全力でやれば、納なつ得とくできるかなって……何も考えなくていいかなって……思って……」

「それであの走りか」

　藤岡の手が止まる。

　それでも、背中に手を付けたまま、藤岡は喋しやべった。

「確かに、戻ってきてからずっと、つまんなそうに走ってんなって思ってた。せっかく陸上部戻ってきたのに、何しに来たんだろうなってさ」

　やっぱりか。

　他人にも分かるくらい、俺、腐くさってんだな。

「苅羽、変わったよな。春と比べて」

「悪いな……こんな風に変わって。何も成長してない」

「へ？」

　藤岡は、素すっ頓とん狂きような声を出すや否いなや、俺の背中を二度軽く叩たたいた。

「そうじゃなくってよ。良い意味で変わったと思うぜ」

「へ？」

　今度は俺の声が裏返る。

「昔の苅羽って、いっつも一歩引いてたじゃん。冷静っていうか、踏ふみ込み過ぎないっていうか。練習も設定タイムどおりにやって、基本に忠実で。陸上部やめる時だって、『先生がそう言うならこれ以上話しても無む駄だですね』とか物分かりの良いこと言ってよ」

「俺、そんな感じだったか？」

「おう。だから良いんじゃね？　今日きようみたいなことも、たまにはさ。後先考えず全力で真まっ直すぐ突つっ走ぱしるって、今までお前が絶対やらなかったことだから」

「後先考えず……全力で……？」

　そんな人間を、俺おれは一人知っている。

「オレは後ろ走りながら『バカだ』と思って見てたけど、さっきの苅かり羽ばは爽そう快かいだったぞ。自分に正直な走りをしてる感じで、気持ち良かった」

　そう。

　あいつは自分に正直に生きようとしていた。

　だけど俺は──。

　俺は、正直になれているのだろうか。













　部活が終わった後も、帰る気になれなかった。

　みんなが出て行き、静まり返った更こう衣い室しつ。

　制服に着き替がえ終わった俺の耳に、ふと、竹刀しないの打だ撃げき音おんが響ひびいた。

　ハッとして更衣室を出る。すぐ左手には、剣道部が使う第二体育館。

　だが──。

「……気のせいか」

　扉とびらのすりガラスからは何の光も漏もれず、ただ闇やみがあるだけ。

　そもそも今日きようは、ここを使う剣道部も柔道部も休みだった。

　試しに扉を開けてみても、当然、そこには静せい寂じやくしかない。

「これが普通なんだよな」

　人体模も型けいも無い。

　その人体模型に立ち向かう女の子もいない。

　それを目もく撃げきした茶ちや髪ぱつの男子生徒だって、もういない。

　これが、俺の求めていた常識的な世界。

　慣れていないだけ──のはずだ。

「寒さっみぃ……」

　冬の冷気は、体育館の床ゆかを冷やしきっていた。反射的に、ポケットの中に手を入れる。

「──ん？」

　ブレザーのポケット──指先に触ふれた、小さな感かん触しよく。

　そう。

　これだけは、いつも持ち歩いていた。

　常に手が届くように。

　近くに感じられるように。







　──そっと、お守りをポケットから取り出す。







　俺おれが求めているのは、この世界でも何でもなくて──。

　満たされないのは、慣れていないからなんて理由ではなくて──。







「お前が……いないから……っ！」







　拳こぶしを握って、叫さけんでいた。







「どうしてお前がいないんだよ！　お前がいないとつまんねえよ！　お前がいないからこんな──訳わけ分かんない気持ちで──！　こんな──こんな──！」

　いくら陸上部に戻もどったからと言って。

　いくら打ち込むものができたからと言って。

　走っている時に思い浮かぶのは、フォームのことでも、来年の大会のことでもなくて。

「お前は──」

　自分の居場所が無くなりそうで怖こわいと言っていたけど。

　俺の居場所はどこなのだろう。

　あいつの隣となりの席には俺がいて、俺の隣の席にはあいつがいて。

　あいつがいなければ、俺の居場所だって無いのだと──。

　いなくなって、初めて分かったから。

「戻ってくるって言ったじゃねえかよ！　来いよ！　異世界の穴でも何でもいいから──！　早く……早く来てくれよ……！」

　手の中のお守りを握りしめる。

　真っ暗な室内。

　冷気の籠こもる空間で、唯ゆい一いつ熱を感じたのは、自分の拳の中だった。

「…………光？」

　お守りを握る拳こぶしから漏もれる白い光。

　それは凝ぎよう縮しゆくし、一筋の導しるべとなって、数メートル先の壁かべを貫つらぬいている。

「これは……異世界の……？」

　壁かべに達した光は円となり、徐じよ々じよに広がりを見せていた。

　直ちよつ径けい１メートル程度の穴となったそれは、俺おれに、驚きよう愕がくと期待をもたらした。







　きっとこれは──。

　だって、絶対そのはずだから──。







　穴から見える二つの赤い光。







　──それは二つの瞳ひとみ。赤く染そまった鋭するどい瞳。







「これは……!?」

　飛び掛かって来たそれを、すんでのところでかわす。

　慌あわてて体勢を立て直して対たい峙じしたそれは、人型ですらなく──。

「魔ま獣じゆう……!?」

　赤く光る眼がん球きゆうは魔獣によくある身体的特とく徴ちようの一つだ。

　そして、今俺の目の前にいるのは、四つ足の魔獣──の子供。

「よりによって……ヴァイトニルって……」

　身の丈たけは大型犬くらいだろうか。

　相変わらず黒い体毛は、ハリネズミのように鋭く固まっている。

「何で今さら──しかも、こんなとこで!?」

　二度目の飛びつきを避よける。

　じゃれているとは思えない。

　その口の開け方といい、爪つめの出し方といい、明らかに血の予感があった。

「くそ……っ!?」

　胸の鼓こ動どうが激はげしい。

　パニックを起こしそうになるが、理性を失わないよう、拳を握りしめ、爪を手の平に食い込ませた。痛みで少しだけ神経が活きる。

「メル……いるかっ……？」

　魔ま獣じゆうから目を離はなさず、ケータイでメルに連絡を取ろうとしたその時──、

　かじかんだ手が、ポケットのケータイを摑つかみ損そこねた。

　音を立てて落ちる。

　思わず、目が地面に向かう。

「しまっ──！」

　時すでに遅し。

　飛び掛かって来た魔獣の力は強く、俺おれはしたたかに背中を打ち付けた。

「ぐっ────！」

　前まえ脚あしと首を両手で押さえ、喉のど元もとを狙ねらう爪つめや牙きばを防ぐ。

　だが、相手は魔獣。

　その力、並なみ大たい抵ていではない。

　しかも、魔ま力りよくまで持ち合わせていると来てる。

　眼がん前ぜんで呼吸するヴァイトニルの口元。

　大きく息を吸い込んだそれは、炎を吐はく予備動作──。

「マ──ジか────!?」

　そんなの、普通に死──







「ここまでよ、魔ま王おう」







　──え？







　その瞬しゆん間かん──。

　俺の体に圧のし掛かっていた体重は消え去り──、







「あなたの野望は打ち砕くだいたわ」







　目の前には、聖せい剣けんを振ふり抜いた彼女。

　この真ま坂さか高校の制服を着た──別れた当時のままの彼女がそこにいた。







「来くる栖す!?」




　尻しり餅もちをついたまま、俺おれは目を擦こすり、何度も何度も、その名前を口にしていた。

「苅かり羽ばくん……間に合ったあ……」

　聖せい剣けん片手に安あん堵どする少女。

　ホログラムではない、間ま違ちがいなく来栖麻ま央おがいた。







「来栖……マジで……来栖かよ…………っ！」







　滲にじんだ。

　目の前の全てが、ぼやけてしまっていた。

「わわわわっ！　苅羽くんが泣いてる！　どこかケガしたの!?　痛い!?」

「バカ……っ！　違ちげーよ…………！　お前が、もう……ってかお前に……会うって……！　会えるかどうか…………分かんなかったから……！」

「え？　何？　苅羽くんが支し離り滅めつ裂れつだよお……いつものツッコミのキレが無い……」

「んなもん……！　できる訳わけ…………バカやろ……！」

　話せば話すほど涙なみだが零こぼれ落ちた。

　その口調が、態度が、全てが懐なつかしくて──。

「あー、全然泣き止やまない……よしよし」

「──!?」

　いつの間にか、来栖は俺の目の前に来ていて──。

　膝ひざを床ゆかに付け、俺の頭を撫なでていた。

　頭上に感じる往復運動。

　彼女の手は小さく、柔やわらかい。

「遅くなって、ごめんね」

　その一言が、俺の胸をどこまでも満たしていくから──。

「もう……戻もどってこないかと思ってたんだぞ……っ！」

「……うん」

「お前がいないと、俺、全っ然ダメで……！」

「……うん」

　たった二文字の言葉が返ってくるのが、こんなに嬉うれしいなんて──。

「ありがとね、苅かり羽ばくん」

　そう言って、彼女は俺おれの握り拳こぶし──お守りを持った手に指を置いた。

「魔ま獣じゆう区くで、空間の裂さけ目を探してたの。そしたらね、お守りが光って──。きっと、苅羽くんが呼んでくれてるんだって思って──私も、会いたいですって、何回も何回も頭の中でお願いしてた」

　そしたら急に二つの世界が繫つながって──、

「ヴァイトニル、紛まぎれ込んじゃってたね」

「……死んだかと……思った……」

「大だい丈じよう夫ぶ、何てったって、勇者がついてるから」

　どこか能天気な言葉が、俺の胸を優やさしく撫なでおろしていく。

「苅羽くん」

　彼女の目が、俺を見つめていた。

　俺は涙を拭ふいて、やっと滲にじんでいない視界に彼女を捉とらえた。

「……何だ？」

「今日きようイヴで、明あ日すはクリスマス──だよね？」

「え？」

「観かん覧らん車しや、乗りたい」

「観覧車？　まさか大阪の──？」

「んーん。苅羽くんとなら、どこのでも良いよ」

「な──」

　あまりにも自然体で言うものだから、逆にこっちが恥はずかしくなってしまった。

「あ、そうだ。あと、魔ま王おう退たい治じもしないとね」

「魔王？」

「そ、うちのクラスの魔王様」

　そう言って来くる栖すは、上うわ目め遣づかいで視線を交わしてきた。

「苅羽くんは、勇者と魔王、どっちが好き？」

「え」

「──どっち？」

　ズイッと、顔が近くに寄る。

「それは……その……」

　思わず、右手人差し指が右みぎ頰ほおに近付いていくが──、

「それ、禁止」

　来栖の左手が、ガッチリと俺の右手首をホールドしていた。

「そうだ──。まだ言ってなかったよね？」

　俺おれの手を離はなした彼女の声が、半音高くなる。

「言ってなかったって──何をだ？」

「本当は観かん覧らん車しやに乗って言うつもりだったんだけど──」

「──え」

　来くる栖すの声が、俺の鼓こ膜まくを甘く包み込んでいく。







「私ね、苅かり羽ばくんのこと──」







「待て、待った、待ってくれ」







　俺は反射的に声を上げた。







「俺が言う。俺が──言うから」

「でも──」

「いいんだ。俺、やっと正直になれそうだから」







　そう。

　だから俺が言うべきなんだ。

　来栖を受け入れるための場所で待っていた俺が──。







「俺、来栖のこと──」







　それから──。

　どちらからというでもなく、俺たちは互たがいに手を伸ばし──。

　繫つなぐ手の温もりが、互いの熱を正直に表していた。
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終わり









　　あとがき




　お久しぶりでございます、くさかべです。

　大体察して頂けているとは思いますが、終わりです。クズが聖せい剣けん拾った結果、４巻にて終了と相あい成なりました。

　思えば、このシリーズを書くにあたっては、色々なことがございました。

　母親からは「こ[image: れA]エッチな本なの？」と聞かれました。エッチじゃないよ。ほどほどだよ。

　また、今までこういう物に触ふれてこなかったであろう職場のご年配の奥さまが１巻を読んで下さった際には、「くさかべくん、異世界って何？」と聞かれました。

「異世界っていうのは、えーと、この世界ではない別の世界で」

「外国なの？」

「外国と言えば外国なんですけど、でも世界地図にはまず載のっていないと言いましょうか」

「宇宙ってこと？」

「えー、その、宇宙とはこれまた違いまして、んーと、こう、べ、べべ別次元というか」

「宇宙じゃなかったら何なの？　え、くさかべくんは何を書いてるの？」

「あひっ、そ、それは、いせかい、イセカ、わ、私は何を書ひひっ、くわー、ぐがぎぎぎ」

　申し訳わけございません。私という人間は、新人であるということを免めん罪ざい符ふに、自分でもよく分かっていないものを読者の皆様に提供するという、小説を書く者として、あ、あ、あるまじき、おおおお行いを、して、最低だっ、だ、だだ駄だ犬けんの糞ふんでも貪むさぼっていた方が、マシな、にににに人間で、異世界せかいイセカイとは何か五〇文字以内で答エヨ、答エルベシ、アリヲリハベリイマソカリ、タダシ本文中ニ出テキタ単語ヲ五個以上使用スベシココテストニデルゾー。

　これは何ですか？　これは異世界です。あれは異世界ですか？　いいえ、あれは冷蔵庫です。アキはテニスが得意ですか？　はい、アキには誰だれが夫か分からない子供が五人います。ケンは新卒で入社するや否いやや離り職しよくする最近の若者ですか？　いいえ、この干しシイタケは援えん助じよ交際の見返りとして支給されたものではありません、この世で最もよく効く水虫薬の一つです。


問　傍ぼう線せん部Ａ「エッチな本なの？」とあるが、この時の作者の心情として適当なものを選べ。

①　息子の性的嗜し好こうに真正面から切り込んでくる母親を持つ自分は幸せだなあという気持ち。

②　担当編集吉よし岡おか氏、小お野の寺でら氏への慰い労ろうと感かん謝しやの気持ち。

③　イラストレーターＡｎｍｉ氏への畏い敬けいと深しん謝しやの気持ち。

④　校こう閲えつ諸氏、営業諸氏、デザイナーや書店など、この本に携たずさわった全存在への万ばん謝しやの気持ち。

⑤　この本を買い求めた読者諸氏に対して深く頭こうべを垂たれてしまう厳おごそかで神しん妙みような気持ち。

⑥　新作は鋭えい意い製作中だから年明けに披ひ露ろうできれば幸いだという希望と楽観に満ちた気持ち。

⑦　これは電でん撃げき文庫ですか？

⑧　はい、「このライトノベルがすごい！」にノミネートされなかったライトノベルです。
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　　クズが球技大会に挑んだ結果




　夏休みも明けた九月下げ旬じゆん。

　放ほう課か後ご、人ひと気けの無い河か川せん敷しきで、真ま坂さか高校の制服を着た少女が金属バットを握りしめていた。

「どう？　苅かり羽ばくん？」

　声の主は、同じクラスの来くる栖す麻ま央お。これから誰だれかの脳天を殴なぐるつもりなのか、まるで剣道の立ち合いのようにバットを中段に構えている。

「お前ソフトボールのルール分かってるか？」

「バカにしないでよ。そんなの、昨日きのうの時点でリサーチ済みだってば」

　そう言って来栖は、折り畳たたまれた一枚の紙をポケットから取り出した。

「えーと……ソフトボールは、敵てき陣じんをくぐり抜けて、より多くの味方を本陣に生せい還かんさせた方が勝ちとなるゲームです」

「殺さつ伐ばつとしてんな……」

「敵に三人の死者が出ると、主導権が移り、こちらが攻こう撃げきに転ずることができます」

「死というか、アウトな、スリーアウト」

「攻撃の際、防具が堅かたい捕手は後回しにして、飛び道具を持つ投手を優ゆう先せん的てきに殴りましょう。多くは肩か肘ひじに古傷があるので狙ねらい目です」

「待て」

「どうしたの？　試合を中断するときは『待て』じゃなくて『タイム』だよ」

「そうじゃなくて、その紙は何だ。どこで手に入れたものだ」

「これは『ソフトボールのルール教えて』って質問に対して、アホー知ち恵え袋ぶくろでベストアンサーになってたのをプリントアウトしてきたやつ」

　目の前の情報弱者に思わず頭を抱かかえる。

「何で知恵袋見ちゃったんだよ。せめてウィキペディア見ろよ」

「ウィキは文章が長かったから……」

　利用規約を読まずに会員登録して、法外な入会金を吹っ掛けられる典てん型けいのような奴やつだ。

「ちょっとー、何してんのよー？　練習すんじゃないのー？」

　俺おれたちから１０メートルほど離はなれた位置で、ボールを持った手を振ふる和かず佐ささん。来くる栖す同どう様ようクラスメイトである彼女も高校の制服を身に着け、短いスカートをヒラヒラさせている。

　そんな彼女に俺は、グラブをはめた左手を振って答えた。

「ソフトボールの前提に対する理解に齟そ齬ごがあった。ちょっと待っててくれ」

　──一週間後に控ひかえた真ま坂さか高校球技大会。全校生徒・全員参加の強制イベント。全学年ひっくるめた各クラス対抗で、ソフトボールやサッカーの種目をトーナメントで競きそい合う。

　昨日はそのメンバー決めがあったのだが、なにぶん全員参加のため、みんな何かしらの競きよう技ぎに出場しなくてはならない。

　結果、うちのクラスの女子ソフトボールには、来栖と和佐さんがメンバー入りしたのだが。

　俺の目の前、ドヤ顔でルール説明をしている来栖は、常識外れのファンタジーバカだ。

　ファンタジーへの憧あこがれが高じ、春先には剣道の竹刀や防具を装そう備びして、勇者になりきった痛々しい姿を披ひ露ろうしてくれた。

　それだけならまだいい。何の冗じよう談だんか、彼女は異世界における伝説の勇者の末まつ裔えいで、自由自在に聖せい剣けんを操あやつることができる逸いつ材ざいだ──という事実が、五ヶ月前に判明してしまった。

　それからというもの、ひょんなことから聖剣を手に入れ調子づいた来栖は、俺を様々なトラブルに巻き込んだ。

　ちなみに今日きようも彼女は、楽器のキーボードケースの中に隠かくした聖剣をすぐ側に置いている。何に使う気だよホント。

　さて、そんな来栖が巻き起こすトラブルの中で交友関係を持つに至った和佐さんにおいても、その素す性じようはとんだサプライズ。彼女は彼女で魔王の血が流れており、五月の連休には来栖と二人、異世界でガチバトルをするハメになってしまった。

　まあ幸い、今では互いに良好な関係を築きずいており、こうして放ほう課か後ごに集まることもある。

　来栖はクラスで浮うき気味のため友人は皆かい無むだが、和佐さんは学年でも比ひ較かく的てき高い地位にある女子コミュニティに属し、交友関係も広い。

　そんな対照的な二人が仲良くしているのも奇き妙みような光景だが、また聖せい剣けんで戦われても困るので、この状態が長く続いてくれるのが一番だ。

　さてさて、ファンタジーの知識はあるが、ソフトボールに関してはルールも実技も全くの素人しろうとである来くる栖す──そんな彼女からの頼たのみで、今回、俺おれと和かず佐ささんは指導役を引き受けている。

「──という訳わけで、お前のソフトボールに対する理解は間ま違ちがっている」

　俺は本来あるべきソフトボールのルールを説明し、知ち恵え袋ぶくろの紙を来栖の手から摘つまみ取った。

「そんな……つまりソフトボールは、他人との連携が必要な団体競技ってこと？」

　普段、俺や和佐さん以外のクラスメイトと関わりの無い来栖は、絶望の表情を浮かべる。

「お前ソフトボールを何だと思ってたんだよ」

「魔法禁止戦闘なぐりあい」

「明治時代の人間の方がまだ理解あるぞ。文明開化頑がん張ばれ」

「でもよく物理攻こう撃げきしてるじゃん」

　野球の乱らん闘とうのことを言っているのだろうか。

「ただ球を打ち返すだけなんて……こんなことじゃ私の勇者スキルが生かせないよ……」

　ぶつくさ文もん句くを垂たれているが、今さら何を言っても始まらない。さっきからピッチャー和佐さんも待たせているし、さっさと再開させよう。

「とりあえずバットの持ち方からな。右手を上、左手を下にして、両手で握る」

　来栖からバットを受け取り、構えてみせる。そして、再度来栖にバットを渡してやらせてみるが、どうにもぎこちない。

「両手が離はなれ過ぎてるんだよ。竹刀しない握る訳じゃねーんだから、もっとくっ付けて」

　俺は来栖の背後に立つと、そのまま両手を前に回し、彼女の手を摑んだ。

「背中も丸め過ぎ。もっとリラックスを──」

　バッティングフォームを正していくが、途中でふと、良い匂いがすることに気付いた。

　思えば、今俺は女子高生の背中に密みつ着ちやくし、覆おおい被かぶさる体勢になっている。眼がん前ぜんにあるのは、かぐわしいシャンプーの香りが漂う彼女の後頭部。髪かみの毛の向こう側には、秘ひめられたうなじ。

「──？　急に動かなくなってどうしたの苅羽くん？　石化状態なの？」

「バカ、まだどこも硬かたくしてな──痛てえ！」

　突とつ如じよとして脇わき腹ばらに抉えぐり込む鈍どん痛つう。直後、握り拳こぶし大のボールが地面を転々としていた。

「すとらい～く……」

　１０メートル先で黒いオーラとともに放たれた声は和佐さんのもの。オバースローからのフォロースルーを決めていたその姿勢から、ボールの出所が彼女からであることを確信する。

「いきなり何すんだよ！　全然ストライクじゃねーよ！」

「そうなの？　わたしルール詳くわしくなくって。てっきりセクハラしてる男にボールを投げ込むゲームかと思っちゃった」

　冷たい視線が突つき刺さる。俺おれは慌あわてて来くる栖すから離はなれた。

「いや、これは決してやましいものではなく、技術指導の一いつ環かんとしてだな……」

「わたしにも技術指導してくんない？　どうやったら死アウトを取れるの？　こう投げればいいの？　それともこう？」

　予備の球が次々と投げ込まれる。オーバースローの直球は間ま違ちがいなく俺を殺しに来ていた。

「待て、待って。ソフトボールは下から。下した手て投げ──痛いてえ！　ちょっとマジで待って！」

「ごめんね。ルール分かんないから。それと、中断する時は『待って』じゃなくて『タイム』って言うのよ」

　無む慈じ悲ひなスローイングは止まらない。

「ルール詳くわしいじゃん！　タイム！　マジタイム！　投げないで！　死ぬ！　死んじゃう！」

　三分くらい逃げ回って、ようやく制せい裁さいが収まった。危ない危ない、これ以上痛くされたら新たな性せい癖へきに目め覚ざめてしまうところだった。

「苅かり羽ばくん、私、思ったんだけど」

「何だ来栖」

「ソフトボールって、要するに球を遠くに飛ばせば良いんでしょ？　──ってことは、聖せい剣けんを使って勇者の力を呼び起こせば……」

「お前は一体何を言って──眩まぶしっ！」

　神こう々ごうしく輝かがやく来栖の手元。両手には、バットではなく銀色の聖剣が握られている。

　勇者の血を引く人間が聖剣を手にすると、身体能力が飛ひ躍やく的てきに上じよう昇しようするのだが、今や来栖は音速を超こえる殺人素す振ぶりを披ひ露ろうしていた。

「聖剣誰だれかに見られたらどうすんだ。しまえ」

「周り誰もいないじゃん。それに、バットよりも聖剣の方が、乱らん闘とうの時も安心だよ」

「球技大会を血祭りにする気かお前は」

　言ってはみるが、来栖はもう俺の言葉など聞いていない。聖剣を握りしめ、バッティングの構えで待機していた。

「苅羽くん、さっさとキャッチャーやってよ」

「マジで聖剣で打つのかよ」

「今さら何言ってるのさ。そんなことじゃ私の女によう房ぼう役は務つとまらないぜ、キャッチャー」

「お前の女房役じゃねーよ。ピッチャーだよ、和佐さんのだよ。バッターは敵だよ」

「女房の敵ってことは、つまり私は……姑しゆうとめ？　姑を死に至らしめるのがソフトボール？」

「そこまで気の滅め入いるスポーツじゃねーから」

　もはやこれ以上どうこう言っても無む駄だなので、俺は説得を諦あきらめて来栖の後方へ座り、キャッチングの構えを取る。

「ちょっと来栖さん、バット持ちなさいよバット！　なに物ぶつ騒そうなもの持ち出してきてんのよ！　やる気あんの!?」

「へいへいへーい、ピッチャービビってるー」

「バカやめろ来くる栖す」

「誰だれがビビってるってぇ……!?」

　和かず佐ささんの短気が発動。メガネの奥の瞳ひとみが燃もえ盛り、魔王の如ごとき威い圧あつ感かんが河か川せん敷しきを覆おおった。

「いいじゃない……中学時代に陸上部にいたけど、走るのが遅かったから出場選手の少ない砲ほう丸がん投げに回されたこの肩の力、今こそ見せてあげるわよ……！」

「苅かり羽ばくん、和佐さん泣いてるよ」

「そっとしておいてあげて」

　怒りと悔かい恨こんを胸に、和佐さんが振ふりかぶる。上うわ手て投げのフォームだが、もう何も言うまい。

　和佐さんの体からは黒いオーラがユラユラと湧わき立っている。目も赤く光ってる気がするし、何か魔王の力発動してませんか。っていうか俺おれ、そんなに速い球取る覚かく悟ごできてないんだけど大だい丈じよう夫ぶですかね。

「あの世で……後こう悔かいしなさい！」

　大きく脚あしを上げて剛ごう速そつ球きゆうを投げ込んできた和佐さん。スカートがヒラヒラってなって、良い具合に桃もも色いろの何かが見えた気がします。冥めい土どの土産みやげとしては上等でした。さよなら。俺この速球取れません。苅羽くん一死ワンナウト。

「甘いっ！」

　自信に満ちた来栖の声。同時に、俺の眼がん前ぜんで銀色の刃はが光る。

　──快音一発。

　高らかに響ひびいた金属音とともに、白球は空高く舞い上がり、和佐さんの遥はるか数百メートル後方の夕焼けへと消えていった。摩ま擦さつ熱ねつで発火していたように見えなくもない。

「やったあ！」と手放しで喜ぶ来栖。一方、自身の黒歴史を糧かてにした剛速球を打ち込まれた和佐さんは、膝ひざから崩くずれ落ちていた。

「和佐さん、野手はボール取ってこないといけないんだよ。行ってらっしゃい」

「鬼おにかお前は」

　スポーツマンシップの欠片かけらも無い死体蹴けり。まあ勇者って、ＲＰＧだと倒した相手から金取ったりするし、案外容よう赦しや無いよな。

「とりあえず、これで球技大会も安心だね」

「来栖、そう思いたいのはやまやまだが、当日聖せい剣けんは使えないんだ」

「聖剣じゃないよ、バットだよ」

「いくらお前がそう言い張ろうと、ルールブックで規定されてるんだよ。『バットは丸い棒ぼう状じようであって、表面は滑なめらかで凸おう凹とつがあってはならない』っていう風に──」

「うん、セーフ」

「アウトだよ！　その剣のどこが丸い棒ぼう状じようなんだよ！　眼がん球きゆう歪ゆがんでんのか！」

「そんなこと言ったって！　私がまともにスポーツできると思う!?　垂すい直ちよく跳とび２０センチだよ!?　聖せい剣けんが無かったら、どうせ私なんて何もできないんだよ！」

「それは……違うぞ」

　俺おれは来くる栖すの両肩に強く手を置いた。

「お前はもっと自分の力を信じていい。やる前に諦あきらめるな。聖剣が無くたって頑がん張ばれるよ。土ど壇たん場ばでの意志の強さは、俺もよく知ってる」

　今までもそうだった。異世界の魔ま獣じゆうに襲おそわれるような時も、来栖は常に前を見ていたのだ。

「苅かり羽ばくん……ありがとう」

　澄すんだ瞳ひとみで来栖は呟つぶやく。

「私、やってみるよ」

　そう言って、彼女は聖剣を引きずりながら、河か川せん敷しきの地面に直ちよつ径けい１０メートルほどの円えん弧こを描かき始めた。

「おい、何やってんだ」

「魔ま法ほう陣じんを使った雨あま乞ごいの儀ぎ式しき。これで球技大会の日に雨が降ふれば、否いや応おうなく雨天中止でしょ？　今、私にできることってこれくらいだし──自分の力を信じろっていう苅羽くんの言葉、きちんと伝わったよ！」

　全く伝わってなかった。




　──果たして、彼女の数時間に及およぶ儀式が功こうを奏そうしたのかは不明だが、二は十つ日か後の球技大会は豪ごう雨うとなった。

「ま、ソフトボールが中止になっても、球技大会自体は普通にあるんだよな……」

　球技大会で行われるのは、何も屋外競きよう技ぎだけではない。雨天中止となった競技者は、バレーやバスケといった屋内競技に振ふり分けられるのだ。

「来栖さん、レシーブ！　──あ」

　結局バレーに参加することになった和かず佐ささんの声。その横で、相手チームのアタックを顔面で受けた来栖が鼻血を出してぶっ倒れた。

　体育館に響ひびくホイッスル。保健委員に運ばれていく勇者の末まつ裔えい。

　得点板に目をやるが、膨ぼう大だいな点差でうちのクラスが負けている。あと数分で試合終了だろう。

　これ以上見ていても仕方ない。俺はそっとギャラリーを抜け出して保健室へと向かった。




「来栖、いるか？」

　中に入ると、養よう護ご教きよう諭ゆが来栖の鼻に脱だつ脂し綿めんを詰つめていた。

「ん？　君たち知り合い？　ちょうど良かった。彼氏、ちょっとこの子見といてくれる？　先生、用事足してくるから」

　養よう護ご教きよう諭ゆはそう言い残し、俺おれと来くる栖すを二人きりにして去った。ってか彼氏ではない。

「大だい丈じよう夫かか？」

　イスに座る来栖の横に立ち、尋たずねた。

「聖せい剣けんさえあれば……」

　こいつは聖剣でバレーボールをどうする気だったのだろうか。

「本当はこんなはずじゃないんだよ！　もっともっと活かつ躍やくできたはずなのに！」

　来栖は勢いよく立ち上がると、横にあったベッドの布ふ団とんを悔くやしそうに叩たたいた。

　血圧が上がったのか、鼻血が一気に脱だつ脂し綿めんを染そめ上げ、赤い雫しずくがポタリとベッドに落ちた。

「あーあー、ベッド汚して……。血ぃ止まらねーからジッとしてろ、喋しやべるな、動くな」

「ソフトボールなら絶対勝てたのに！　見たでしょ!?　昨日きのうの私のバッティング！」

　来栖は素す振ぶりの動作をしようとしたが、俺はその腕を取り押さえる。ったく、ジッとしとけって────お？

　よほど悔しかったのか、予想外の力が彼女の腕に込められていた。

　バランスを崩くずした俺は来栖ともどもベッドに倒れ込んでしまい──、

「うわっ！」

　仰あお向むけになった来栖の顔が、俺の顔の目と鼻の先にある。俺はかろうじて両腕をベッドに突ついていたが、両手の間には彼女の顔があり、傍はたから見ればまるで押し倒したかのような──。

　と、その時、保健室のドアが開いた。

「来栖さん大だい丈じよう夫か──？　って…………苅かり羽ば、あんた何してんの？」

　振ふり返れば、和佐さんが顔をひきつらせていた。

「違う、誤ご解かい、マジで信じてお願い」

「苅羽うるさい！　──来栖さん、これどういうこと!?」

「苅羽くんが私に『ジッとしてろ、喋るな、動くな』って言った」

「バカお前その言い方じゃ──」

「ふーん……」

　和佐さんの顔から表情が消えた。ゴミを見るような目をして、一歩一歩俺に近付く。

「あの、和佐さん──」

　俺が震ふるえた声を発する頃ころには──、

「最っっっ低！」

　彼女の平手が亜あ光こう速そくで俺の顔面を襲おそっていた。

　窓の外には滝たきのような雨、そして内側には飛び散った鼻血。

　この日、俺一人のために、保健室の脱脂綿が全て消費された。


終わり
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くさかべかさく

ぼくのいえでわ、ゴムがのびたパンツをぞうきんにします。かっているねこが、とっぱつてきにゲロをはくので、ゲロをうけとめるため、そこかしこにパンツをおいています。やっとぼくのちん◯こからかいほうされたのに、さいごまでよごれやくでごめんね、パンツ。
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イラスト／Anmiあんみ

毎年やせたいと願い事してるのに体重をすこしも落とせないのが悔しいです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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